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書
図
」
二
幅
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。
養
賢
堂
の
建
物
は
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
に
戦
災
で
全
焼
し
た
も
の
の
、
改
革
を
主
導
し
た
学
頭
・
大
槻
平

泉
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）
の
著
書
『
講
堂
小
誌
』
に
よ
り
、
講
堂
の
構
造
や

各
障
壁
画
の
図
様
、
大
ま
か
な
意
義
が
判
明
し
て
い
る
。「
河
図
図
」と「
洛
書
図
」

は
、
障
壁
画
群
の
意
味
や
役
割
、
講
堂
の
設
計
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重

要
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
点
は
意
義
深
い
。

本
障
壁
画
群
の
近
世
絵
画
史
上
の
価
値
は
、
仙
台
四
大
家
の
一
人
と
称
さ
れ
る

作
者
・
東
東
洋
に
依
存
し
て
お
り
、
濱
田
直
嗣
氏
の
論
考
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
以

降
、
作
品
に
対
す
る
個
別
的
な
研
究
は
久
し
く
為
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
年
、
寺
澤

慎
吾
氏
に
よ
っ
て
「
河
図
図
」
を
中
心
と
し
た
論
考
が
執
筆
さ
れ
仙
台
と
い
う
地

方
に
お
け
る
画
家
・
東
洋
の
画
業
を
紹
介
さ
れ
た
点
で
注
目
に
値
す
る（

１
）。

作
品
の

依
頼
者
・
大
槻
平
泉
は
、
寛
政
年
間
の
昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
学
び
、
古
賀
精

里
（
一
七
五
〇
～
一
八
一
七
）
ら
「
寛
政
の
三
博
士
」
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た

人
物
で
あ
り
、
自
身
が
培
っ
た
学
問
観
に
よ
っ
て
学
制
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。
そ

の
平
泉
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
講
堂
障
壁
画
は
、
実
は
仙
台
に
留
ま
ら
な
い
意
義

を
有
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
藩
校
に
絵
画
が
求
め
ら
れ
た
歴
史
的
背
景

や
、
文
化
・
文
政
年
間
に
お
け
る
政
治
・
教
育
史
・
思
想
史
の
究
明
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
を
中
心
と
し
た
障
壁
画
全
体
の
意
義
に
つ
い
て
、

は
じ
め
に

天
明
・
寛
政
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
八
〇
一
）
の
日
本
は
、
全
国
的
な
諸
藩
の

藩
政
改
革
の
時
期
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
お
い
て
は
、
寛
政
異
学
の
禁
に
よ
り
、
昌

平
坂
学
問
所
の
学
問
が
朱
子
学
に
統
一
さ
れ
、
政
治
の
主
体
で
あ
る
武
士
の
学
問

と
教
育
の
思
想
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
影
響
は
仙
台
藩
に
も

及
ん
だ
。
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
二
九
）
の
仙
台
藩
は
、
大
飢
饉

と
相
次
ぐ
藩
主
の
早
逝
に
よ
り
藩
体
制
が
揺
ら
ぎ
、
そ
の
上
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻

の
脅
威
が
意
識
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
仙
台
藩
校
・
養
賢
堂
は
文

化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
始
ま
る
学
制
改
革
に
よ
り
、
朱
子
学
を
中
心
に
据
え
つ

つ
算
術
・
蘭
学
・
医
学
と
い
っ
た
実
学
を
備
え
た
総
合
学
園
の
よ
う
な
様
相
を
呈

し
た
。
学
制
改
革
で
は
、
寛
政
か
ら
続
く
朱
子
学
の
文
脈
を
受
け
継
ぎ
、
諸
問
題

の
解
決
を
担
う
人
材
の
育
成
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

改
革
の
一
環
と
し
て
、
教
育
の
中
心
施
設
で
あ
る
講
堂
が
建
造
さ
れ
、
そ
の
一

室
の
視
学
所
に
は
十
六
点
の
障
壁
画
が
制
作
さ
れ
た
。
作
品
の
大
半
が
、
仙
台
藩

御
用
絵
師
・
東
東
洋
（
一
七
五
五
～
一
八
三
九
）
の
作
で
あ
り
、
一
部
が
弟
子
・

伊
藤
東
駿
（
？
～
一
八
三
九
）
の
手
に
よ
る
。
現
在
は
「
河
図
図
」
一
幅
、「
洛

〔
査
読
論
文
〕

仙
台
藩
校
・
養
賢
堂
障
壁
画
の
朱
子
学
に
よ
る
考
察

―
東
東
洋
筆
「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
を
中
心
に
―

八

島

伸



74

所
蔵
の
「
河
図
図
」
一
幅
と
、
山
元
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
「
洛
書
図
」
二
幅
、

つ
ま
り
本
稿
で
中
心
的
に
扱
う
作
品
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
河
図
図
」

「
洛
書
図
」
が
軸
装
と
な
っ
た
時
期
や
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。「
洛
書
図
」
は
現
在

山
元
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
資
料
館
の
所
蔵
と
な
る
以

前
、
現
在
の
山
元
町
坂
元
周
辺
を
領
有
し
た
伊
達
家
家
臣
大
條
家
の
所
有
で
あ
っ

た
。
旧
坂
元
村
長
を
務
め
た
十
八
代
当
主
・
伊
達
宗
康
（
一
八
七
〇
〜

一
九
五
二
）
に
よ
り
坂
元
小
学
校
に
寄
付
さ
れ
、
現
在
に
至
る（

２
）。

宗
康
の
父
で
あ

る
十
七
代
当
主
・
道
徳
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
四
）
以
降
、
大
條
家
は
伊
達
姓
を

名
乗
っ
た
。
道
徳
は
仙
台
藩
最
後
の
藩
主
・
伊
達
慶
邦
に
仕
え
、
奉
行
職
と
し
て

戊
辰
戦
争
の
戦
後
処
理
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
本
姓

復
帰
命
に
従
い
伊
達
宗
亮
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
美
術
講
究
会
の
幹
事
を
務
め

る
ほ
か
、「
伊
達
翠
雨
」
と
し
て
自
ら
も
南
画
の
作
品
を
多
く
残
す
な
ど
、
道
徳

は
文
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
内
国
歓
業
絵
画
共

進
会
で
は
「
南
宗
ノ
古
画
に
倣
い
敢
え
て
師
伝
ヲ
受
ケ
ズ
。」
と
称
さ
れ
、
円
山

応
挙
、
呉
春
、
渡
辺
崋
山
、
東
東
洋
な
ど
の
模
写
を
残
し
て
い
る
。「
洛
書
図
」

が
大
條
家
の
所
有
と
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
維
新
に
よ
る
養
賢
堂

の
廃
止
に
際
し
、
藩
の
要
職
に
あ
り
書
画
に
も
通
じ
て
い
た
道
徳
の
所
有
と
な
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

改
め
て
両
図
の
概
要
を
記
す
。「
河
図
図
」
は
、
縦
一
五
七
・
○
×
横
六
九
・

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
軸
装
、
紙
本
淡
彩
で
あ
り
、
仙
台
市
指
定
の
文
化
財
で

あ
る
。
画
面
下
部
に
は
、
背
に
複
数
の
旋
毛
を
持
つ
馬
が
向
か
っ
て
左
を
向
い
て

立
つ
様
子
を
描
く
（
図
１
）。
旋
毛
の
ほ
か
に
は
鼻
脇
に
生
え
た
髭
や
両
前
脚
の

付
け
根
に
み
る
炎
形
の
羽
根
が
特
徴
で
あ
る
。
加
え
て
、
偶
蹄
類
の
特
徴
を
持
つ

た
め
、「
河
図
図
」
の
馬
は
通
常
の
馬
と
は
異
な
る
。
体
の
輪
郭
線
に
中
墨
、
毛

描
き
は
中
墨
に
加
え
代
赭
の
線
を
用
い
て
表
現
す
る
。
瞳
の
周
囲
と
両
前
脚
の
付

朱
子
学
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
製
作
背
景
と
歴
史
的
意

義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一

作
品
概
要
と
講
堂
建
築

１

作
品
概
要
と
作
者
・
東
東
洋

◇
河
図
図

東 

東
洋
筆

仙
台
市
博
物
館

一
五
七
・
○
×
六
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

紙
本
淡
彩

一
幅

◇
洛
書
図

東 

東
洋
筆

山
元
町
教
育
委
員
会

各
一
七
〇
・
○
×
七
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

紙
本
淡
彩

二
幅

「
河
図
図
」
と
「
洛
書
図
」
は
、
先
行
研
究
に
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
仙
台

藩
校
・
養
賢
堂
の
講
堂
の
一
室
に
描
か
れ
た
障
壁
画
群
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
講
堂
は
前
述
し
た
十
九
世
紀
初
め
の
学
制
改
革
に
伴
い
建
築
さ
れ

た
教
育
の
中
心
施
設
と
し
て
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
年
十
二
月
に
落
成
し

た
。
改
革
を
主
導
し
た
養
賢
堂
学
頭
・
大
槻
平
泉
が
講
堂
建
設
の
構
想
や
顛
末
に

つ
い
て
著
し
た
『
講
堂
小
誌
』
に
は
、
講
堂
内
の
一
室
・
視
学
所
の
構
造
、「
河

図
図
」「
洛
書
図
」
を
含
む
障
壁
画
の
略
図
と
配
置
、
画
題
と
し
て
の
意
義
、
東

東
洋
と
伊
藤
東
駿
の
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
掲
載
さ
れ
た
略
図
と

の
類
似
が
、
本
図
を
養
賢
堂
の
障
壁
画
と
す
る
主
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
講

堂
は
明
治
維
新
に
あ
た
り
養
賢
堂
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
宮
城
県
の
庁
舎
と
し
て
用

い
ら
れ
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
に
は
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
が
、
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
の
戦
災
に
よ
り
全
焼
し
た
。
障
壁
画
の
多
く
は
散
逸
、

あ
る
い
は
講
堂
と
共
に
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。
現
存
す
る
の
は
仙
台
市
立
博
物
館
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け
根
の
部
位
に
は
金
泥
を
用
い
る
。
馬
の
背
後
か
ら
画
面
中
央
部
に
か
け
て
波
打

つ
河
川
を
描
く
が
、
非
常
に
淡
く
表
現
す
る
た
め
、
劣
化
に
よ
り
消
え
か
か
っ
て

い
る
。
画
面
上
部
に
は
白
と
黒
の
丸
と
直
線
で
構
成
し
た
河
図
を
表
す
図
象
を
描

く
。
な
お
、
画
面
上
部
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
金
泥
を
施
す
。
画
面
右
下
に
「
法

眼
東
洋
」
と
の
款
記
が
あ
り
、「
筆
叀
道
人
」（
白
文
方
印
）、「
百
歳
居
士
」（
白

文
方
印
）
と
押
印
す
る
た
め
、
仙
台
出
身
の
四
条
派
の
絵
師
で
、
仙
台
藩
御
用
絵

師
で
あ
っ
た
東
東
洋
の
作
と
わ
か
る
。
本
作
品
は
画
面
下
部
か
ら
中
央
部
に
か
け

て
本
紙
の
状
態
が
悪
く
、
馬
の
鼻
先
や
脚
部
、
尾
の
付
け
根
な
ど
、
本
紙
を
補
っ

て
修
復
し
補
彩
し
た
部
分
が
存
在
す
る
。

次
い
で
「
洛
書
図
」
は
、
二
幅
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
各
一
七
〇
・
○
×
七
九
・
○
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
軸
装
、
紙
本
淡
彩
で
あ
る
。「
河
図
図
」
と
は
異
な
り
、
落

款
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
ず
図
２
―
１
に
つ
い
て
述
べ
る
。
画
面
下
部
か
ら
中
央

部
に
か
け
て
、
甲
羅
に
紋
様
を
持
つ
亀
が
岩
場
に
立
つ
様
子
と
、
う
ね
る
波
を
描

く
。
亀
は
耳
や
甲
羅
か
ら
伸
び
る
長
い
苔
を
持
つ
。
画
面
上
部
に
は
「
河
図
図
」

と
同
様
に
図
象
を
描
く
が
形
状
は
異
な
り
、
洛
書
を
あ
ら
わ
す
。
画
面
中
央
左
側

に
は
襖
の
引
手
の
痕
跡
が
あ
り
、
軸
装
に
加
工
し
た
際
に
残
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

続
い
て
細
部
を
観
察
す
る
。
頭
や
背
甲
や
右
前
脚
、
後
脚
に
は
柔
ら
か
く
太
い
輪

郭
線
を
淡
墨
で
描
く
。
頭
部
に
つ
い
て
見
る
と
、
黒
目
と
目
の
輪
郭
線
に
は
濃
墨

を
用
い
、
白
目
に
は
僅
か
に
金
泥
を
施
す
。
耳
、
鱗
、
眉
、
顎
な
ど
の
陰
影
表
現

に
は
中
淡
墨
の
ほ
か
、「
河
図
図
」で
も
み
ら
れ
た
代
謝
の
線
を
用
い
る
。
右
前
脚
、

左
脚
は
頭
部
よ
り
も
全
体
的
に
階
調
が
濃
く
、
鱗
の
陰
影
と
爪
を
焦
茶
色
で
表
現

す
る
。
背
甲
に
つ
い
て
、
各
甲
板
の
模
様
は
中
心
部
を
淡
墨
で
塗
り
、
そ
の
周
縁

に
地
を
残
す
よ
う
に
、
淡
墨
と
代
謝
の
細
い
線
を
交
互
に
描
く
。
肋
甲
板
と
椎
甲

板
は
さ
ら
に
中
心
部
に
焦
茶
色
で
模
様
を
塗
り
重
ね
る
。
甲
板
の
洛
書
の
図
象
は

点
で
は
な
く
放
物
線
で
描
き
、
金
泥
を
用
い
る
。
背
甲
の
後
部
か
ら
生
え
る
苔
は

図２－２ 同左図２－１ 東東洋「洛書図」
山元町教育委員会蔵

図１ 東東洋「河図図」
仙台市博物館蔵



76

は
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
て
お
り
、
白
点
は
奇
数
、
黒
点
は
偶
数
を
表
現
し
て
い

る
。
河
図
と
は
、
旋
毛
を
持
つ
龍
馬
と
、
一
か
ら
十
の
点
と
線
に
よ
る
図
象
・
十

数
図
の
双
方
を
指
す
呼
称
で
あ
る
。
洛
書
も
同
様
に
、
紋
様
を
背
負
う
神
亀
と
一

か
ら
九
の
点
と
線
に
よ
る
図
象
・
九
数
図
を
指
す
。
河
図
洛
書
は
『
易
経
』
繫
辞

上
伝
を
典
拠
に
持
つ
易
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
河
図
は
八
卦
、
洛
書
は
九
疇
の
起

源
と
し
て
、
儒
教
に
お
い
て
聖
人
が
政
治
を
行
う
た
め
の
手
段
と
認
識
さ
れ
た
。

朱
子
学
に
お
い
て
九
数
図
・
十
数
図
と
結
び
つ
き
、
定
説
と
な
っ
た
。
朱
子
学
は

学
制
改
革
以
降
に
、
養
賢
堂
に
お
い
て
教
育
さ
れ
た
学
問
で
あ
る
た
め
、
藩
校
に

河
図
洛
書
が
絵
画
と
し
て
描
か
れ
た
背
景
と
関
係
す
る
。
朱
子
学
に
お
け
る
河
図

洛
書
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
で
詳
述
し
て
い
く
。

作
者
の
東
東
洋
は（

３
）、

名
を
洋
、
字
は
大
洋
と
い
い
、
俊
太
郎
、
儀
蔵
と
称
し

た
。
東
洋
、
玉
峩
、
白
鹿
園
な
ど
の
号
が
あ
る
。
金
成
（
宮
城
県
栗
原
市
）
の
生

ま
れ
で
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）、
十
四
歳
で
仙
台
に
移
住
し
、
滞
在
中
で
あ
っ

た
深
川
水
場
町
狩
野
梅
笑
（
師
信
・
玉
元
・
一
七
二
八
〜
一
八
〇
七
）
に
画
を
学

ん
だ
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
十
九
歳
で
上
京
し
て
池
大
雅
（
一
七
二
三
～

七
六
）
に
師
事
し
、『
芥
子
園
画
伝
』
の
講
釈
を
受
け
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
雅

の
孫
弟
子
・
林
閬
苑
（
生
没
年
不
詳
）
か
ら
「
青
墨
」
の
使
い
方
を
教
わ
る
。
さ

ら
に
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
～
九
五
）、
呉
春
（
松
村
月
渓
・
一
七
五
二
〜

一
八
一
一
）
と
交
流
し
画
法
を
学
ん
だ
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
長
崎
へ
足
を
伸
ば
し
、
滞
在
中
は
来
舶
清
人
の

画
家
・
方
西
園
（
一
七
三
四
〜
八
九
）
に
師
事
し
、
当
代
一
流
と
称
さ
れ
た
。
同

八
年
か
ら
翌
九
年
に
か
け
て
は
大
阪
に
滞
在
し
、
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
〜

一
八
〇
二
）
と
頻
繁
に
交
流
を
持
っ
た
。
文
人
の
ほ
か
、
江
戸
の
画
家
・
春
木
南

湖
（
一
七
五
九
〜
一
八
三
九
）
ら
の
画
家
と
も
交
わ
っ
た
。
江
戸
に
戻
る
と
、
大

坂
の
漢
学
者
・
片
山
北
海（
一
七
二
三
〜
九
〇
）の
使
い
と
し
て
頼
春
水（
一
七
四
六

金
泥
を
用
い
、
細
く
早
い
筆
で
描
く
。
腹
甲
は
濃
墨
で
描
く
。
亀
が
立
つ
岩
場

は
、
太
く
濃
い
輪
郭
線
を
用
い
る
ほ
か
は
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
点
苔
に
よ
り
立

体
感
を
表
出
す
る
。
波
は
画
面
上
部
と
下
部
に
み
ら
れ
、
線
の
太
細
や
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
さ
れ
る
。
も
う
一
幅
の
図
２
―
２
の
岩
場
や
波
に
つ
い
て
も
同
様

の
表
現
が
み
ら
れ
、
画
面
中
央
右
側
に
は
引
手
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
岩
場
と
波

の
表
現
に
つ
い
て
、
図
２
―
１
は
画
面
上
部
に
剥
離
、
画
面
下
部
に
変
色
し
た
部

分
が
あ
る
。
図
２
―
２
も
画
面
下
部
に
傷
み
が
み
ら
れ
る
。「
洛
書
図
」
は
「
河

図
図
」
に
比
べ
状
態
は
良
く
、
本
紙
が
補
わ
れ
た
箇
所
は
少
な
い
。
し
か
し
、
補

筆
が
施
さ
れ
た
箇
所
は
「
河
図
図
」
よ
り
も
多
い
。
図
２
―
１
の
画
面
下
部
の
岩

に
み
る
濃
墨
の
点
苔
は
、
空
中
に
浮
く
よ
う
に
打
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
同
様
の

階
調
・
形
状
の
点
苔
は
後
補
と
判
断
で
き
る
。
図
２
―
１
の
画
面
中
央
部
の
点
苔

及
び
岩
の
輪
郭
線
、
図
２
―
２
の
岩
に
施
さ
れ
た
点
苔
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
図

２
―
１
の
中
央
部
、
亀
の
背
後
に
霞
の
よ
う
に
塗
ら
れ
た
箇
所
も
、
濃
墨
の
点
苔

が
上
か
ら
重
ね
て
塗
ら
れ
て
い
る
。
図
２
―
２
の
中
央
部
の
霞
も
補
筆
と
み
え
、

引
き
手
跡
の
部
分
の
色
や
状
態
は
、
補
筆
が
施
さ
れ
て
い
な
い
上
部
の
波
と
同
一

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
が
襖
絵
で
あ
っ
た
時
期
に
補
筆
さ
れ
た
と
判
断
で
き

る
。以

上
、「
河
図
図
」
と
「
洛
書
図
」
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。
両
図
は
共
に

太
く
緩
や
か
な
中
淡
墨
で
輪
郭
線
を
用
い
、
形
態
感
を
柔
ら
か
く
表
現
す
る
東
洋

の
画
風
が
現
れ
た
作
品
で
あ
る
。
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
陰
影
表
現
も
、
墨
使

い
に
優
れ
た
四
条
派
の
画
家
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
作
品
は
後
補

を
考
慮
し
つ
つ
、
当
初
の
表
現
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
画
題
と
な
っ
た
河
図
洛
書
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。「
河

図
図
」「
洛
書
図
」
の
図
像
的
な
特
徴
は
、
龍
馬
・
神
亀
と
い
う
祥
瑞
に
伴
い
、

白
と
黒
の
点
と
線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
図
象
が
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
各
図
象
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賜
り
、
仙
台
藩
に
厚
く
遇
さ
れ
た
。
同
十
年
十
一
月
二
十
三
日
に
八
十
五
歳
で
亡

く
な
り
、
曹
洞
宗
寺
院
・
昌
伝
庵
（
宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
荒
町
）
に
葬
ら
れ
た
。

２

学
頭
・
大
槻
平
泉
と
講
堂
障
壁
画

ま
ず
、
仙
台
藩
校
・
養
賢
堂
の
概
要
に
つ
い
て
略
述
す
る（

６
）。

仙
台
藩
に
お
け
る

学
問
所
は
、
元
文
元
年（
一
七
三
六
）、
仙
台
藩
五
代
藩
主
・
伊
達
吉
村（
一
六
八
〇

〜
一
七
五
二
）
の
時
代
に
開
設
さ
れ
た
。
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
は
東
北
地

方
が
冷
害
に
襲
わ
れ
、
農
村
復
興
と
藩
体
制
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
、
人
材
の
育

成
が
急
務
と
な
る
。
七
代
藩
主
・
伊
達
重
村
（
一
七
四
二
〜
一
七
九
六
）
は
学
問

所
の
改
革
に
着
手
し
、
学
問
所
を
移
転
さ
せ
、
医
学
の
推
奨
、
寺
子
屋
の
建
設
を

実
施
し
た
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
年
に
は
賢
人
の
養
成
を
期
待
し
て
親
書
し

た
「
養
賢
堂
」
の
額
を
下
賜
し
、
翌
安
永
元
年
か
ら
学
問
所
を
養
賢
堂
と
称
し
た
。

八
代
藩
主
・
伊
達
斉
村
（
一
七
七
五
〜
一
七
九
六
）
の
世
に
は
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
と
同
七
年
の
大
飢
饉
が
藩
体
制
を
揺
る
が
し
た
。
九
代
藩
主
・
伊

達
周
宗
に
至
り
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
学
頭
と
な
っ
た
大
槻
平
泉
に
よ
っ

て
講
堂
の
建
設
を
含
む
学
制
改
革
が
主
導
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
に
は
、
周
宗

が
疱
瘡
を
患
っ
た
た
め
、
同
年
か
ら
周
宗
の
弟
に
あ
た
る
徳
三
郎
（
宗
純
、

〜
一
八
一
六
）
を
訪
ね
た
。
春
水
は
、
寛
政
改
革
に
お
い
て
朱
子
学
正
学
化
を
老

中
・
松
平
定
信
（
一
七
五
九
〜
一
八
二
九
）
に
掛
け
合
っ
た
人
物
の
一
人
と
さ
れ

る（
４
）。法

眼
と
な
っ
た
東
洋
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
呉
春
の
仲
介
で
門
跡
寺

院
・
妙
法
院
を
訪
れ
た
。
当
時
の
門
主
は
百
十
九
代
光
格
天
皇
（
一
七
七
一
〜

一
八
四
〇
）
の
兄
に
あ
た
る
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
（
一
七
六
八
〜
一
八
〇
五
）

で
あ
り
、
応
挙
や
呉
春
ら
円
山
四
条
派
の
画
家
や
文
人
を
厚
遇
し
た
。
東
洋
は
法

親
王
が
薨
じ
た
二
ヶ
月
後
の
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
月
、
法
親
王
の
肖
像
画

を
手
掛
け
妙
法
院
に
奉
じ
て
い
る
（
図
３
）。
妙
法
院
に
残
さ
れ
た
肖
像
画
は
同

三
年
に
製
作
さ
れ
た
呉
春
筆
と
、
前
述
し
た
東
洋
筆
の
み
で
あ
る
。
東
洋
は
、
御

簾
越
し
で
は
な
く
真
仁
法
親
王
と
顔
を
合
わ
せ
、
肖
像
画
を
描
け
る
ほ
ど
の
間
柄

で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、
同
十
三
年
に
は
岸
派
、
円
山
派
、
四
条
派
、
鶴
沢

派
と
い
っ
た
京
都
を
代
表
す
る
絵
師
た
ち
と
共
に
中
宮
御
所
造
立
に
際
す
る
御
絵

御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た（

５
）。

妙
法
院
と
の
交
流
が
途
絶
え
た
後
も
、
東
洋
は
皇
族

か
ら
評
価
さ
れ
た
。

寛
政
八
年（
一
七
九
六
）正
月
に
は
、
仙
台
藩
八
代
藩
主
・
伊
達
斉
村（
一
七
七
四

〜
九
六
）
に
画
業
で
仕
え
た
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
雷
火
に
よ
っ
て
焼
失

し
た
仙
台
城
二
の
丸
の
「
松
の
間
」
の
襖
絵
を
、
同
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
手
掛

け
た
。
そ
の
後
、
同
年
一
月
十
一
日
に
は
単
身
、
同
四
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
は
長
男
の
東
寅
（
一
七
九
三
〜
一
八
五
三
）
と
共
に
、
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
九

代
藩
主
・
伊
達
周
宗
（
一
七
九
六
〜
一
八
一
二
）
に
席
画
を
披
露
し
た
。
ま
た
、

同
十
四
年
に
は
門
人
の
伊
藤
東
駿
と
共
に
養
賢
堂
の
障
壁
画
と
、「
大
舜
命
契
図
」

一
幅
を
描
い
た
。
京
都
の
中
京
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
東
洋
は
、
晩
年
に
あ
た

る
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
仙
台
に
戻
り
画
業
に
務
め
た
。
翌
年
に
は
「
養
老

の
た
め
終
身
五
人
口
」、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
以
降
は
毎
年
「
金
五
圓
」
を

図３ 東東洋「真仁法親王像」
妙法院蔵
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述
斎
の
命
に
よ
り
中
国
の
度
量
衡
に
つ
い
て
の
書
籍
『
諸
代
尺
度
考
』
を
編
纂
す

る
な
ど
、
学
問
所
で
出
版
さ
れ
る
書
籍
の
校
合
・
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

聖
堂
の
新
寮
建
設
で
は
「
絵
図
面
仕
立
方
」
を
務
め
た
。
以
上
の
よ
う
に
平
泉
は
、

修
学
に
励
み
、
実
務
運
営
や
書
籍
編
纂
、
学
寮
建
設
な
ど
、
学
制
改
革
や
講
堂
設

計
の
糧
と
な
る
経
験
を
積
ん
だ
。
加
え
て
、
大
学
頭
や
寛
政
の
三
博
士
ら
と
の
繋

が
り
に
よ
っ
て
学
問
所
に
お
け
る
地
位
を
築
い
た
こ
と
も
、
仙
台
藩
に
お
い
て
平

泉
が
優
位
に
立
ち
回
っ
た
要
因
で
あ
る
。

学
問
所
に
学
ぶ
間
、
平
泉
は
二
度
諸
国
遊
歴
の
旅
に
出
て
い
る
。
一
度
目
は
享

和
元
年
（
一
八
〇
一
）
で
、
学
問
修
行
を
目
的
と
し
た
。
六
十
日
の
暇
を
許
可
さ

れ
、
京
都
、
大
坂
周
辺
及
び
紀
州
へ
向
か
っ
て
い
る
。
二
度
目
は
、
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
正
月
か
ら
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
九
月
ま
で
の
二
年
半
の
遊
歴

で
あ
っ
た
。
平
泉
は
京
都
、
大
阪
か
ら
九
州
と
四
国
に
訪
れ
て
い
る
。
遊
歴
中
に

は
各
地
の
学
者
と
交
流
し
て
見
聞
を
広
め
、
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
中
国
人

や
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
面
会
や
、
オ
ラ
ン
ダ
天
文
学
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
る
。
遊

歴
に
は
林
述
斎
や
若
年
寄
・
堀
田
正
敦
（
一
七
五
八
〜
一
八
三
二
）
の
助
力
が
あ
っ

た
。文

化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
に
は
、
仙
台
藩
に
儒
員
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ

た
。
同
六
年
十
月
、
田
辺
楽
斎
（
一
七
五
四
〜
一
八
二
三
）
に
代
わ
っ
て
藩
校
・

養
賢
堂
の
学
頭
職
に
就
く
。
仙
台
藩
九
代
藩
主
・
周
宗
に
学
制
改
革
構
想
の
作
成

を
命
じ
ら
れ
、
林
述
斎
や
堀
田
正
敦
に
意
見
を
求
め
つ
つ
、
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
「
学
制
改
革
意
見
書
十
八
ヶ
条
」
と
し
て
提
出
し
た
。
意
見
書

に
記
さ
れ
た
運
営
方
法
や
理
念
に
つ
い
て
、
儒
学
者
・
桜
田
欽
斎
（
一
七
七
四
〜

一
八
三
九
）
を
中
心
に
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
平
泉
は
改
革
を
推
し
進
め
、
そ
の

後
四
十
年
近
く
施
設
の
整
備
拡
充
と
学
制
改
革
に
尽
力
し
た
。
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
一
月
十
七
日
、
七
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

一
七
九
六
〜
一
八
一
九
）
が
代
理
と
し
て
儀
式
に
出
席
し
て
い
た
。
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
に
周
宗
が
危
篤
状
態
に
な
る
と
、
徳
三
郎
は
将
軍
へ
の
お
目
見
得

を
せ
ず
に
斉
宗
と
改
名
し
、
十
代
藩
主
と
な
っ
た
。
学
制
改
革
及
び
障
壁
画
の
制

作
時
期
に
お
け
る
藩
主
は
斉
宗
で
あ
っ
た
。

大
槻
平
泉
は
、
学
頭
と
し
て
、
仙
台
藩
校
・
養
賢
堂
の
教
育
を
振
興
し
た
儒
学

者
で
あ
る
。
平
泉
の
略
歴
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
儒

家
家
業
伝
統
由
来
書
上
」（
文
政
三
年
、
一
八
二
〇
）
や
平
泉
著
『
経
世
大
要
』（
文

化
三
年
、
一
八
〇
六
）、
平
泉
著
と
み
ら
れ
る
大
槻
家
の
家
譜
『
家
譜
書
出
』（
文

政
八
年
、
一
八
二
五
）
に
確
認
で
き
る（

７
）。

名
は
清
準
、
字
は
子
縄
、
通
称
を
民
治
と
い
う
。
磐
井
郡
中
里
町
（
岩
手
県
一

関
市
）
に
生
ま
れ
た
。
大
槻
家
は
磐
井
郡
に
お
い
て
大
肝
煎
を
務
め
て
お
り
、
親

族
に
は
蘭
学
者
・
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）、
儒
学
者
・
大
槻
磐
渓

（
一
八
〇
一
〜
一
八
七
八
）、
国
語
学
者
・
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）

な
ど
が
い
る
。
平
泉
の
兄
は
、
昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
学
び
、
儒
学
者
・
松
崎

慊
堂
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
四
）
や
養
賢
堂
の
教
育
を
担
っ
た
儒
学
者
・
志
村
五

城
（
一
七
四
六
〜
一
八
三
二
）
と
交
わ
っ
た
。
平
泉
は
学
問
的
土
壌
が
備
わ
っ
た

環
境
に
育
っ
た
の
で
あ
る
。
八
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
地
元
の
神
職
・
篠
谷
修
理
に

句
読
を
学
び
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
志
村
五
城
の
弟
で
博
覧
強
記
の
儒

学
者
と
し
て
著
名
な
志
村
東
嶼
（
一
七
五
二
〜
一
八
〇
二
）
に
師
事
し
た
。
翌
年
、

東
嶼
が
幕
府
に
召
さ
れ
、
学
問
所
で
講
釈
手
伝
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
機
に
、
平

泉
も
共
に
江
戸
へ
上
っ
て
昌
平
坂
学
問
所
に
入
学
し
た
。
学
問
所
に
お
け
る
十
数

年
間
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
よ
り
大
学
頭
と
な
っ
た
林
述
斎
（
一
七
六
八

〜
一
八
四
一
）
や
、「
寛
政
の
三
博
士
」
ら
、
特
に
古
賀
精
里
に
朱
子
学
を
学
び
、

学
問
所
の
書
記
や
市
司
計
、
司
監
を
務
め
、
書
生
寮
の
舎
長
に
任
命
さ
れ
た
。
寄

宿
生
と
し
て
学
生
へ
の
素
読
指
南
や
入
門
者
へ
の
日
講
に
も
従
事
し
た
傍
ら
、
林
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る
。
同
書
所
収
の
資
料
を
列
挙
し
て
お
く
。「
仙
台
修
学
記
」
は
講
堂
落
成
ま
で

の
経
緯
を
記
し
、「
講
堂
制
度
」
は
講
堂
の
設
計
思
想
と
理
論
を
述
べ
る
。
次
い

で
視
学
所
の
構
造
や
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
「
邦
君
視
学
所
画
記
」（
文

政
元
年
、
一
八
一
八
）
を
所
収
す
る
。「
大
舜
命
契
画
幅
記
」（
文
政
二
年
十
二
月
）

で
は
、
視
学
所
に
掛
け
ら
れ
た
「
大
舜
命
契
図
」
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
講
堂
本
末
」
は
、
講
堂
落
成
に
際
し
て
行
わ
れ
た
祭
儀
や
、
講
堂
に
つ
い
て
の

詩
や
頌
な
ど
を
記
す
。
掉
尾
を
飾
る
の
は
、
平
泉
の
昌
平
坂
学
問
所
に
お
け
る

師
・
古
賀
精
里
か
ら
の
贈
ら
れ
た
「
精
里
先
生
贈
序
」
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、「
講

堂
全
局
図
」
な
ど
の
平
面
図
や
、「
視
学
所
画
縮
図
」
と
い
っ
た
障
壁
画
の
略
図

も
所
収
す
る
。
な
お
、『
講
堂
小
誌
』
を
収
録
し
た
『
養
賢
堂
学
制
』
に
は
、
謡

曲
「
立
教
」「
視
学
」「
泮
林
」
と
い
う
平
泉
自
作
の
三
曲
が
収
録
さ
れ
る
。

『
講
堂
小
誌
』
所
収
の
「
講
堂
全
局
図
」（
図
４
）
に
よ
る
と
、
講
堂
に
は
計

二
十
五
室
あ
り
、
間
取
り
は
正
方
形
の
形
を
し
て
い
る
。
部
屋
毎
に
は
格
が
あ

り
、
用
途
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
中
央
の
一
室
「
学
」
は
学
頭
の
講
釈
の
場
で
あ

り
、「
消
息
の
卦
」
と
呼
ば
れ
る
十
二
種
類
の
卦
が
、
透
か
し
彫
り
で
欄
間
に
装

飾
さ
れ
た（

（1
（

。「
学
」
の
四
正
に
位
置
す
る
部
屋
は
「
校
」
で
あ
る
。
障
壁
画
が
描

か
れ
る
北
校
は
藩
主
の
視
学
所
、
東
校
は
素
読
の
見
分
所
、
南
校
は
藩
主
の
諸
芸

御
覧
所
、
西
校
は
礼
・
書
・
算
の
見
分
所
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。「
庠
」
の
十
六

部
屋
は
素
読
教
場
、
算
術
・
礼
方
の
教
場
、
各
役
職
の
詰
所
で
あ
り
、「
序
」
の

四
室
は
事
務
職
員
・
給
仕
の
部
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
講
堂
の
中
庭
に
は

梅
、
松
、
梧
、
竹
を
庭
木
と
し
て
植
え
て
い
た
。

「
視
学
所
全
図
」（
図
５
）
に
よ
れ
ば
、
視
学
所
は
南
北
を
三
：
二
の
比
率
に
よ
っ

て
襖
で
仕
切
り
、
北
部
を
障
子
の
戸
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
、
中
央
を
「
正
室
」、

左
右
の
二
部
屋
を
「
掖
室
」
と
呼
ん
だ
。「
正
室
」
の
北
面
を
床
の
間
と
し
て
金

を
塗
布
し
、
南
部
を
「
堂
」
と
呼
ん
だ
。
障
壁
画
は
計
十
六
点
あ
り
、「
正
室
」

『
仙
台
叢
書
』
十
八
巻
所
収
の
「
養
賢
堂
学
制
改
意
見
書
」
に
は
、
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
平
泉
が
ま
と
め
た
改
革
案
と
、
昌
平
坂
学
問
所
の
大
学
頭
・
林

述
斎
の
意
見
が
記
さ
れ
る（

８
）。

平
泉
の
改
革
案
は
、
養
賢
堂
の
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
仙
台
藩
に
頼
ら
ず
独
自
に
教
育
事
業
の
実
施
を
可
能
に
し
た
上
で
、
学
問
の

普
及
と
実
用
的
な
能
力
を
持
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
た
。
文
化
八
年
よ

り
、
改
革
案
に
基
づ
い
た
事
業
が
展
開
さ
れ
、
独
自
採
算
の
実
現
に
よ
り
財
政
基

盤
が
確
立
さ
れ
た
。
同
年
に
は
、
学
派
を
朱
子
学
に
統
一
し
た
後
、
書
学
・
算
術
・

礼
法
の
三
学
科
を
新
設
し
て
い
る
。
中
で
も
、
算
術
の
学
科
を
藩
校
で
教
え
る
例

は
当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
と
い
う
。
同
九
年
に
は
、
兵
学
・
槍
術
・
剣
術
の
三
学

科
が
設
置
さ
れ
た
。
加
え
て
養
賢
堂
に
お
け
る
教
科
書
類
の
出
版
が
計
画
さ
れ
、

仙
台
国
分
町
の
書
肆
・
西
村
治
右
衞
門
に
よ
り
「
養
賢
堂
蔵
板
」
と
称
さ
れ
る
出

版
物
が
発
行
さ
れ
た
と
い
う（

９
）。

文
政
四
、五
年
（
一
八
二
一
、二
）
頃
に
は
、
養
賢

堂
に
蘭
学
方
が
新
設
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
書
物
の
翻
訳
事
業
と
教
育
を
実
施
し
た
。

学
制
改
革
は
、
施
設
の
拡
充
に
も
及
び
、
文
化
九
年
、
同
十
一
年（
一
八
一
四
）

に
藩
校
の
敷
地
を
広
げ
、
同
十
四
年
に
は
独
立
の
施
設
と
し
て
医
学
校
を
百
騎
丁

（
東
二
番
丁
）
に
建
設
し
て
い
る
。
障
壁
画
が
描
か
れ
た
講
堂
は
同
十
三
年
一
月

に
建
築
が
始
ま
り
、
翌
年
に
落
成
し
た
。
そ
の
他
、
蘭
学
・
ロ
シ
ア
学
の
「
和
解

方
」
の
部
屋
を
含
む
学
寮
や
、
手
習
稽
古
所
、
剣
槍
術
所
、
蔵
版
摺
所
、
文
庫
な

ど
諸
施
設
が
建
設
さ
れ
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
に
落
成
し
た
孔
子
廟
を

最
後
に
養
賢
堂
の
拡
充
工
事
は
終
了
し
た
。

講
堂
は
養
賢
堂
に
お
け
る
中
心
的
な
学
舎
で
あ
り
、
学
制
改
革
の
一
環
と
し
て

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
落
成
し
た
。
そ
の
構
造
や
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い

て
は
、『
講
堂
小
誌
』
に
よ
り
判
明
す
る（

（1
（

。『
講
堂
小
誌
』
は
、
講
堂
に
ま
つ
わ
る

書
物
を
ま
と
め
た
文
献
史
料
で
あ
る
。
古
賀
精
里
が
平
泉
に
送
っ
た
序
文
を
除
け

ば
、
各
書
物
の
著
者
は
大
槻
平
泉
で
あ
り
、
制
作
時
期
は
講
堂
落
成
以
降
と
な
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と
「
掖
室
」
を
仕
切
る
障
子
の
欄
間
、
襖
、
床
の
間
の
東
西
の
壁
そ
れ
ぞ
れ
に
描

い
た
。
ま
た
、
床
の
間
の
「
御
額
」
は
、
仙
台
藩
七
代
藩
主
・
伊
達
重
村
（
徹
山

公
）
筆
の
「
養
賢
堂
」
の
額
を
指
す
。

「
正
室
」
に
つ
い
て
、
床
の
間
西
側
の
壁
に
「
松
図
」、
東
側
に
「
梅
図
」
を
あ

ら
わ
し
、
障
子
の
欄
間
に
は
「
虎
図
」
二
面
「
雁
図
」
一
面
、「
黄
鳥
図
」
一
面
、

「
蜂
蟻
図
」
一
面
、「
雎
鳩
（
み
さ
ご
）
図
」
一
面
、「
鹿
図
」
二
面
を
描
い
た
。

南
側
の
襖
に
は
北
面
す
る
よ
う
に
「
蒼
頡
図
」
四
面
を
描
い
て
い
る
。「
掖
室
」

北
側
の
南
面
襖
に
は
「
魚
躍
図
」、「
鳶
飛
図
」
を
一
面
ず
つ
描
き
、
南
側
北
面
の

襖
に
「
河
図
図
」
二
面
、「
洛
書
図
」
二
面
を
あ
ら
わ
し
た
。「
正
室
」
南
側
の
襖

は
、
堂
に
面
し
て
「
竹
図
」・「
鳳
凰
図
」・「
桐
図
」
を
二
面
ず
つ
描
い
て
い
る
。

絵
画
の
制
作
は
主
に
東
東
洋
が
担
当
し
た
が
、「
魚
躍
図
」「
鳶
飛
図
」
の
み
東
洋

の
弟
子
・
伊
藤
東
駿
の
手
に
よ
る
。
養
賢
堂
の
建
物
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

に
全
焼
し
た
が
、「
視
学
所
画
縮
図
」
に
よ
り
各
障
壁
画
の
図
様
を
確
認
で
き
る
。

加
え
て
、
昭
和
初
期
の
調
査
に
よ
り
実
測
図
と
ス
ケ
ッ
チ
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

部
分
的
で
は
あ
る
も
の
の
視
学
所
及
び
中
央
の
学
室
の
様
子
が
判
明
し
て
い
る

（
図
６
―
１
）（
図
６
―
２
）。
な
お
、
障
壁
画
の
略
図
、
視
学
所
内
部
の
再
現
図

に
つ
い
て
は
、
図
７
―
１
と
図
７
―
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二

朱
子
学
と
藩
校
教
育

１

朱
子
学
の
基
本
思
想

本
作
品
の
画
題
で
あ
る
河
図
洛
書
は
、
朱
子
学
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
思
想
で

あ
る
。
朱
子
学
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
異
学
の
禁
に
よ
り
、
江
戸
幕
府

直
轄
の
学
問
所
・
昌
平
坂
学
問
所
（
昌
平
黌
、
湯
島
聖
堂
）
を
中
心
に
、
藩
校
教

育
に
お
い
て
正
統
と
さ
れ
た
。
養
賢
堂
の
学
制
改
革
で
は
、
寛
政
異
学
の
禁
に
倣

図５ 「視学所全図」『養賢堂学制』 図４ 「講堂全局図」『養賢堂学制』
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い
学
派
が
朱
子
学
に
統
一
さ
れ
た
。
本
作
品
は
、
教
育
の
場
に
描
か
れ
た
絵
画
で

あ
る
た
め
、
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
の
動
向
も
制
作
背
景
及
び
意
図
に
関
係
す

る
。
本
節
で
は
、
寛
政
期
以
降
の
朱
子
学
の
教
育
思
想
に
つ
い
て
述
べ
る（

（1
（

。

朱
子
学
は
儒
学
（
儒
教
）
の
一
学
派
で
あ
る
。
儒
学
は
孔
子
に
始
ま
る
政
治
哲

学
で
あ
り
、
経
世
済
民
を
目
的
と
す
る
。
つ
ま
り
政
治
に
よ
っ
て
、
道
徳
の
社
会

的
な
実
現
を
目
指
す
学
問
で
あ
る
。
中
国
北
宋
で
は
、
宋
学
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

儒
家
哲
学
が
形
成
さ
れ
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
に
至
っ
て
大
成
さ
れ

た
。
以
降
そ
の
学
説
は
朱
子
学
と
呼
ば
れ
、
中
国
に
お
け
る
学
術
史
・
思
想
史
に

お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
と
共
に
、
近
世
日
本
の
藩
校
教
育
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

朱
熹
の
思
想
は
理
気
論
に
基
づ
く
た
め
、
理
気
哲
学
と
呼
ば
れ
る
。
理
気
論
で

は
、
世
界
に
存
在
す
る
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
を
気
と
、
世
界
の
法
則
・
道

理
を
理
と
し
て
捉
え
る
。
理
は
自
然
と
人
間
を
貫
く
普
遍
的
秩
序
で
あ
る
た
め
、

自
然
界
の
秩
序
法
則
（
物
理
）
と
人
間
世
界
の
道
徳
的
秩
序
（
道
理
）
は
同
一
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
人
と
は
、
理
に
調
和
す
る
本
性
を
備
え
て
生
ま
れ
る
存
在
な
の

で
あ
る（

（1
（

。「
性
は
善
な
り
、
故
に
皆
な
堯
舜
た
る
べ
し
。」（『
朱
子
語
類
』）
と
あ

る
よ
う
に
朱
子
学
の
人
間
観
の
根
底
に
は
、『
孟
子
』
の
性
善
説
と
、
人
は
誰
し

も
学
問
・
修
養
に
よ
っ
て
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
聖
人
可
学
論
が
存
在
す
る
。「
性
」

と
は
人
が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
理
（
天
理
）
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
が
朱

子
学
の
主
要
命
題
の
一
つ
、「
性
即
理
」
で
あ
る
。
そ
し
て
人
の
本
来
の
性
「
本

然
の
性
」
が
孟
子
で
説
か
れ
る
仁
義
礼
智
に
信
を
加
え
た
五
常
で
あ
る
。
学
問
・

修
養
は
、
五
常
を
完
全
に
体
現
し
、
聖
人
と
な
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
。

朱
子
学
が
学
問
の
入
門
書
と
し
て
重
視
す
る
『
大
学
』（『
礼
記
』
大
学
篇
）
に

は
、
政
治
の
手
段
と
し
て
の
学
問
観
が
記
さ
れ
る
。『
大
学
』
八
条
目
「
格
物
・

致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
は
、
天
下
を
治
め
る
た

図６－１ 視学所のスケッチ

図６－２ 学室のスケッチ

図７－１ 「視学所再現図・南面」

図７－２ 「視学所再現図・北面」
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格
物
窮
理
で
は
、
事
物
に
偏
在
す
る
一
つ
一
つ
の
理
を
究
め
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
全
体
の
理
を
認
識
し
た
「
貫
通
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
を
目
指
す
。
ま
た
事
物

の
理
は
、
大
ま
か
で
表
面
的
に
理
解
し
う
る
「
表
・
粗
」
と
、
緻
密
で
心
の
深
く

に
お
い
て
内
面
的
に
了
解
さ
れ
る
「
裏
・
精
」
に
二
分
さ
れ
る
。
つ
ま
り
理
を
得

る
に
は
段
階
的
な
修
養
が
必
要
と
な
る
。
格
物
窮
理
の
主
眼
は
、
あ
く
ま
で
聖
人

の
境
地
へ
の
到
達
、
内
的
・
主
観
的
了
解
に
あ
る
。
し
か
し
朱
熹
は
必
要
不
可
欠

な
過
程
と
し
て
、
事
物
の
知
的
究
明
と
外
的
認
識
を
位
置
付
け
た
。
全
体
の
理
に

至
る
に
は
、
博
学
多
識
に
よ
る
知
識
の
集
積
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ

の
知
的
認
識
に
基
づ
い
て
、
自
然
学
や
象
数
に
基
づ
く
陰
陽
法
則
の
研
究
、
考
証

学
、
勧
農
文
に
み
ら
れ
る
農
業
技
術
の
調
査
な
ど
周
到
な
調
査
分
析
が
進
め
ら
れ

た
。
近
世
に
お
い
て
は
文
献
学
、
博
物
学
、
自
然
誌
、
律
暦
学
、
考
証
学
、
医

学
、
数
学
、
本
草
学
、
ま
た
産
業
技
術
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
格
物
窮
理
が

思
想
的
背
景
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
知
的
実
証
学
、
自
然
科
学
は
格
物
窮
理
説
の

外
的
・
客
観
的
認
識
の
展
開
上
に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
学
は
自
然
科
学
に

親
和
性
を
持
ち
、
そ
の
発
展
に
能
動
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

２

寛
政
改
革
に
お
け
る
朱
子
学

十
八
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
い
て
、
特
に
天
明
・
寛
政
年
間
（
一
七
八
一
〜

一
八
〇
一
）
に
は
、
教
育
的
諸
事
象
の
高
揚
が
み
ら
れ
た
。
全
国
的
に
は
諸
藩
の

藩
政
改
革
の
時
期
で
あ
り
、
藩
校
の
設
立
な
ど
、
学
問
と
教
育
に
関
す
る
政
策
的

取
り
組
み
が
為
さ
れ
た
。
そ
の
一
例
で
あ
る
寛
政
異
学
の
禁
に
よ
り
、
朱
子
学
は

昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
正
統
と
さ
れ
、
政
治
の
主
体
で
あ
る
武
士
の
学
問
と
教

育
の
思
想
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
寛
政
異
学
の
禁
は
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）、
寛
政
三
博
士
の
一
人
で
あ
る
儒
学
者
・
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
～

一
八
〇
七
）
の
松
平
定
信
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
が
、
広
島
藩
の

め
に
は
、
自
己
修
養
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
想
的
な
政
治
実
践

の
段
階
を
指
す
。「
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
」
は
学
問
に
よ
る
人
間

形
成
で
あ
る
。
次
い
で
「
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
と
あ
る
よ
う
に
、
為
政
者
は

自
身
の
人
格
を
完
成
さ
せ
た
後
、
民
衆
を
教
え
導
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
朱
子

学
の
政
治
に
対
す
る
立
場
は
徳
治
主
義
で
あ
り
、
学
問
・
教
育
・
政
治
が
一
体
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
朱
熹
が
大
学
篇
の
論
理
を
再
構
成
し
た『
大
学
章
句
』で
は
、「
三

代
の
隆
な
る
や
、
そ
の
法
（
教
化
の
制
度
）
浸
く
備
は
れ
り
。
然
し
て
後
、
王
都

国
都
よ
り
、
以
て
閭
巷
に
及
ぶ
ま
で
、
学
あ
ら
ざ
る
莫
し
。」
と
し
て
、
夏
・
殷
・

周
の
三
代
の
教
育
制
度
を
理
想
と
し
た
、
万
人
へ
の
教
育
普
及
の
重
要
性
を
述
べ

る
。
以
上
か
ら
、
朱
子
学
に
お
い
て
は
、
学
校
に
よ
る
組
織
教
育
が
原
則
的
に
理

想
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

朱
子
学
の
代
表
的
な
学
問
・
修
養
法
の
一
つ
、
格
物
窮
理
に
つ
い
て
述
べ
る
。

格
物
と
い
う
語
は
『
大
学
』（『
礼
記
』
大
学
篇
）
の
八
条
目
の
う
ち
「
格
物
致
知
」

に
基
づ
き
、
窮
理
は
『
易
』
説
卦
伝
を
典
拠
と
す
る
語
で
あ
る
。
朱
子
学
で
は
、

両
語
は
共
に
事
物
の
道
理
を
究
め
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
た
め
、
格
物
窮
理
と
呼

ば
れ
る
。『
大
学
章
句
』
格
物
補
伝
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

是
を
以
て
大
学
の
始
め
の
教
え
は
、
必
ず
学
者
を
し
て
凡
そ
天
下
の
物
に
即

き
て
、
其
の
已
に
知
れ
る
の
理
に
因
り
て
益
ま
す
之
を
究
め
て
、
以
て
其
の

極
に
至
る
を
求
め
ざ
る
を
莫
か
ら
し
む
。
力
を
用
う
る
の
久
し
き
、
一
旦
豁

然
と
し
て
貫
通
す
る
に
至
て
は
、
則
ち
衆
物
の
表
裏
精
粗
、
至
ら
ざ
る
無

く
、
而
し
て
吾
が
心
の
全
体
大
用
も
明
ら
か
な
ら
ざ
る
無
し
。
此
を
物
格
る

と
謂
い
、
此
を
知
の
至
り
と
謂
う
な
り
。（

朱
熹
『
大
学
章
句
』
格
物
補
伝
）
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武
士
教
育
は
、
政
治
主
体
の
育
成
の
た
め
、
就
学
の
義
務
化
に
近
い
ほ
ど
に
振
興

さ
れ
た
。
松
平
定
信
は
、
寛
政
五
年
の
昌
平
坂
学
問
所
の
改
革
に
あ
た
り
制
定
さ

れ
た
「
学
規
」
に
お
い
て
、
学
校
は
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
教
化
の
淵

源
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
政
に
積
極
的
に
参
加
し
、
学
統
に
よ
る

統
合
理
念
に
即
し
て
、
現
場
で
の
行
政
百
般
を
的
確
に
処
理
で
き
る
人
材
の
育
成

を
学
校
教
育
に
求
め
た
。
こ
の
方
針
は
、
蘭
学
・
医
学
・
兵
学
・
数
学
・
天
文
地

理
学
と
い
っ
た
実
学
摂
取
の
理
論
へ
の
発
展
性
を
内
包
し
て
い
た
。
寛
政
以
降
、

諸
藩
の
藩
校
が
朱
子
学
を
中
心
と
し
て
多
彩
な
学
科
を
設
置
し
た
事
実
と
の
関
係

が
窺
え
、
養
賢
堂
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

三

画
題
・
河
図
洛
書

１

北
宋
以
前
の
河
図
洛
書

本
作
品
の
画
題
・
河
図
洛
書
は
儒
学
の
経
典
で
あ
る
四
書
五
経
の
う
ち
、『
易
経
』

と
最
も
関
係
が
深
い
思
想
で
あ
る
。
本
節
で
は
、『
易
経
』
に
つ
い
て
概
説
し
た

あ
と
、
朱
子
学
が
生
ま
れ
る
以
前
の
河
図
洛
書
の
発
展
の
過
程
と
意
味
に
つ
い

て
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
論
述
す
る（

（2
（

。

『
易
経
』
は
、
古
代
中
国
に
生
ま
れ
た
占
筮
で
あ
る
易
か
ら
発
展
し
た
儒
家
経

典
で
あ
る
。
易
で
は
、
八
卦
（
☰
（
乾
）、
☱
（
兌
）、
☲
（
離
）、
☳
（
震
）、
☴

（
巽
）、
☵
（
坎
）、
☶
（
艮
）、
☷
（
坤
））
と
呼
ば
れ
る
八
種
の
符
号
に
よ
っ
て

自
然
や
人
間
、
方
位
や
物
の
性
質
を
表
す
。
陰
陽
、
柔
剛
、
女
男
な
ど
の
二
元
論

的
な
性
質
を
八
卦
に
付
与
し
、
吉
凶
を
占
う
。
そ
し
て
『
易
経
』
と
は
、
八
卦
同

士
を
上
下
に
組
み
合
わ
せ
、
万
物
の
変
化
を
象
徴
す
る
六
十
四
卦
と
、
そ
の
意
義

や
性
質
を
述
べ
た
卦
爻
辞
を
ま
と
め
た
書
物
で
あ
る
。『
易
経
』
は
本
来
占
筮
に

つ
い
て
の
経
典
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
末
か
ら
秦
漢
時
代
末
に
か
け
て
儒
家
に

儒
者
・
頼
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）、
後
に
昌
平
坂
学
問
所
の
儒
者
と
な

る
佐
賀
藩
の
古
賀
精
里
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
七
）、
大
坂
在
住
で
あ
っ
た
尾
藤

二
洲
（
一
七
四
七
〜
一
八
一
三
）、
備
中
鴨
方
の
儒
者
・
西
山
拙
斎
（
一
七
三
五

〜
一
七
九
八
）、
備
後
神
辺
の
儒
者
・
菅
茶
山
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
）
な
ど

の
朱
子
学
者
が
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
朱
子
学
者

の
多
く
が
西
国
出
身
で
あ
り
、
明
和
・
安
永
年
間
に
京
都
・
大
坂
に
お
い
て
学
ん

で
い
る
。
特
に
頼
春
水
、
古
賀
精
里
、
尾
藤
二
洲
は
、
仁
斎
学
、
徂
徠
学
、
折
衷

学
派
な
ど
朱
子
学
批
判
を
出
発
点
と
し
た
儒
学
か
ら
転
向
し
て
朱
子
学
者
と
な

り
、
中
心
的
に
正
学
派
朱
子
学
の
思
想
を
形
成
し
た（

（1
（

。

寛
政
異
学
の
禁
の
意
義
は
、
学
問
に
よ
る
社
会
秩
序
の
統
合
に
あ
っ
た
。
君
主

や
藩
主
を
中
心
と
し
た
国
家
的
な
統
合
の
理
念
と
し
て
、
朱
子
学
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
再
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朱
子
学
の
理
は
、
宋
学
の
定
着
期
に
お
い

て
、
理
を
否
定
す
る
徂
徠
学
に
よ
っ
て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
宝
暦
か
ら

天
明
年
間
（
一
七
五
一
〜
一
七
八
八
）
の
農
村
や
都
市
、
流
通
市
場
に
至
る
在
来

的
秩
序
の
解
体
の
危
機
に
対
応
し
て
、
藩
政
秩
序
の
再
編
の
た
め
に
、
社
会
全
体

を
覆
う
統
合
的
原
理
が
再
び
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
武
士
か
ら
民
衆
に
至
る
ま

で
の
社
会
の
秩
序
化
を
可
能
と
す
る
学
派
と
し
て
、
倫
理
道
徳
を
重
視
す
る
朱
子

学
が
正
学
と
さ
れ
た
。
朱
子
学
正
学
論
に
つ
い
て
、
松
平
定
信
は
『
花
月
草
紙
』

に
お
い
て
「
藤
樹
・
蕃
山
・
伊
物
の
徒
出
で
た
れ
ど
も
、
お
ほ
や
け
の
学
の
道
は

か
は
る
事
な
し
。
も
し
ひ
と
の
心
の
ま
に
ま
に
、
を
の
が
さ
ま
ざ
ま
論
説
を
経
文

に
加
へ
な
ば
、
代
々
の
大
君
の
御
説
よ
り
し
て
、
諸
侯
・
士
大
夫
を
は
じ
め
、
お

も
ひ
よ
る
こ
と
い
た
ら
ば
、
何
を
も
て
後
の
世
を
救
ひ
な
ん
。」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

世
を
救
う
た
め
の
学
問
、
つ
ま
り
政
治
の
根
本
理
念
と
し
て
朱
子
学
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、「
お
ほ
や
け
の
学
」（
官
学
）
を
統
一
す
る
必
要
性
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

実
践
的
な
民
衆
教
化
の
手
段
と
し
て
は
、
教
育
が
明
確
に
意
識
さ
れ
た
。
特
に
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繫
辞
上
伝
で
は
、
対
句
表
現
に
よ
っ
て
河
図
と
洛
書
が
明
確
に
対
比
さ
れ
る
。

直
後
に
続
く
「
聖
人
之
に
則
る
」
と
い
う
記
述
は
、
単
な
る
祥
瑞
で
あ
っ
た
河
図

洛
書
に
聖
人
法
象
の
対
象
と
な
る
規
範
的
性
格
を
与
え
た
。
ま
た
、
繫
辞
下
伝
に

説
か
れ
る
古
代
中
国
の
伝
説
上
の
帝
王
・
伏
犠
の
画
卦
作
易
伝
説
と
結
び
付
け
ら

れ
、
河
図
洛
書
は
八
卦
の
根
源
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
十
翼
に
よ

る
儒
教
的
解
釈
が
河
図
洛
書
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
漢
代
の
河
図
洛
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

河
図
、
八
卦
。
伏
犠
氏
、
天
下
に
王
た
る
に
、
龍
馬
河
に
出
で
、
遂
に
則
ち

其
文
を
以
つ
て
八
卦
を
画
く
。

（
孔
安
国
注『
尚
書
』顧
命
篇
）

天
禹
に
与
へ
、
洛
書
を
出
だ
す
。
禹
治
水
に
い
た
る
時
、
神
亀
文
を
負
ひ

て
、
列
背
に
数
有
る
を
列
ね
九
に
至
る
。
禹
遂
に
因
り
て
第
（
た
だ
）
之
を

以
つ
て
九
類
と
成
る
。

（
孔
安
国
注
『
尚
書
』
洪
範
篇
）

劉
歆
以
爲
ら
く
虙
羲
氏
（
伏
犠
氏
）
天
を
継
ぎ
て
王
た
り
、
河
図
を
受
け
、

則
り
て
之
を
画
く
。
八
卦
是
な
り
。
禹
、
洪
水
を
治
め
、
洛
書
を
賜
り
、
法

り
て
之
を
陳
ぬ
、
洪
範
是
な
り
。

（
班
固
（
三
二
〜
九
十
二
）『
漢
書
』
五
行
志
）

繫
辞
上
下
伝
で
は
河
図
洛
書
を
区
別
し
な
か
っ
た
が
、
漢
代
に
は
河
図
と
洛
書

の
発
生
は
別
と
さ
れ
た
。
前
漢
の
孔
安
国（（
前
一
五
六
〜
前
七
四
）の『
尚
書（
書

経
）』
注
は
偽
撰
と
も
さ
れ
る
が
、
伏
犠
が
龍
馬
の
も
た
ら
し
た
紋
様
（
河
図
）

を
基
に
八
卦
を
、
伏
犠
と
同
じ
く
伝
説
上
の
王
で
あ
る
大
禹
が
神
亀
の
背
の
数

よ
り
道
徳
的
・
倫
理
的
解
釈
が
加
え
ら
れ
、
七
種
十
篇
か
ら
成
る
『
易
経
』
の
解

釈
書
・
十
翼
が
成
立
す
る
。
漢
代
に
は
、
卦
画
と
卦
爻
辞
に
十
翼
を
加
え
た
十
二

篇
が
『
易
経
』
と
さ
れ
た
。
以
降
『
易
経
』
に
関
す
る
学
問
・
易
学
は
解
釈
論
と

し
て
発
展
し
た
。
十
翼
の
一
種
・
繫
辞
伝
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
河
図
洛
書
も
、

同
様
に
変
化
と
発
展
を
遂
げ
る
。
河
図
洛
書
は
、
易
の
基
本
概
念
で
あ
る
八
卦
を

も
た
ら
し
た
伝
説
と
し
て
後
世
に
受
容
さ
れ
た
。

河
図
洛
書
の
う
ち
、
始
め
に
文
献
に
現
れ
る
の
は
河
図
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は

極
め
て
古
く
、
儒
家
経
典
『
尚
書
』
顧
命
篇
、『
礼
記
』
礼
運
篇
、『
論
語
』
子
罕

篇
、『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
ま
で
遡
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
の
成
立
年
代
は
歴
史
的

に
前
後
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
河
図
洛
書
が
持
っ
て
い
た
本
来
の
意
味
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
先
秦
時
代
に
成
立
し
た
『
論
語
』
子
罕
篇
で
は
「
子
曰
く
、

鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
図
を
出
さ
ず
、
吾
已
ん
ぬ
る
か
な
。」、『
礼
記
』
礼
運
篇
で
は
、

「
故
に
天
膏
露
を
降
ら
し
、
地
醴
泉
を
出
だ
し
、
山
器
車
を
出
し
、
河
馬
図
を
出

し
、
鳳
凰
麒
麟
、
皆
郊
棷
に
在
り
。」
と
あ
る
。
河
図
は
鳳
鳥
や
麒
麟
、
醴
泉
な

ど
と
並
列
し
て
記
述
さ
れ
る
た
め
、
河
図
は
初
め
祥
瑞
的
な
性
格
を
持
つ
伝
説
と

し
て
誕
生
し
た
と
わ
か
る
。
祥
瑞
と
は
、
天
が
聖
人
の
優
れ
た
徳
や
治
政
に
応
え

て
出
現
さ
せ
た
特
異
的
・
超
常
的
な
動
植
物
や
自
然
現
象
で
あ
る
。
転
じ
て
聖
人

が
現
れ
る
前
兆
と
も
定
義
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
易
経
』の
解
釈
書
の
う
ち
の
一
篇
・

繫
辞
上
下
伝
に
記
述
さ
れ
、
河
図
に
洛
書
が
追
加
さ
れ
た
。

是
の
故
に
、
天
神
物
を
生
じ
、
聖
人
之
に
則
る
。
天
地
変
化
し
、
聖
人
是
に

効
ふ
。
天
、
象
を
垂
れ
吉
凶
を
見
し
、
聖
人
之
に
象
る
。
河
、
図
を
出
だ

し
、
洛
、
書
を
出
だ
し
、
聖
人
之
に
則
る
。
易
に
四
象
有
る
は
、
示
す
所
以

な
り
。
辞
を
繋
く
る
は
、
告
ぐ
る
所
以
な
り
。
之
を
定
む
る
に
吉
凶
を
以
て

す
る
は
、
断
ず
る
所
以
な
り
。

（『
易
経
』繋
辞
上
伝
）
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天
一
、
地
二
、
天
三
、
地
四
、
天
五
、
地
六
、
天
七
、
地
八
、
天
九
、
地

十
。
天
数
五
、
地
数
五
。
五
位
相
得
て
合
有
つ
。
天
数
二
十
有
五
、
地
数

三
十
。
凡
て
天
地
の
数
、
五
十
有
五
な
り
。
此
れ
変
化
を
成
し
鬼
神
行
ら
す

所
以
な
り
。

（『
易
経
』繫
辞
上
伝
）

鄭
玄
は
天
地
の
数
に
基
づ
き
、
奇
数
を
陽
、
偶
数
を
陰
と
し
、
一
か
ら
五
を
生

数
、
六
か
ら
十
を
成
数
と
称
し
た
。
天
の
積
算
は
二
五
、
地
の
積
算
は
三
十
、
天

地
の
総
数
は
五
十
五
で
あ
る
。
そ
し
て
一
・
六
、二
・
七
、三
・
八
、四
・
九
、五
・
十
の

配
合
を
説
い
た
。
天
地
の
十
数
を
陰
陽
匹
偶
と
し
、
五
行
の
数
と
方
位
に
結
合
さ

せ
る
と
、
十
数
図
と
な
る
。
そ
の
際
、
奇
数
は
◯
、
偶
数
は
●
と
し
て
表
す（

（2
（

。

天
一
水
を
生
じ
て
北
を
于
し
、
地
二
火
を
生
じ
て
南
を
于
し
、
天
三
木
を
生

じ
東
を
于
し
、
地
四
金
を
生
じ
て
西
を
于
し
、
天
五
土
を
生
じ
て
中
を
于

す
。
陽
耦
ふ
な
く
、
陰
配
ふ
な
く
、
未
だ
相
成
る
を
得
ず
。
地
六
水
を
成
し

て
北
を
于
し
、
天
一
と
幷
す
。
天
七
火
を
成
し
て
南
を
于
し
、
地
二
と
幷

す
。
地
八
木
成
し
て
東
を
于
し
、
天
三
と
幷
す
。
天
九
金
を
成
し
て
西
を
于

し
、
地
四
と
幷
す
。
地
十
土
を
成
し
て
中
を
于
し
、
天
五
と
幷
す
。

（
鄭
玄
注
『
周
易
（
易
経
）』）

九
数
図
は
、『
大
戴
礼
記
』
に
み
る
「
明
堂
九
室
の
制
」
を
典
拠
と
す
る
。
明

堂
と
は
、
天
子
が
政
治
や
教
育
を
行
う
際
に
使
用
さ
れ
る
宮
殿
で
あ
っ
た
と
い

う（
（2
（

。
明
堂
な
る
者
は
、
諸
侯
の
尊
卑
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。（
中
略
）

二
九
四
七
五
三
六
一
八
な
り
。（
中
略
）
九
室
十
二
堂
あ
り
。

（
洛
書
）
を
基
に
洪
範
九
疇
を
作
成
し
た
と
い
う
解
釈
を
成
立
さ
せ
た
。
劉
歆
（
前

四
六
〜
二
三
）
も
同
様
の
説
を
提
示
し
、
八
卦
は
『
易
経
』
の
根
源
で
あ
り
、
洛

書
を
根
源
と
す
る
洪
範
九
疇
は
、『
尚
書
』
の
一
篇
で
あ
る
と
同
時
に
儒
教
に
お

け
る
政
治
の
原
則
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
重
要
な
儒
家
経
典
の
内
容
と
結
び

つ
き
、
河
図
洛
書
は
道
徳
規
範
的
性
格
と
権
威
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
龍

馬
と
神
亀
と
い
う
図
像
的
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
点
は
、
本
作
品
を
考
え
る
際

に
重
要
と
な
る
。
孔
安
国
注
と
劉
歆
の
説
は
、
唐
代
に
至
る
ま
で
主
流
で
あ
っ
た

と
い
う（

（2
（

。

と
こ
ろ
で
、
本
図
に
み
ら
れ
る
河
図
洛
書
が
白
黒
点
図
の
図
象
と
し
て
文
献
上

に
現
れ
た
の
は
、
朱
熹
の
著
作
『
易
学
啓
蒙
』
が
最
初
で
あ
る
が
、
河
図
と
洛
書

を
表
す
図
象
の
十
数
図
・
九
数
図
は
、
漢
代
に
は
河
図
洛
書
と
は
独
立
し
て
成
立

し
て
い
た
。
易
学
に
は
、『
易
経
』
を
卦
爻
が
象
徴
す
る
形
や
数
理
に
よ
っ
て
理

解
す
る
「
象
数
易
」
と
、
象
数
に
頼
ら
ず
、
倫
理
道
徳
の
み
を
説
く
卦
爻
辞
等
の

文
章
を
重
視
し
た
「
義
理
易
」
と
い
う
二
つ
の
立
場
が
存
在
す
る
。
九
数
図
・
十

数
図
は
、「
象
数
易
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。「
象
数
易
」
は
前
漢
中
期
の
孟

喜
（（
前
七
〇
〜
前
五
〇
頃
）
に
始
ま
り
、
後
漢
の
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
〇
〇
）

ら
に
よ
っ
て
隆
盛
を
極
め
た
。
漢
代
の
「
象
数
易
」
は
陰
陽
五
行
説
を
取
り
入
れ
、

日
月
の
進
退
、
四
季
の
推
移
な
ど
の
天
地
自
然
の
理
法
を
爻
に
よ
っ
て
具
象
化
し

た
。
換
言
す
れ
ば
「
象
数
易
」
は
、
世
界
の
在
り
方
を
提
示
す
る
、
抽
象
論
に
留

ま
ら
な
い
合
理
性
を
備
え
た
学
問
で
あ
る
。

こ
こ
で
象
数
論
に
よ
っ
て
成
立
し
た
九
数
図
・
十
数
図
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ま
ず
十
数
図
は
、『
易
経
』
繫
辞
上
伝
の
天
地
の
数
に
陰
陽
五
行
や
方
位
を

配
当
し
た
図
を
指
し
、『
易
経
』
繫
辞
上
伝
の
記
述
を
根
拠
と
し
、
後
漢
の
鄭
玄

の
解
釈
を
基
礎
と
す
る
。
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其
の
実
は
天
地
の
理
は
一
の
み
。
古
今
の
先
後
の
不
同
有
り
と
雖
も
、
其
の

理
は
則
ち
二
有
る
こ
と
を
容
れ
ざ
る
な
り
。
故
に
伏
犠
は
但
だ
河
図
に
拠
り

て
以
て
易
を
作
る
に
、
則
ち
必
ず
し
も
洛
書
を
預
見
せ
ず
し
て
、
已
に
逆
え

て
之
と
合
す
。
大
禹
は
但
だ
洛
書
に
拠
り
て
以
て
範
（
洪
範
）
を
作
る
に
、

則
ち
亦
た
必
ず
し
も
河
図
を
追
求
せ
ず
し
て
、
已
に
暗
に
之
を
符
す
。
其
の

然
る
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
。
誠
に
此
の
理
の
外
に
復
た
他
の
理
無
き
が
故
を

以
て
な
り
。

（
朱
熹
『
易
学
啓
蒙
』
蔡
元
定
注
）

朱
熹
の
理
の
思
想
に
則
れ
ば
、
河
図
と
洛
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
理
が
存
在

す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
は
根
本
と
な
る
理
が
一
つ
で
あ
る
た
め
、
河
図
と
洛
書

は
互
い
に
符
号
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
全
く
別
の
時
代
に
出
現
し
た
河
図
と
洛

書
、
そ
れ
ら
を
起
源
と
し
て
制
作
さ
れ
た
『
易
経
』
と
『
尚
書
（
書
経
）』
洪
範

篇
は
本
質
的
に
同
一
で
あ
り
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
河
図
洛

書
を
『
易
経
』
と
洪
範
篇
の
起
源
と
す
る
思
想
は
、
孔
安
国
や
劉
歆
と
い
っ
た
漢

代
の
儒
学
者
の
説
に
倣
っ
て
い
る
が
、
朱
熹
の
思
想
の
特
徴
は
象
数
を
用
い
て
両

者
の
一
致
を
根
拠
づ
け
た
点
に
あ
る
。

『
易
学
啓
蒙
』
で
は
河
図
に
十
数
図
を
、
洛
書
に
九
数
図
と
し
て
説
明
す
る
。

本
章
第
一
節
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
十
数
論
・
九
数
論
は
漢
代
に
お
い
て
成

立
し
て
い
た
。
河
図
洛
書
伝
説
と
十
数
・
九
数
の
象
数
論
の
結
合
は
、
宋
代
に
入

り
、
初
め
易
学
者
の
劉
牧
（
生
没
年
不
明)

に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
。
劉
牧
は
河
図

に
九
数
を
、
洛
書
に
十
数
を
配
当
し
、
両
者
を
伏
羲
に
一
源
す
る
説
を
打
ち
出
し

た
が
、
従
来
の
説
と
の
矛
盾
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
矛
盾
を
是
正
し
た
の
が
朱
熹

と
蔡
元
定
（
一
一
三
五
〜
一
一
九
八
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

（
戴
徳
（
生
没
年
不
明
、
前
漢
）『
大
戴
礼
記
』）

文
中
の
「
二
九
四
七
五
三
六
一
八
」
の
数
の
羅
列
は
、
中
央
を
五
と
す
る
と
、

縦
横
斜
め
の
計
が
全
て
十
五
に
な
る
三
×
三
の
魔
法
陣
を
形
成
す
る
。
こ
の
九
数

図
は
、
五
行
や
八
卦
に
関
連
し
て
説
明
が
可
能
で
あ
る
が
、
特
殊
な
配
列
は
『
易

経
』
と
は
無
関
係
で
あ
る
た
め
、
十
数
図
と
は
成
立
過
程
が
異
な
る
象
数
論
と
い

え
る
。

２
『
易
学
啓
蒙
』
と
河
図
洛
書

漢
代
以
降
、
魏
の
王
弼
（
二
二
六
〜
二
四
九
）
に
よ
り
老
荘
思
想
を
取
り
入
れ

た
「
義
理
易
」
が
支
配
的
と
な
り
、
河
図
洛
書
は
軽
視
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
唐
初

に
奉
勅
撰
さ
れ
た
『
五
経
正
義
』
が
国
学
と
し
て
享
受
さ
れ
、
科
挙
で
は
唯
一
絶

対
の
経
義
と
し
て
扱
わ
れ
た
た
め
、
唐
代
に
は
易
学
や
河
図
洛
書
に
関
す
る
新
た

な
展
開
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
宋
代
に
至
っ
て
河
図
洛
書
が
再
解
釈
さ
れ
る
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
宋
学
の
形
成
で
あ
る
。
宋
学
で
は
、
漢
代
の
「
象
数
易
」
と
陰

陽
五
行
思
想
を
基
盤
と
し
て
新
た
な
易
学
が
展
開
さ
れ
た
た
め
、『
易
経
』
を
典

拠
に
持
つ
河
図
洛
書
は
、
太
極
図
、
先
天
図
と
共
に
発
展
し
た
。
と
り
わ
け
河
図

洛
書
は
、
朱
熹
に
よ
り
宋
代
以
前
と
は
大
き
く
異
な
る
意
味
を
付
与
さ
れ
、『
易

学
啓
蒙
』
に
お
い
て
初
め
て
十
数
図
、
九
数
図
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
。『
易
学

啓
蒙
』
は
朱
熹
の
「
象
数
易
」
を
展
開
さ
せ
た
著
作
で
あ
り
、
河
図
洛
書
、
先
天

易
、
占
筮
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
節
で
は
、『
易
学
啓
蒙
』
に
お
け
る
河
図

洛
書
の
解
釈
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
述
べ
、
本
作
品
の
画
題
と
し
て
の
意
義
を
考

察
す
る
。
ま
た
、
第
二
章
に
述
べ
た
朱
子
学
の
思
想
と
河
図
洛
書
の
関
係
に
つ
い

て
も
言
及
す
る
。

河
図
と
洛
書
の
関
係
に
つ
い
て
、『
易
学
啓
蒙
』
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る（

（2
（

。



87

で
あ
り
、
奇
遇
各
々
二
十
に
分
か
れ
る
た
め
陰
陽
の
両
儀
を
象
徴
す
る
。
四
象
と

八
卦
に
つ
い
て
は
、
両
図
の
配
列
に
適
合
す
る
よ
う
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
最
終

的
に
は
五
行
と
方
位
に
結
び
付
け
て
論
じ
ら
れ
る
。
本
章
第
二
節
に
お
い
て
述
べ

た
通
り
、
朱
熹
の
理
気
哲
学
に
お
い
て
陰
陽
五
行
は
気
質
と
呼
ば
れ
る
物
質
の
根

源
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
象
数
と
の
結
合
に
よ
り
陰
陽
五
行
を
象
徴
す
る
よ
う
に

な
っ
た
河
図
洛
書
は
、
万
物
造
化
の
根
拠
、
つ
ま
り
天
理
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
。
河
図
は
五
行
相
生
（
木
火
土
金
水
）
の
順
序
に
従
い
、
東
→
南
→
中
→
西
→

北
と
な
る
一
方
、
洛
書
の
運
行
は
、
五
行
相
克
（
水
火
金
木
土
）
の
順
序
に
従
っ

て
北
→
西
→
南
→
東
→
中
と
な
る
。
河
図
洛
書
は
一
対
と
な
っ
て
五
行
の
運
行
、

つ
ま
り
天
地
間
の
自
然
現
象
の
移
り
変
わ
り
の
法
則
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
朱
子
学
の
理
気
論
に
よ
る
万
物
造
化
の
淵
源
、
人
間
が
体
現
す
べ

き
万
物
の
理
を
表
し
た
思
想
が
河
図
洛
書
と
い
え
る
。

３

絵
画
化
さ
れ
る
河
図
洛
書
と
日
本
に
お
け
る
受
容

本
節
で
は
、
日
本
に
お
け
る
河
図
洛
書
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
論
じ
る
。

河
図
洛
書
は
、『
易
学
啓
蒙
』
が
成
立
す
る
以
前
に
日
本
に
流
入
し
て
い
た
。

現
存
す
る
日
本
最
古
の
和
歌
集
『
万
葉
集
』
一
巻
、「
藤
原
宮
之
役
民
作
歌
」
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）

吾
作

日
之
御
門
尓

不
知
国

依
巨
勢
道
従

我
国
者

常
世
尓
成
牟

図
負
留

神
亀
毛

新
代
登

泉
乃
河
尓

持
越
流

真
木
乃
都
麻
手
乎

百
不
足

五
十
日
太
尓
作

泝
須
良
牟

伊
蘇
波
久
見
者

神
随
尓
有
之

右
、
日
本
紀
曰
、
朱
鳥
七
年
癸
巳
秋
八
月
、
幸
藤
原
宮
地
。
八
年
甲
午
春
正

月
、
幸
藤
原
宮
。
冬
十
二
月
、
庚
戌
朔
乙
卯
、
遷
居
藤
原
宮
。

曰
く
河
図
に
則
る
は
其
の
中
に
虚
し
、
洛
書
に
則
る
は
其
の
実
を
総
ぶ
る
な

り
。
河
図
の
五
と
十
を
虚
に
す
る
は
太
極
な
り
、
奇
数
二
十
偶
数
二
十
な
る

者
は
両
儀
な
り
、
一
二
三
四
を
以
て
六
七
八
九
と
為
る
は
四
象
な
り
、
四
方

の
合
を
析
て
以
て
乾
坤
離
坎
と
為
し
、
四
隅
の
空
を
補
て
以
て
兌
震
巽
艮
と

為
す
は
八
卦
な
り
。（
中
略
）
曰
く
洛
書
に
し
て
其
の
中
を
虚
に
す
る
は
則

ち
亦
た
太
極
な
り
。
奇
遇
各
二
十
居
す
、
則
ち
亦
た
両
儀
な
り
。（
中
略
）

ま
た
則
ち
八
卦
な
り
。
河
図
の
一
六
を
水
と
為
し
、（
中
略
）
則
固
に
洪
範

の
五
行
に
し
て
、
五
十
有
五
は
又
九
疇
の
子
目
な
り
、
是
則
ち
洛
書
固
に
以

て
易
を
為
る
べ
く
し
て
、
河
図
も
亦
以
て
範
を
為
る
べ
し
。

（
朱
熹
『
易
学
啓
蒙
』
蔡
元
定
注
）

朱
熹
・
蔡
元
定
説
に
よ
れ
ば
、
河
図
、
十
数
図
を
構
成
す
る
天
地
の
総
数
と
、

洛
書
を
淵
源
に
持
つ
洪
範
九
疇
の
細
目
を
合
計
し
た
数
は
、
共
に
五
十
五
と
な

る
。
つ
ま
り
、
洛
書
か
ら
『
易
経
』
が
、
河
図
か
ら
『
書
経
』
洪
範
篇
を
作
成
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
河
図
洛
書
を
交
易
的
に
論
じ
る
根
拠
に
用
い

ら
れ
る
の
が
、
十
数
図
、
九
数
図
と
い
っ
た
象
数
な
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
暦
法

の
起
源
と
な
る
十
干
十
二
支
や
五
声
十
二
律
、
五
運
六
気
と
易
範
の
符
合
を
例
示

す
る
な
ど
、
徹
底
し
て
数
に
よ
る
原
理
を
究
明
し
て
い
る
。
数
に
よ
る
論
理
の
一

例
と
し
て
、
太
極
か
ら
八
卦
へ
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。
陰
陽
説
で
は
、
万
物

が
陰
陽
に
分
か
れ
る
以
前
の
渾
然
一
体
の
状
態
を
太
極
と
呼
称
し
、
そ
こ
か
ら
陰

陽
の
両
儀
、
太
陽
・
太
陰
・
小
陽
・
小
陰
の
四
象
、
そ
し
て
八
卦
へ
と
分
化
す
る

と
さ
れ
た
。
朱
熹
が
継
承
し
た
易
図
・
太
極
図
に
詳
し
い
が
、
十
数
図
と
九
数
図

に
お
い
て
は
、
五
行
に
お
け
る
土
の
数
で
あ
る
五
と
十
を
、
中
央
に
配
す
る
の
が

太
極
だ
と
い
う
。
そ
し
て
両
図
の
中
央
の
土
を
取
り
囲
む
数
の
合
計
は
共
に
四
十
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『
三
才
図
会
』
の
龍
馬
と
は
異
な
り
、
河
図
を
背
に
持
つ
以
外
は
通
常
の
馬
で
あ

り
、
瑞
獣
の
特
徴
は
持
た
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
寺
澤
氏
は
「
龍
馬
蒔
絵
筮
器
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
挙
げ
る
（
図
10
）。
湯
島
聖
堂
の
祭
儀
に
用
い
ら
れ
た
資

料
の
一
つ
で
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
三
月
に
、
肥
前
島
原
藩
主
・
松
平
忠
恕

（
一
七
四
〇
〜
一
七
九
二
）
が
奉
納
し
た
と
み
ら
れ
る
。
筮
器
に
は
波
の
上
を
飛

ぶ
龍
馬
が
描
か
れ
、
四
肢
の
付
け
根
か
ら
翼
が
生
え
、
背
に
は
旋
毛
に
よ
り
河
図

が
表
さ
れ
て
い
る
。
洛
書
に
つ
い
て
は
、『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
に
「
神
亀
」
が
描

か
れ
る
（
図
11
）。
亀
は
背
に
白
黒
点
図
に
よ
る
図
象
を
背
負
っ
て
お
り
、
説
明

文
に
も
「
今
の
洪
範
な
り
」
と
あ
る
た
め
洛
書
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
図
象
、

頭
部
、
甲
羅
、
四
肢
な
ど
養
賢
堂
と
の
類
似
点
は
み
ら
れ
な
い
。
本
作
品
の
制
作

年
と
も
比
較
的
近
い
作
例
と
し
て
は
、
京
都
御
所
（
禁
裏
）
の
紫
宸
殿
に
描
か
れ

た
賢
聖
障
子
の
一
面
、「
負
文
亀
図
」
が
あ
る
（
図
12
）。
賢
聖
障
子
と
は
、
漢
の

宣
帝
（
前
九
一
〜
前
四
九
）
が
、
賢
く
徳
の
あ
る
功
臣
十
一
名
を
麒
麟
閣
に
描
か

せ
た
故
事
に
基
づ
い
た
鑑
戒
画
で
あ
る（

（2
（

。
寛
政
度
の
造
営
に
お
い
て
は
狩
野
典
信

（
一
七
三
〇
〜
一
七
九
〇
）
が
制
作
を
任
さ
れ
た
が
、
中
途
で
逝
去
し
た
た
め
、

住
吉
広
行
（
一
七
五
五
〜
一
八
一
一
）
が
跡
を
引
き
継
い
で
描
い
た
。
現
在
は
、

安
政
度
の
造
営
に
お
い
て
広
行
の
次
男
・
住
吉
弘
貫
（
一
七
九
三
〜
一
八
六
三
）

に
よ
り
修
理
さ
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。『
古
今
著
聞
集
』
に
は
、
寛
平
年
間

（
八
八
九
〜
八
九
八
）
に
初
め
て
描
か
れ
た
と
あ
る
。
寛
政
度
に
は
紫
宸
殿
に
中

国
三
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
賢
聖
三
十
二
名
が
描
か
れ
た
が
、
時
代
に
よ
っ
て
形
式

は
異
な
る
と
い
う
。
禁
裏
は
近
世
に
入
り
、
永
禄
度
、
天
正
度
、
慶
長
度
、
寛
永

度
、
承
応
度
、
寛
文
度
、
延
宝
度
、
宝
永
度
、
寛
政
度
、
安
政
度
の
十
回
に
渡
る

造
営
が
行
わ
れ
た
。
負
文
亀
図
は
こ
の
う
ち
寛
政
度
の
造
営
と
な
っ
た
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）に
描
か
れ
た
。
天
明
八
年（
一
七
八
八
）の
大
火
に
よ
る
焼
失
を
き
っ

か
け
と
し
て
計
画
さ
れ
た
こ
の
造
営
で
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
古
制
を
復
興
が

（『
万
葉
集
』）

「
我
国
者

常
世
尓
成
牟

図
負
留

神
亀
毛

新
代
登
（
我
が
国
は
、
常
世

に
な
ら
む
、
図
負
へ
る
、
神
亀
も
、
新
代
と
）」
の
部
分
は
、
日
本
が
常
世
に
な

る
と
い
う
、
新
し
い
時
代
を
祝
福
し
て
め
で
た
い
模
様
の
あ
る
神
亀
が
現
れ
て
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
藤
原
宮
の
造
営
に
あ
た
り
、
祥
瑞
が
現
れ
た
の

で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
は
、
孔
安
国
注
の
『
尚
書
』
を
引
用
し
、

洪
範
九
疇
の
元
と
な
っ
た
天
子
受
命
の
河
図
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（

（2
（

。
河
図
と

洛
書
を
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
る
と
解
釈
し
て
の
説
明
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
万

葉
集
』
に
お
け
る
「
図
負
留

神
亀
」
は
、
洛
書
を
指
す
。『
万
葉
集
』
は
天
平

宝
字
三
年
（
七
五
九
）
以
後
の
成
立
で
あ
り
、
こ
の
和
歌
の
制
作
年
と
考
え
ら
れ

る
朱
鳥
七
年
（
六
九
二
）、
あ
る
い
は
翌
八
年
（
六
九
三
）
は
中
国
で
は
則
天
武

后
（
六
二
四
〜
七
〇
五
）
の
治
世
に
あ
た
る
。
当
時
の
河
図
洛
書
は
、
河
図
が
八

卦
、
洛
書
が
洪
範
九
疇
の
起
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
龍
馬
と
神
亀
が
も
た
ら
し
た

と
い
う
孔
安
国
、
劉
歆
説
が
主
流
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
万
葉
集
』

に
記
さ
れ
た
洛
書
は
、
朱
子
学
が
現
れ
る
以
前
の
、
祥
瑞
伝
説
と
し
て
の
側
面
が

強
い
解
釈
と
い
え
る
。

日
本
に
お
い
て
河
図
が
絵
画
化
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
寺
澤
氏
に
よ
っ
て
既
に

指
摘
が
あ
る（

（2
（

中
国
明
代
の
類
書『
三
才
図
会
』（
万
暦
三
十
七
年
、
一
六
〇
九
）「
鳥

獣
巻
三

獣
類
」
に
「
龍
馬
」
が
掲
載
さ
れ
る
（
図
8
）。
背
に
八
卦
を
背
負
う

た
め
、
河
図
を
表
す
。
龍
の
顔
や
体
全
体
を
覆
う
鱗
、
四
肢
の
付
け
根
か
ら
生
え

る
翼
が
描
か
れ
る
た
め
、
麒
麟
に
近
い
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
平
住
周
道
（
生
没

年
不
詳
）
著
・
橘
守
国
（
一
六
七
九
〜
一
七
四
八
）
画
の
中
国
に
関
す
る
知
識
を

集
め
た
百
科
事
典
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』（
享
保
四
年
、
一
七
一
九
刊
）
で
は
、「
龍

馬
」
と
し
て
、
白
黒
の
点
で
表
さ
れ
た
河
図
を
背
負
う
馬
が
描
か
れ
る
（
図
9
）。
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図12 住吉弘貫「負文亀」（部分・模写） 図11 「神亀」『唐土訓蒙図彙』（部分）

図14 原在中「神亀図」（部分） 図13 「緑毛亀」『和漢三才図会』（部分）

図９ 「龍馬」『唐土訓蒙図彙』
（部分）

図８ 「龍馬」『三才図会』（部分）

図10 「龍馬蒔絵筮器」（部分）江戸中期（18世紀後半）
東京国立博物館蔵
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て
は
、
理
に
よ
り
一
体
と
さ
れ
る
点
に
意
義
が
あ
る
た
め
、
片
方
の
み
を
描
く

「
負
文
亀
図
」
は
祥
瑞
伝
説
を
表
し
た
絵
画
と
み
ら
れ
る
。
一
方
で
原
在
中

（
一
七
五
〇
〜
一
八
三
七
）
に
よ
る
「
負
文
亀
図
」
の
模
本
と
み
え
る
「
神
亀
図
」

（
図
14
）に
は
、『
万
葉
集
』「
藤
原
宮
之
役
民
作
歌
」が
賛
と
し
て
記
さ
れ
る
。
よ
っ

て
、
藤
原
宮
造
営
に
際
し
て
現
れ
た
祥
瑞
・
神
亀
の
、
寛
政
度
の
内
裏
造
営
時
に

お
け
る
出
現
を
切
望
す
る
意
図
が
、
画
題
選
択
に
影
響
し
、
そ
の
際
の
紋
様
と
し

て
洛
書
の
図
様
が
採
用
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。

河
図
洛
書
は
祥
瑞
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、『
易
経
』
繫
辞
上
伝
で

の
言
及
を
契
機
と
し
て
多
く
儒
学
者
に
解
釈
さ
れ
、
朱
熹
に
よ
っ
て
儒
家
経
典
の

根
源
や
、
象
数
論
と
陰
陽
五
行
思
想
に
基
づ
い
た
世
界
認
識
の
根
拠
に
発
展
し

た
。
祥
瑞
と
し
て
の
河
図
洛
書
は
、
聖
人
が
天
の
理
を
明
ら
か
に
し
、
八
卦
や
洪

範
を
用
い
て
人
々
を
導
く
聖
人
法
象
を
意
味
し
た
。
宋
代
の
朱
熹
に
至
っ
て
、
易

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
世
界
観
は
よ
り
現
実
世
界
に
接
近
し
た
。
そ
し
て
朱
熹
は

数
に
規
則
性
を
見
出
し
、
易
の
基
本
概
念
・
河
図
と
洛
書
を
一
対
と
し
て
大
き
な

原
理
法
則
に
ま
と
め
上
げ
た
の
で
あ
る
。
前
提
に
は
「
天
地
の
理
は
一
の
み
」
と

い
う
理
気
哲
学
、
そ
し
て
格
物
窮
理
に
よ
る
徹
底
的
な
調
査
分
析
の
姿
勢
が
存
在

す
る
。
自
然
界
の
法
則
の
み
な
ら
ず
、
道
徳
的
規
範
を
も
内
包
す
る
理
に
よ
っ
て

陰
陽
五
行
の
気
質
が
生
じ
、
万
物
が
生
ま
れ
る
と
い
う
世
界
観
に
基
づ
い
た
河
図

洛
書
の
解
釈
は
、
朱
子
学
の
権
威
の
高
ま
り
と
共
に
定
説
と
な
っ
た
。
朱
子
学

は
、
寛
政
改
革
以
降
、
日
本
に
お
い
て
正
統
と
さ
れ
た
。
本
作
品
の
依
頼
者
・
大

槻
平
泉
も
朱
子
学
者
と
し
て
養
賢
堂
の
改
革
に
臨
ん
で
い
る
。
自
然
と
人
間
存
在

を
繋
げ
て
捉
え
、
格
物
窮
理
説
に
基
づ
く
合
理
的
な
実
践
と
他
学
問
を
受
容
す
る

朱
子
学
の
性
質
は
、
河
図
洛
書
に
表
現
さ
れ
た
世
界
観
を
根
拠
と
し
て
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
河
図
洛
書
は
、
実
学
を
重
視
す
る
教
育
事
業
で
あ
っ
た
学
制
改
革
に
お

い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

目
指
さ
れ
た
。
寛
政
改
革
を
実
行
し
た
老
中
・
松
平
定
信
が
惣
奉
行
と
な
り
、
寛

政
の
三
博
士
の
一
人
で
あ
る
儒
学
者
・
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
七
）
を

古
典
の
調
査
に
あ
た
ら
せ
、
各
殿
舎
の
構
造
か
ら
障
壁
画
の
画
題
に
至
る
ま
で
古

制
を
用
い
た
と
さ
れ
る
。

紫
宸
殿
の
「
負
文
亀
図
」
は
、
賢
聖
障
子
中
央
の
戸
間
上
部
に
描
か
れ
る
。
画

面
は
横
長
で
、
画
面
中
央
に
岩
場
と
背
甲
に
紋
様
を
持
つ
亀
を
あ
ら
わ
す
。
紋
様

は
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
の
「
神
亀
」
同
様
、
点
で
表
現
す
る
が
、「
負
文
亀
図
」

の
洛
書
は
青
点
で
構
成
す
る
。
養
賢
堂
の
「
洛
書
図
」
は
、
金
泥
に
よ
る
紋
様
で

洛
書
を
表
現
す
る
た
め
、
両
図
と
は
異
な
る
。
亀
は
横
に
突
き
出
た
耳
と
苔
が
伸

び
た
尾
を
持
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
み
え
る
「
緑
毛
亀
」（
図
13
）
と
似
た
特

徴
を
示
す
。
目
元
の
表
現
な
ど
も
含
め
、
養
賢
堂
の
「
洛
書
図
」
と
類
似
す
る
。

岩
場
に
打
ち
付
け
る
波
の
表
現
は
、
強
い
輪
郭
線
を
用
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

「
負
文
亀
図
」
は
、
栗
山
の
考
証
に
よ
り
従
来
の
「
蓬
莱
図
」
か
ら
変
更
さ
れ
た

画
題
で
あ
る
。「
負
文
亀
勘
文
」
に
は
、
栗
山
と
公
家
・
五
条
為
徳
（
一
七
六
三

〜
一
八
二
三
）
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
考
証
の
や
り
取
り
が
残
っ
て
お
り
、
河
図
洛

書
に
つ
い
て
の
解
釈
が
み
ら
れ
る（

（2
（

。
河
図
と
洛
書
と
は
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
と

し
、
洛
書
は
九
戴
一
履
の
九
数
と
解
釈
す
る
た
め
、
お
お
む
ね
朱
子
学
に
お
け
る

洛
書
観
と
符
号
す
る
。「
負
文
亀
勘
文
」
の
内
容
は
、
河
図
洛
書
の
解
釈
の
ほ
か
、

洛
書
の
図
象
の
配
置
や
、
紋
様
や
甲
の
配
色
な
ど
、
図
様
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ

る
。
当
時
に
お
い
て
も
河
図
洛
書
は
絵
画
化
さ
れ
る
例
が
少
な
か
っ
た
と
み
え
、

『
淮
南
子
』
や
『
宋
書
符
瑞
志
』、『
公
羊
伝
』、『
水
経
注
』
な
ど
色
や
図
像
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
言
及
さ
れ
た
文
献
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
窺
え
る
。「
負
文

亀
図
」
は
、
朱
子
学
の
洛
書
の
図
象
を
背
負
っ
て
い
る
も
の
の
、
内
裏
と
藩
校
と

い
う
描
か
れ
た
場
の
性
質
が
異
な
る
た
め
、
養
賢
堂
の
洛
書
図
と
は
異
な
る
意
義

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
朱
子
学
の
文
脈
に
お
い
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易
と
古
代
中
国
の
学
制
）
の
考
え
方
を
発
展
さ
せ
、「
数
」
や
「
卦
」
と
い
っ
た

天
か
ら
与
え
ら
れ
た
理
論
に
基
づ
く
空
間
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。」
と
結
ぶ
。

た
だ
、
筆
者
は
朱
子
学
の
文
脈
に
お
い
て
さ
ら
な
る
解
釈
が
可
能
と
考
え
る
た

め
、
本
節
で
は
講
堂
の
構
造
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
、
背
景
思
想
に
つ
い
て
概
説
し

て
み
た
い
。

『
講
堂
小
誌
』「
講
堂
制
度
」
に
は
、
講
堂
建
築
の
論
理
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

夫
れ
中
央
は
土
、
土
そ
の
数
は
五
な
り
。
是
以
て
河
洛
在
て
共
に
中
に
居

る
。
其
の
五
大
衍
の
則
五
十
と
為
す
。
蓍
策
の
数
な
り
。
故
に
学
室
席
五
十

を
容
し
、
大
衍
の
数
な
り
。
一
二
三
四
は
陰
陽
の
位
、
而
し
て
六
七
八
九
は

陰
陽
の
数
な
り
。
是
以
つ
て
河
洛
在
て
共
に
五
の
外
に
環
し
、
陽
二
十
に
し

て
陰
亦
た
二
十
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
則
ち
四
十
と
為
す
。
故
に
校
室
四
十

席
。
陰
陽
の
位
と
数
の
積
と
に
法
る
な
り
。（
中
略
）
而
し
て
三
代
校
庠
の

制
兼
存
す
。
而
し
て
結
搆
の
度
、
則
ち
こ
れ
洛
書
に
本
と
し
、
こ
れ
明
堂
を

参
と
す
。
参
伍
錯
綜
し
、
衍
し
て
こ
れ
を
五
と
す
。
こ
れ
河
図
に
稽
し
、
こ

れ
易
象
に
質
し
、
縦
横
逆
順
な
り
。（
大
槻
平
泉「
講
堂
制
度
」『
講
堂
小
誌
』）

講
堂
は
大
き
く
二
つ
の
要
素
が
根
本
と
な
っ
て
設
計
さ
れ
た
。
ま
ず
は
、
古
代

中
国
の
学
制
で
あ
る
。
文
中
の
「
三
代
校
庠
の
制
兼
存
す
」
は
、
前
述
し
た
部
屋

毎
の
名
称
の
理
由
を
説
明
し
た
記
述
で
あ
る
。「
学
」
は
夏
・
殷
・
周
の
三
代
、「
校
」

は
夏
王
朝
、「
庠
」
は
周
王
朝
、「
序
」
は
殷
王
朝
と
い
う
よ
う
に
、
古
代
中
国
の

学
校
の
呼
び
名
に
準
え
る
。
儒
学
、
そ
し
て
朱
子
学
に
お
い
て
夏
・
殷
・
周
の
三

代
に
は
理
想
的
な
政
治
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
た
。『
大
学
章
句
』
で
朱
子
学
が
学

校
教
育
を
重
視
す
る
根
拠
も
、
三
代
を
理
想
と
す
る
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
が
寛
政

異
学
の
禁
に
お
い
て
再
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

四

講
堂
建
築
と
障
壁
画
の
意
義

１

講
堂
の
構
想
と
河
図
洛
書

『
講
堂
小
誌
』
所
収
の
「
講
堂
制
度
」、「
邦
君
視
学
所
画
記
」
等
か
ら
、「
河
図

図
」・「
洛
書
図
」
を
含
む
障
壁
画
並
び
に
講
堂
建
築
全
体
の
構
想
は
、
著
者
で
あ

る
大
槻
平
泉
が
考
案
し
た
と
判
明
し
て
い
る
。
寺
澤
氏
は
、「
仙
台
修
学
記
」と「
講

堂
制
度
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
講
堂
の
背
景
思
想
に
は
古
代
中
国
に
お
け
る
学

制
と
、
河
図
洛
書
の
象
数
が
存
在
す
る
と
述
べ
た（

（2
（

。ま
た
講
堂
の
構
造
に
つ
い
て
、

「
平
泉
は
理
想
的
な
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
（
儒
学
で
重
視
さ
れ
た図15 「講堂諸属配当図」『養賢堂学制』
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以
上
の
よ
う
に
、
八
卦
と
四
季
の
み
を
表
す
明
堂
の
制
と
比
較
す
る
と
、
講
堂
の

五
×
五
の
構
造
は
よ
り
発
展
的
で
あ
る
。
講
堂
は
、
古
代
か
ら
続
く
学
制
と
近
世

に
お
け
る
朱
子
易
学
の
根
本
思
想
・
河
図
洛
書
に
よ
っ
て
、
藩
校
教
育
の
中
心
施

設
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。

平
泉
は
、
寛
政
期
の
昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
学
ん
だ
朱
子
学
者
で
あ
り
、
河

図
洛
書
の
図
象
が
初
め
て
現
れ
た
『
易
学
啓
蒙
』
を
養
賢
堂
版
と
し
て
校
訂
し
出

版
し
た
。
講
堂
の
構
造
は
、
平
泉
の
朱
子
学
者
と
し
て
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
と

推
察
す
る
。
平
泉
の
河
図
洛
書
観
を
示
す
資
料
と
し
て
、『
河
洛
精
蘊
』
の
序
文

と
目
次
を
挙
げ
る（

（3
（

。『
河
洛
精
蘊
』
は
河
図
洛
書
に
つ
い
て
の
学
問
書
で
あ
る
。

序
文
に
は
、
河
図
洛
書
の
概
要
と
略
史
が
平
泉
の
所
感
も
交
え
て
記
さ
れ
、
全
六

巻
の
概
要
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

河
図
洛
書
を
稽
古
す
る
に
、
書
と
易
に
於
い
て
著
す
。
史
に
於
い
て
、
則
ち

漢
史
具
に
載
す
。
此
天
の
帝
王
を
錫
ふ
を
以
て
、
世
の
宝
を
希
む
な
り
。
蓋

し
天
地
数
を
有
す
。
嘗
て
形
れ
て
河
図
を
為
る
。
其
数
五
十
有
五
、
伏
犠
授

る
を
以
て
す
。
天
地
又
数
を
有
す
。
ま
た
形
れ
て
洛
書
を
為
る
。
其
数
四
十

有
五
、
大
禹
に
錫
ふ
を
以
て
す
。
是
に
於
て
二
聖
則
り
て
易
範
作
る
。
易
に

曰
く
、
河
図
を
出
だ
し
、
洛
書
を
出
だ
す
。
聖
人
こ
れ
に
則
る
。
こ
れ
こ
れ

を
謂
ふ
な
り
。
今
河
洛
を
統
ぶ
に
、
斯
ち
そ
の
数
を
陳
ね
、
共
に
一
百
を
為

る
。
此
天
地
の
数
未
だ
分
か
れ
ざ
る
者
な
り
。
そ
の
既
に
分
か
れ
た
る
や
、

十
数
を
掲
ぐ
る
は
そ
の
常
を
示
し
、
九
数
を
肆
ぬ
る
は
そ
の
変
を
見
る
。
十

数
は
経
に
し
て
体
な
り
。
九
数
は
緯
に
し
て
用
な
り
。
そ
の
数
異
な
る
と
雖

も
、
経
緯
相
須
め
体
用
相
済
ふ
。
一
途
に
出
づ
る
が
如
し
。

（
大
槻
平
泉
『
河
洛
精
蘊
』
序
）

次
に
河
図
洛
書
の
象
数
で
あ
る
。
各
部
屋
の
名
称
に
は
、
前
述
し
た
古
代
の
学

制
を
用
い
る
一
方
で
、
部
屋
の
数
、
席
数
等
の
根
拠
に
は
象
数
が
用
い
ら
れ
た
。

「
夫
れ
中
央
は
土
、
土
其
の
数
は
五
な
り
。
是
以
て
河
洛
在
て
共
に
中
に
居
る
。」

以
降
の
記
述
は
、『
易
学
啓
蒙
』
に
み
ら
れ
た
河
図
と
洛
書
を
象
数
に
よ
っ
て
交

易
的
に
論
じ
た
文
章
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
朱
子
学
に
お
け
る
河
図
洛

書
の
一
致
が
、
講
堂
建
築
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
数
を
規
定
し
て
い
る
。
明
堂
は
九

数
図
で
あ
り
、
天
子
が
政
治
・
教
育
を
行
う
場
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
よ
っ
て
、

藩
校
の
学
舎
の
典
拠
と
し
て
適
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
参
伍
錯
綜
し
、
衍

し
て
之
を
五
と
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
か
ら
九
の
数
を
三
×
三
の
正
方
形
の

配
列
で
表
す
洛
書
を
五
×
五
に
再
構
成
し
、
講
堂
を
全
二
十
五
室
と
す
る
根
拠
と

す
る
。
部
屋
数
を
五
×
五
と
す
る
場
合
、
九
数
図
よ
り
一
周
り
多
く
部
屋
が
発
生

す
る
た
め
、
四
象
、
四
徳
な
ど
の
陰
陽
五
行
の
運
行
を
よ
り
詳
細
に
表
現
可
能
と

な
る
。「
参
伍
錯
綜
」
と
い
う
語
は
、『
易
経
』
繫
辞
上
伝
の
「
参
伍
を
以
て
変
じ
、

其
の
数
を
錯
綜
す
。（
参
伍
以
変
、
錯
綜
其
数
）」
を
典
拠
に
持
ち
、
陰
陽
の
複
雑

な
変
化
を
指
す
。
平
泉
は
、
明
堂
の
魔
法
陣
と
し
て
の
特
質
を
保
持
し
つ
つ
、
よ

り
複
雑
に
陰
陽
五
行
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
講
堂
の
思
想
的
な
基
盤
を
強
固

に
す
る
狙
い
を
持
っ
た
。

実
際
に
、『
講
堂
小
誌
』「
講
堂
所
属
配
当
図
」（
図
15
）
で
は
、
講
堂
の
空
間

に
付
与
さ
れ
た
様
々
な
属
性
が
記
さ
れ
る
。
講
堂
の
中
心
で
あ
る
「
学
」
を
太
極

と
し
て
、
外
側
に
至
る
に
つ
れ
四
象
、
八
卦
と
分
か
れ
、
最
終
的
各
方
位
の
柱
が

六
十
四
卦
を
表
す
よ
う
に
分
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
、「
学
」
に
施
さ
れ
た
一
年

の
運
行
を
示
す
消
息
の
卦
と
元
享
利
貞
の
四
徳
、『
易
学
啓
蒙
』
で
河
図
洛
書
に

結
び
付
け
ら
れ
る
形
で
言
及
さ
れ
た
五
行
、
暦
法
で
あ
る
十
干
十
二
支
と
五
声

十
二
律
が
配
当
さ
れ
る
。
そ
し
て
四
方
に
は
四
季
が
孟
・
仲
・
季
の
三
つ
の
区
分

で
配
さ
れ
、
四
隅
の
部
屋
に
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る
土
用
が
表
現
さ
れ
る
。
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に
あ
る
林
を
泮
林
と
い
う
。
平
泉
は
諸
侯
の
学
校
を
仙
台
藩
に
お
け
る
養
賢
堂
に

見
立
て
た
と
み
え
る
。
寺
澤
氏
は
、「
泮
林
」
を
現
代
語
に
訳
し
た
上
で
各
画
題

に
つ
い
て
概
説
し
、「
視
学
所
の
障
壁
画
に
も
儒
学
の
教
え
に
基
づ
い
た
考
え
方

が
示
さ
れ
、
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
君
主
と
し
て
の
、
道
徳
観
や
学
問
に
関
わ
る

画
題
が
こ
こ
に
選
択
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
儒
学
の
教
え
」

と
は
、
朱
子
学
の
こ
と
で
あ
り
、
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い
て
は
朱
子
学
に
基
づ
い

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
障
壁
画
に
つ
い
て
漢
文
で
記
述
す
る
「
邦

君
視
学
所
画
記
」
を
紹
介
さ
れ
る
。
内
容
に
関
し
て
謡
曲
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

熟
語
に
は
典
拠
の
存
在
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
本
節
で
は
「
邦
君
視
学

所
画
記
」等
の
所
収
史
料
に
基
づ
き
、
障
壁
画
の
意
義
や
空
間
の
役
割
に
つ
い
て
、

朱
子
学
の
文
脈
を
踏
ま
え
考
察
す
る
。

障
壁
画
の
画
題
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
義
が
あ
り
、
①
植
物
（
梅
、
松
）
②
腰
板
の

動
物
（
虎
、
雁
、
黄
鳥
、
蜂
蟻
、
雎
鳩
）、
③
詩
題
画
（
魚
、
鳶
）、
④
祥
瑞
・
起

源
（
河
図
洛
書
、
蒼
頡
）、
⑤
祥
瑞
・
鳳
凰
（
鳳
凰
、
桐
、
竹
）
の
五
種
に
分
類

で
き
る
。
尚
、
①
か
ら
④
は
北
の
正
室
側
、
⑤
は
南
側
の
堂
に
描
か
れ
た
画
題
で

あ
る
。

「
邦
君
視
学
所
画
記
」
に
は
、
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
書

き
下
し
は
、
杉
本
氏
の
論
考
を
参
考
に
し
た（

（3
（

。
記
述
に
即
し
て
、
各
画
題
の
意
義

に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
障
壁
画
を
描
く
前
提
と
し
て
、
平
泉
は
後
半
部
に
お
い

て
、「
こ
の
画
を
為
す
は
、
固
よ
り
旨
趣
あ
り
。
教
え
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
な

り
。」
と
述
べ
る
。
視
学
所
の
障
壁
画
は
、
教
え
、
つ
ま
り
教
育
を
目
的
と
し
て

制
作
さ
れ
た
。
儒
学
に
お
け
る
教
育
と
は
、
社
会
規
範
の
実
現
の
手
段
と
し
て
の

教
化
と
個
々
人
の
学
問
修
養
で
あ
っ
た
。
藩
校
教
育
の
場
で
あ
る
講
堂
に
お
い

て
、
学
問
修
養
を
目
的
と
し
た
絵
画
が
描
か
れ
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

絵
画
の
役
割
を
教
化
の
た
め
と
す
る
考
え
方
は
、
中
国
初
の
画
史
書
で
あ
る

河
図
洛
書
が
伏
犠
と
大
禹
と
い
う
二
聖
人
に
よ
り
作
ら
れ
ら
れ
た
と
し
、
九

数
・
十
数
論
に
結
び
付
け
、
体
用
関
係
と
す
る
の
は
朱
子
学
の
解
釈
で
あ
る
。
以

降
の
序
文
と
目
次
に
は
、
祥
瑞
や
儒
家
経
典
と
結
び
つ
い
た
政
治
道
徳
の
ほ
か
、

象
数
・
算
法
・
暦
法
な
ど
河
図
洛
書
の
象
数
論
に
よ
る
実
学
的
な
内
容
も
含
ま
れ

る
。
清
朝
康
熙
帝（
在
位
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
）が
編
纂
さ
せ
た
科
学
宝
典『
御

製
律
暦
淵
源
』百
巻
に
は
、
河
図
洛
書
と
数
学
の
関
係
を
説
い
た
数
理
科
学
書『
律

暦
淵
源
』
が
含
ま
れ
る
。『
律
暦
淵
源
』
で
は
、
数
理
科
学
の
基
礎
を
易
学
や
術

数
学
に
求
め
、
河
図
を
加
減
法
、
洛
書
を
乗
除
法
の
起
源
と
し
て
対
置
し
、
暦
法

や
律
呂
と
具
体
的
に
関
連
さ
せ
て
説
明
す
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
祥
瑞
伝
説
と
自
然
科
学

が
両
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
朱
熹
の
『
周
易
本
義
』
や
『
易
学
啓
蒙
』

の
易
解
釈
が
基
本
と
な
る
た
め
、
清
代
に
お
け
る
朱
子
易
学
の
新
た
な
展
開
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
河
洛
精
蘊
』
は
、
河
図
洛
書
の
自
然
科
学
的
側

面
を
踏
ま
え
て
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
、「
準
（
平
泉
）
小
時
嘗
て
易
を
学
ぶ
。
覃

く
河
洛
を
思
ひ
、
月
を
累
ね
歳
を
積
ね
、
玩
索
を
惜
し
ま
ず
。」（
大
槻
平
泉
『
河

洛
精
蘊
』）
の
記
述
か
ら
、
平
泉
の
河
図
洛
書
へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
読
み
取
れ

る
。平

泉
は
、
朱
子
学
の
文
脈
に
お
い
て
河
図
洛
書
を
理
解
し
、
講
堂
建
築
の
根
本

に
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
河
図
洛
書
は
、
理
に
基
づ
い
た
世
界
観
を
提
示
し
、
養

賢
堂
の
政
治
・
学
問
・
教
育
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

２

鑑
戒
と
し
て
の
障
壁
画
の
意
義

「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
を
含
む
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
寺
澤
氏
が
『
養

賢
堂
学
制
』
付
属
の
謡
曲
「
泮
林
」
の
記
述
か
ら
障
壁
画
の
各
画
題
を
解
釈
し
て

言
及
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。「
泮
林
」
は
、『
詩
経
』
魯
頌
の
「
翩
た
る
彼
の
飛
鴞
、
泮
林

に
集
う
」
に
み
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
諸
侯
の
学
校
を
意
味
す
る
泮
宮
、
そ
の
周
囲
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②
腰
板
の
動
物

儒
教
に
お
け
る
四
季
の
運
行
は
、
単
な
る
自
然
現
象
で
は
な
く
、
天
の
理
に
よ

る
調
和
で
あ
り
則
る
べ
き
教
え
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
腰
板
に
描
か
れ
た
動
物
画
に

は
、
儒
教
に
お
け
る
基
本
の
徳
目
で
あ
る
五
教（
五
常
五
倫
）を
示
す
意
義
が
あ
っ

た
。
五
常
は
、
仁
義
礼
智
信
の
五
つ
か
ら
な
る
、
人
間
が
天
か
ら
備
わ
っ
た
徳
で

あ
る
。
一
方
の
五
倫
は
、
人
間
関
係
に
お
い
て
守
る
べ
き
秩
序
を
父
子
の
親
、
君

臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
兄
弟
の
序
、
朋
友
の
信
の
五
つ
に
分
け
た
徳
目
で
あ
り
、

五
常
に
並
ぶ
儒
教
倫
理
の
基
本
で
あ
る
。

『
講
堂
小
誌
』
付
属
の
謡
曲
「
立
教
」（
文
政
二
年
、
一
八
一
九
頃
）
と
併
せ
て

考
え
る
と
、「
蜂
蟻
図
」
に
は
君
臣
の
義
と
義
、「
虎
図
」
に
は
父
子
の
親
と
仁
、「
雎

鳩
図
」
に
は
夫
婦
の
別
と
智
、「
雁
図
」
に
は
兄
弟
の
序
と
礼
、「
鹿
図
」
と
「
黄

鳥
図
」
に
は
朋
友
の
信
と
信
、
そ
れ
ぞ
れ
五
常
五
倫
が
表
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
図

書
館
本
の
「
仁
礼
は
陽
、
義
智
は
陰
、
各
々
そ
の
方
を
処
し
、
信
は
乃
ち
こ
れ
を

兼
ぬ
。」の
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
の
動
物
画
も
陰
陽
と
方
角
の
組
み
合
わ
せ
に
従
っ

て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
み
る
。

特
に
朱
子
学
に
お
い
て
は
、
仁
義
礼
智
信
の
五
常
は
「
本
然
の
性
」
で
あ
り
、

人
の
理
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
朱
熹
晩
年
の
高
弟
・
陳
淳
（
一
一
五
九
〜

一
二
二
三
）
は
『
性
理
字
義
』
に
お
い
て
「
五
者
は
之
を
五
常
と
謂
ひ
、
亦
之
を

五
性
と
謂
ふ
。」
と
述
べ
て
お
り
、
五
常
を
五
性
と
呼
称
し
て
い
る（

（3
（

。
加
え
て
謡

曲
「
立
教
」
に
も
「
五
常
は
外
の
物
な
ら
す
、
則
ち
天
よ
り
賜
り
た
る
、
性
と
は

是
を
申
な
り
。」
と
あ
る
。
平
泉
は
朱
子
学
の
文
脈
に
お
い
て
五
常
を
性
、
人
の

理
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
腰
板
の
動
物
画
に
は
、
人
が
見
習
う
べ
き
理
が

性
・
五
常
五
倫
と
し
て
発
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
歴
代
名
画
記
』（
張
彦
遠
（
八
一
五
頃
～
七
六
頃
）
撰
、
八
五
三
）
に
既
に
現
れ

る（
（3
（

。
人
々
を
教
化
す
る
役
割
を
持
つ
絵
画
は
「
鑑
戒
画
」
と
呼
ば
れ
る
。
儒
教
的

な
道
徳
に
基
づ
く
こ
の
絵
画
認
識
は
、
東
洋
に
お
い
て
伝
統
的
に
受
容
さ
れ
、
養

賢
堂
の
障
壁
画
に
も
影
響
を
与
え
た
。

①
植
物

松
と
梅
は
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
植
物
「
歳
寒
三
友
」
と
し
て
勧
戒
画
題
に
用

い
ら
れ
る
植
物
で
あ
る
。「
邦
君
視
学
所
画
記
」
に
お
い
て
両
画
題
は
四
季
の
運

行
を
表
し
て
お
り
、
梅
は「
葩
に
し
て
魁
な
り
」、
松
は「
歳
寒
い
よ
い
よ
蔥
な
り
」

と
説
明
さ
れ
る
。
梅
は
一
年
の
初
め
に
先
駆
け
と
し
て
花
を
咲
か
せ
る
春
の
植

物
、
松
は
寒
さ
の
中
に
あ
っ
て
も
青
々
と
生
い
茂
り
、
葉
の
色
を
変
え
な
い
冬
の

植
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の
『
講
堂
小
誌
』
所
収
の
「
視
学

所
画
記
」
に
は
、「
葩
に
し
て
魁
な
る
は
元
か
、
冒
寒
す
る
こ
と
い
よ
い
よ
な
る

は
貞
か
。」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
、
四
方
四
季
に
配
当
さ
れ
る
儒
教
道
徳
、
四

徳
を
表
す
役
割
も
担
っ
た
と
推
察
す
る（

（3
（

。

四
徳
と
は
、
乾
の
卦
の
説
明
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
元
・
亨
・
利
・
貞
か

ら
な
る
。
元
は
万
物
の
始
め
を
、
亨
は
万
物
を
生
育
し
通
達
さ
せ
る
働
き
を
表

す
。
利
は
万
物
の
生
育
を
遂
げ
調
和
さ
せ
る
働
き
、
貞
は
万
物
を
成
就
さ
せ
る
働

き
を
示
す
。
視
学
所
に
お
い
て
梅
は
元
の
徳
、
松
は
貞
の
徳
を
表
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
四
季
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
絵
画
化
し
、
元
か
ら
貞
へ
と
時
計
回
り
に
つ

つ
が
な
く
四
季
が
巡
る
様
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
品
物
、
そ
の
中
に
流
形
す
。」

と
い
う
語
は
、『
易
経
』
乾
の
卦
爻
辞
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
万
物
が
天
理
を
正

し
く
実
現
し
調
和
す
る
様
を
指
す
。
乾
の
卦
爻
辞
に
は
、
品
物
の
流
形
は
四
徳
の

現
れ
と
も
言
及
さ
れ
る
た
め
、「
講
堂
所
属
配
当
図
」
に
お
い
て
四
方
四
季
に
四

徳
を
配
当
す
る
根
拠
と
推
察
す
る
。
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蒼
頡
と
河
図
洛
書
の
組
み
合
わ
せ
は
、
前
掲
し
た
『
歴
代
名
画
記
』
に
み
ら
れ

る
。『
歴
代
名
画
記
』
冒
頭
の
記
述
は
、
鑑
戒
画
の
基
本
概
念
と
な
る
絵
画
観
を

示
す
と
共
に
、
祥
瑞
と
書
画
の
関
係
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。
古
代
中
国
に
お
け

る
聖
王
の
治
世
に
は
、
教
化
を
為
す
た
め
の
方
法
が
、
龍
や
亀
な
ど
の
祥
瑞
と
し

て
現
れ
た
。
伏
犠
の
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
画
図
は
龍
図
、
つ
ま
り
河
図
で
あ

る
。
後
の
宋
の
時
代
に
あ
た
り
洛
書
は
河
図
と
一
対
の
白
黒
点
図
と
し
て
理
解
さ

れ
る
。
よ
っ
て
、
河
図
洛
書
は
視
覚
的
に
教
え
を
示
す
絵
画
の
起
源
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。
軒
轅
氏
（
黄
帝
）
の
時
代
に
現
れ
た
祥
瑞
を
蒼
頡
が
写
し
、
鳥
の
足
跡

に
よ
っ
て
形
を
定
め
た
も
の
が
漢
字
で
あ
り
、
蒼
頡
の
伝
説
は
書
の
起
源
と
な
っ

た
。
以
上
の
よ
う
に
、『
歴
代
名
画
記
』
に
お
い
て
書
画
は
、
聖
人
の
教
え
を
示

す
手
段
と
し
て
同
じ
本
質
を
有
す
る
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
認
識
は
、
平
泉
の
画

題
選
択
に
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。

本
文
で
は
、
蒼
頡
、
河
図
洛
書
に
よ
り
「
物
を
開
き
て
そ
の
務
」
が
成
さ
れ
た

と
す
る
。
こ
の
記
述
は
、『
易
経
』
繫
辞
上
伝
の
「
夫
れ
易
は
、
物
を
開
き
務
め

を
成
し
、
天
下
の
道
を
冒
ふ
。」
の
引
用
で
あ
る
。『
易
経
』
は
、
天
下
万
物
の
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
道
理
を
明
ら
か
に
し
、
あ
る
べ
き
状
態
に
成
し
遂
げ
る
た
め

に
存
在
す
る
と
い
う
。
朱
熹
に
お
い
て
は
、「
物
を
開
き
、
務
め
を
成
す
と
は
、

人
を
し
て
卜
筮
を
以
て
吉
凶
を
知
り
事
業
を
成
さ
し
む
る
を
謂
ふ
な
り
。」（『
周

易
本
義
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
原
理
的
に
は
易
に
よ
り
人
々
を
導
く
過
程
が
「
開

物
成
務
」
で
あ
っ
た
。
朱
熹
や
二
程
の
易
学
を
継
承
し
た
易
学
者
・
兪
琰

（
一
二
四
三
〜
一
三
一
二
、
あ
る
い
は
一
二
二
七
〜
九
六
）
は
「
物
を
開
く
と
は
、

物
の
理
の
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
、
易
、
則
ち
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
を
謂
ふ

な
り
。
務
め
を
成
す
と
は
、
事
の
体
の
未
だ
定
む
る
を
謂
ふ
な
り
。」（
兪
琰
『
周

易
集
説
』）
と
し
た（

（4
（

。
朱
子
学
の
理
気
哲
学
を
承
け
、「
開
物
成
務
」
は
事
物
の
理

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
と
な
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
書
は
、
聖
人
の
教
え

③
詩
題
画

東
洋
門
人
・
伊
藤
東
駿
が
描
い
た
「
魚
躍
図
」、「
鳶
飛
図
」
は
、『
詩
経
』
大

雅
早
麓
篇
の
「
鳶
飛
び
て
天
に
戻
り
、
魚
淵
に
躍
る
（
鳶
飛
戻
天
魚
躍
于
淵
）」

を
典
拠
と
す
る
詩
題
画
で
あ
る
。
君
子
の
徳
が
行
き
渡
り
、
万
物
が
本
性
の
ま
ま

に
遊
び
平
和
で
あ
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。「
鳶
魚
上
下
み
な
道
と
照
然
た
り
。」

の
「
道
」
の
解
釈
は
、『
中
庸
』
冒
頭
部
の
「
天
の
命
、
之
を
性
と
謂
ひ
、
性
に

率
ふ
、
之
を
道
と
謂
ひ
」
か
ら
窺
え
る
。
性
は
理
と
し
て
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
性
に
従
っ
た
生
き
方
を
「
道
」
と
呼
ぶ
。
朱
熹
は
『
中
庸
章
句
』
に
お
い
て
、

「
蓋
し
人
の
人
た
る
所
以
、
道
の
道
た
る
所
以
、
聖
人
の
教
え
を
為
せ
し
所
以
は
、

そ
の
自
る
所
を
尋
ぬ
る
に
、
一
と
し
て
天
に
本
づ
き
我
に
備
は
ざ
る
は
無
し
。」

と
、
人
間
や
道
、
教
え
が
天
に
基
づ
く
と
解
説
す
る（

（3
（

。
鳶
が
空
を
飛
び
、
魚
が
水

を
泳
ぐ
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
性
に
基
づ
い
た
生
き
方
、
道
を
体
現
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
に
と
っ
て
の
道
は
、
朱
子
学
で
重
視
さ
れ
た
理
、「
本
然

の
性
」
に
従
っ
た
生
き
方
に
他
な
ら
ず
、
人
間
行
為
の
規
範
を
表
し
た
鑑
戒
画
と

い
え
る
。

④
祥
瑞
・
起
源

蒼
頡
、
河
図
洛
書
は
祥
瑞
画
題
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
古
代
中
国
に
お
け
る
伝
説

を
典
拠
と
す
る
。
蒼
頡
は
、
中
国
古
代
の
黄
帝
に
仕
え
鳥
の
足
跡
か
ら
漢
字
を
作

り
出
し
た
人
物
で
あ
る
。
前
漢
に
成
立
し
た
『
淮
南
子
』
に
は
、「
昔
者
、
蒼
頡

の
書
を
作
る
や
、
天
粟
を
雨
ら
し
、
鬼
、
夜
哭
す
。」
と
あ
る（

（3
（

。
書
の
誕
生
に
際

し
、
普
通
に
は
あ
り
得
な
い
出
来
事
が
発
生
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
文
字
と
書
の

開
発
に
よ
っ
て
聖
人
の
教
え
の
道
を
記
述
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
の
教
化
に

繋
が
っ
た
。
次
い
で
説
明
さ
れ
る
河
図
洛
書
は
図
象
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
八
卦
と

洪
範
の
起
源
で
あ
り
、
君
子
が
人
々
を
導
く
道
徳
規
範
と
な
っ
た
。
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面
し
て
描
か
れ
た
。「
蒼
頡
図
」、「
河
図
図
」、「
洛
書
図
」
と
は
表
裏
の
位
置
関

係
に
あ
る
。

鳳
凰
は
、
東
洋
に
お
け
る
架
空
の
鳥
で
あ
る
。
障
壁
画
に
は
つ
が
い
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
が
、
鳳
を
雄
、
凰
を
雌
と
呼
称
す
る
。『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
何
を

か
四
霊
と
謂
う
。
麟
鳳
亀
龍
、
こ
れ
を
四
霊
と
謂
う
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国

に
お
け
る
四
種
の
動
物
の
代
表
・
四
霊
の
う
ち
の
一
種
で
あ
り
、
周
代
以
前
か
ら

鳥
類
を
支
配
す
る
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
前
述
し
た
『
礼
記
』
に
加
え
、
河

図
の
典
拠
で
も
あ
る
『
論
語
』
子
罕
篇
で
は
「
子
曰
く
、
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
図
を

出
さ
ず
、
吾
已
ん
ぬ
る
か
な
。」
と
言
及
さ
れ
る
。
鳳
凰
は
、
河
図
と
共
に
聖
人

や
天
子
が
現
れ
る
前
兆
、
つ
ま
り
祥
瑞
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。ま
た
、『
荀
子
』

哀
公
篇
で
は
、「
孔
子
曰
く
、
古
の
王
者
、
務
し
て
拘
領
す
る
者
有
り
、
そ
の
政

生
を
好
み
殺
を
悪
む
。
是
を
以
て
鳳
列
樹
に
在
り
、
麟
郊
野
に
在
る
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
儒
教
的
な
道
徳
と
結
び
つ
き
、
良
い
政
治
の
証
拠
と
も
捉
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
漢
代
以
降
、
道
徳
を
備
え
た
仁
鳥
と
し
て
の
鳳
凰
は
、『
論
語
摘
衰
聖
』、

『
春
秋
感
精
符
』
と
い
っ
た
緯
書
に
お
い
て
思
想
的
に
形
成
さ
れ
、
後
世
に
影
響

を
与
え
た（

（4
（

。
中
国
の
歴
代
王
朝
に
お
い
て
、
鳳
凰
は
治
世
を
正
当
化
し
礼
賛
す
る

た
め
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
前
漢
に
編
纂
さ
れ
た
詩
集
『
韓
詩
外
伝
』
に
は
、

黄
帝
が
即
位
し
た
際
、「
鳳
乃
ち
帝
の
東
園
に
止
ま
り
，
帝
の
梧
桐
に
集
い
、
帝

の
竹
實
を
食
べ
、
沒
身
去
ら
ず
。」
と
あ
り
、
鳳
凰
が
現
れ
る
と
黄
帝
が
没
す
る

ま
で
宮
廷
の
庭
に
留
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、『
淮
南
子
』（
前
漢
、
劉
安
）
で
は
、

鳳
凰
は
二
皇
（
伏
犠
・
神
農
）
の
時
代
に
は
庭
に
、
三
代
（
堯
・
舜
・
禹
）
の
時

代
に
は
門
に
、
周
代
に
は
澤
に
現
れ
た
と
し
た（

（4
（

。
つ
ま
り
、
古
代
の
事
例
が
あ
る

よ
う
に
、
理
想
的
な
治
世
で
あ
れ
ば
鳳
凰
は
実
際
に
表
れ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
実

際
に
、
清
代
の
類
書
『
淵
鑑
類
函
』（
一
七
一
〇
）
に
言
及
さ
れ
る
『
史
書
』、『
漢

書
』、『
唐
書
』、『
金
五
行
志
』
と
い
っ
た
歴
史
書
に
は
、
鳳
凰
が
現
れ
た
と
い
う

で
あ
る
学
問
を
記
す
手
段
で
あ
っ
た
。
易
は
吉
凶
を
占
い
人
々
の
行
動
の
指
針
と

な
り
、
洪
範
は
政
治
の
規
範
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
画
題
・
蒼
頡
及
び
河
図
洛
書

は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
「
開
物
成
務
」
の
例
示
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
明

ら
か
に
な
っ
た
道
理
を
基
に
、
聖
人
が
人
々
を
教
え
導
き
、
社
会
規
範
が
実
現
さ

れ
る
状
態
を
も
示
し
て
い
る
。「
蒼
頡
図
」、「
河
図
図
」、「
洛
書
図
」
は
仙
台
藩

主
と
養
賢
堂
に
学
ぶ
武
士
た
ち
に
、
為
政
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
視
覚
的
に
訴
え
る

鑑
戒
画
と
い
え
る
。

視
学
所
北
側
に
描
か
れ
た
①
か
ら
④
ま
で
の
画
題
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
①
か

ら
③
ま
で
の
画
題
は
、
物
理
と
道
理
を
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
天
か
ら
与
え

ら
れ
た
性
・
理
に
従
っ
て
万
物
が
運
行
す
る
朱
子
学
的
な
世
界
観
を
示
し
て
い
る
。

世
界
の
一
因
で
あ
る
人
間
も
、
自
ら
の
性
を
自
覚
し
、
従
っ
て
生
き
る
た
め
に
学

問
修
養
に
励
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
障
壁
画
に
示
さ
れ
た
動
物
、
植

物
に
内
在
す
る
理
を
一
つ
一
つ
極
め
、
自
身
の
人
間
完
成
の
糧
と
す
る
過
程
は
、

格
物
窮
理
に
他
な
ら
な
い
。
④
祥
瑞
・
起
源
に
お
い
て
は
、
道
徳
を
備
え
た
聖
人

が
自
身
の
体
得
し
た
理
を
人
々
へ
伝
え
る
、
民
衆
教
化
の
一
例
と
し
て
蒼
頡
・
河

図
洛
書
が
描
か
れ
る
。
文
字
や
、
易
、
洪
範
は
、
理
を
究
め
た
人
間
が
生
み
出
し

た
発
明
、
技
術
で
あ
っ
た
。『
大
学
』
八
条
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
①
か
ら

③
は
「
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
」
に
あ
た
り
、
④
の
障
壁
画
は
「
斉

家
・
治
国
・
平
天
下
」
の
段
階
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
自
身
を
修

め
、
後
に
人
を
治
め
る
姿
勢
は
、
江
戸
時
代
の
為
政
者
階
級
で
あ
る
武
士
に
求
め

ら
れ
た
在
り
方
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
視
学
所
北
側
に
は
武
士
を
教
育
す
る

場
と
し
て
の
藩
校
に
相
応
し
い
画
題
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑤
祥
瑞
・
鳳
凰

「
鳳
凰
図
」、「
桐
図
」、「
竹
図
」
は
、
視
学
所
南
側
の
堂
と
呼
ば
れ
る
一
室
に
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と
し
て
も
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
鳳
凰
が
養
賢
堂
に
留
ま
り
続
け
る
こ

と
は
、
世
界
か
ら
徳
が
失
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
証
左
で
あ
る
。よ
っ
て
鳳
凰
は
、

仙
台
藩
の
武
士
た
ち
に
と
っ
て
実
現
す
べ
き
目
標
で
あ
り
、
自
ら
の
努
力
に
よ
っ

て
持
続
さ
せ
る
と
い
う
義
務
を
想
起
さ
せ
る
画
題
で
あ
っ
た
。
鳳
凰
を
は
じ
め
と

す
る
祥
瑞
画
は
、
吉
祥
と
鑑
戒
の
両
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

障
壁
画
全
体
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
障
壁
画
に
は
、
万
物
が
理
に
従
っ

て
運
行
す
る
世
界
観
と
、
人
間
の
理
・
五
常
五
倫
を
学
び
取
り
民
衆
教
化
に
活
か

す
過
程
、
そ
し
て
徳
の
盛
明
を
示
す
祥
瑞
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
朱
子
学

の
政
治
・
学
問
・
教
育
観
に
基
づ
い
て
お
り
、
改
革
を
経
た
養
賢
堂
の
教
育
へ
の

姿
勢
を
体
現
し
て
い
る
。
講
堂
の
河
図
洛
書
に
基
づ
い
た
構
造
も
踏
ま
え
て
も
、

教
育
、
建
築
、
絵
画
な
ど
全
て
に
お
い
て
、
前
提
と
な
る
理
を
重
ん
じ
る
平
泉
の

朱
子
学
的
な
思
想
が
表
れ
て
い
る
。
視
学
所
の
空
間
は
、
藩
主
や
武
士
た
ち
に
人

と
し
て
、
為
政
者
と
し
て
の
在
り
方
を
鑑
戒
と
し
て
説
く
。
そ
し
て
、
祥
瑞
が
描

か
れ
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
時
代
の
到
来
を
願
う
吉
祥
性
を
内
包
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

３

障
壁
画
の
役
割
と
背
景

学
制
改
革
の
目
的
は
実
用
的
な
人
材
の
教
育
に
あ
っ
た
が
、
背
景
に
は
当
時
の

仙
台
藩
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
密
接
に
関
係
す
る
。
仙
台
藩
の
内
部
で
は
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
と
同
七
年
の
大
飢
饉
に
よ
り
、
不
安
定
な
体
制
が
続
い
て

い
た（

（4
（

。
さ
ら
に
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
八
代
藩
主
・
斉
村
が
二
十
三
歳
で

逝
去
し
て
以
降
、
幼
年
の
藩
主
が
続
き
、
若
年
寄
の
堀
田
正
敦
が
後
見
人
と
し
て

就
か
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
政
治
的
に
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
。
堀
田
正
敦

は
、
六
代
藩
主
・
伊
達
宗
村
（
一
七
一
八
〜
一
七
五
六
）
の
八
男
で
あ
り
、
寛
政

二
年
よ
り
松
平
定
信
に
よ
っ
て
若
年
寄
に
抜
擢
さ
れ
た
。
在
任
中
は
『
寛
政
重
修

出
来
事
が
史
実
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

「
邦
君
視
学
所
画
記
」
に
は
、「
堂
則
ち
鳳
凰
、
梧
を
栖
と
し
竹
を
餌
と
す
。
山

水
の
秀
媚
な
り
。
飲
啄
し
爰
に
そ
の
止
ま
る
を
獲
る
。」
と
あ
る
。
梧
桐
に
住
み
、

竹
を
餌
と
す
る
と
い
う
生
態
は
、
前
述
し
た
『
韓
詩
外
伝
』
や
緯
書
の
一
種
『
春

秋
孔
演
図
』
等
の
記
述
に
基
づ
く（

（4
（

。『
古
事
類
苑
』
に
は
、「
本
邦
鳳
凰
ヲ
画
ク
時

ハ
、
必
旁
ニ
白
桐
ヲ
画
ク
。
唐
人
ハ
必
梧
桐
ヲ
画
ク
。
鳳
ハ
非
梧
桐
不
棲
、
非
竹

実
不
食
と
云
時
ハ
、
白
桐
ヲ
画
ク
は
謂
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。」
と
あ
る
た
め
、
平
泉

は
鳳
凰
を
中
国
的
な
、
こ
の
場
合
は
儒
教
の
文
脈
で
捉
え
画
題
を
考
案
し
た
と
み

る（
（4
（

。
ま
た
、
意
義
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
「
そ
れ
然
る
の
ち
文
物
盛
明
し
、
鳳
を

取
る
こ
と
あ
り
。」
と
あ
る
。
文
物
盛
明
と
は
、
天
下
が
栄
え
学
問
や
文
化
が
盛

ん
と
な
る
様
を
指
す
。
優
れ
た
為
政
者
の
治
世
に
現
れ
た
鳳
凰
を
、「
獲
え
た
」

と
い
う
体
で
絵
画
化
し
た
の
で
あ
る
。
鳳
凰
が
来
儀
す
る
に
は
、
天
下
に
徳
が
行

き
渡
る
の
み
な
ら
ず
、
居
場
所
と
し
て
の
庭
、
特
に
梧
桐
と
竹
が
必
要
で
あ
っ

た
。
よ
っ
て
障
壁
画
に
は
鳳
凰
に
伴
い
梧
桐
と
竹
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
。
そ
し

て
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
講
堂
の
中
庭
に
梧
桐
と
竹
を
植
え
た
理
由
も
、
古
代
か
ら

続
く
鳳
凰
来
儀
の
事
例
に
則
る
た
め
で
あ
っ
た
。

前
述
の
通
り
、
堂
に
描
か
れ
た
「
鳳
凰
図
」、「
桐
図
」、「
竹
図
」
は
起
源
を
示

す
祥
瑞
・「
蒼
頡
図
」、「
河
図
図
」、「
洛
書
図
」
と
表
裏
の
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
視
学
所
北
側
全
体
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
も
い
え

る
。
北
側
の
障
壁
画
に
は
、『
大
学
』
八
条
目
に
示
さ
れ
た
政
治
の
第
一
段
階
と

し
て
の
教
育
の
過
程
と
、
為
政
者
の
あ
る
べ
き
姿
、
そ
し
て
五
常
五
倫
が
行
き

渡
っ
た
世
界
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
正
室
に
表
現
さ
れ
た
理
想
的
な
政
治
に
感

応
し
、
鳳
凰
が
現
れ
養
賢
堂
に
留
ま
る
様
子
が
、
堂
の
障
壁
画
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。
政
治
に
よ
り
世
界
に
徳
が
行
き
渡
ら
な
け
れ
ば
、
鳳
凰
は
地
上
に
存
在
し
得

な
い
。
つ
ま
り
正
室
と
堂
の
障
壁
画
は
、
単
な
る
位
置
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
意
義
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建
設
を
急
務
と
し
た
。
そ
し
て
城
堡
の
立
て
方
を
蘭
学
書
に
求
め
、
蘭
学
者
や
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
よ
う
提
言
し
た
。
平
泉
は
儒
学
を
学

ん
で
き
た
が
、
積
極
的
に
蘭
学
の
摂
取
を
試
み
て
い
る
。
平
戸
に
お
け
る
捕
鯨
見

物
・
調
査
の
経
験
を
詳
細
に
記
録
し
た
捕
鯨
百
科
全
書
『
鯨
史
稿
』（
文
化
五
年
、

一
八
〇
八
）
全
六
巻
の
執
筆
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る（

（4
（

。
朱
子
学
の
外
的
認
識
や
博

学
多
識
を
重
視
す
る
性
質
、
そ
し
て
平
泉
を
援
助
し
た
林
述
斎
と
堀
田
正
敦
の
意

向
を
考
慮
す
れ
ば
、
平
泉
の
蘭
学
受
容
の
姿
勢
は
自
然
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
泉
は
、
自
身
の
遊
歴
の
経
験
か
ら
開
明
的
な
学
問
観
を
身
に

つ
け
、
学
制
改
革
に
お
い
て
数
学
、
医
学
、
蘭
学
、
洋
学
な
ど
実
学
の
積
極
的
な
導

入
を
図
っ
た
。
学
制
改
革
の
目
的
は
、
藩
政
の
立
て
直
し
や
海
防
と
い
っ
た
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
人
材
教
育
で
あ
り
、
経
世
済
民
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
は
、

新
た
な
学
問
に
よ
っ
て
人
々
を
教
化
す
る
と
い
う
、
朱
子
学
に
基
づ
い
た
政
治
・
学

問
・
教
育
観
が
存
在
し
た
。
寛
政
異
学
の
禁
に
お
い
て
は
、
社
会
を
統
合
す
る
理
念

と
し
て
朱
子
学
は
再
認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
仙
台
藩
に
お
い
て
も
、
藩
校
は
教
育
の

場
、
民
衆
教
化
の
中
枢
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
講
堂
に
は
『
大
学
』
八
条

目
の
政
治
実
践
の
過
程
や
、
民
衆
教
化
を
象
徴
す
る
祥
瑞
が
絵
画
化
さ
れ
た
。
視
学

所
障
壁
画
は
養
賢
堂
の
学
問
観
を
視
覚
的
に
表
現
し
、
講
堂
の
構
造
と
し
て
の
河
図

洛
書
は
、
仙
台
藩
の
武
士
た
ち
を
支
え
る
思
想
的
基
盤
の
役
割
を
担
っ
た
。
平
泉

は
、
自
ら
が
設
計
し
た
教
育
の
場
に
お
い
て
、
朱
子
学
に
よ
る
合
理
的
な
実
践
と
開

明
的
な
学
問
観
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

４
「
大
舜
命
契
図
」
と
障
壁
画

講
堂
落
成
か
ら
二
年
後
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
視
学
所
の
床
の
間
に
新

た
に
制
作
さ
れ
た
東
洋
筆
「
大
舜
命
契
図
」
が
掛
け
ら
れ
た
。『
講
堂
小
誌
』
所

収
の
「
立
教
」
及
び
「
大
舜
命
契
画
幅
記
」（
文
政
二
年
、
一
八
一
九
）
に
は
、

諸
家
譜
』
の
編
集
を
総
裁
し
、『
干
城
録
』
を
編
纂
す
る
な
ど
、
幕
府
の
編
纂
事

業
に
携
わ
っ
た
。
昌
平
坂
学
問
所
の
再
建
に
あ
た
り
林
述
斎
ら
と
連
携
し
て
寛
政

異
学
の
禁
を
推
進
す
る
な
ど
、
文
教
政
策
に
尽
力
し
た
と
も
知
ら
れ
る（

（4
（

。
仙
台
藩

外
部
の
問
題
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
の
脅
威
が
挙
げ
ら
れ
る
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
九
月
に
は
、
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎
来
航
、
同

四
年
年
に
は
ロ
シ
ア
が
樺
太
と
千
島
列
島
、
択
捉
島
を
襲
撃
す
る
等
の
事
件
が
発

生
し
て
い
た
。
文
化
年
間
は
、
全
国
的
に
海
防
が
意
識
さ
れ
始
め
た
時
期
な
の
で

あ
る
。

平
泉
は
、
自
ら
の
学
問
修
養
の
た
め
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
九
月
ま
で
の

二
年
半
と
い
う
長
期
の
遊
歴
に
出
て
い
た
。
主
要
な
目
的
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
長

崎
滞
在
の
際
に
は
、
蘭
学
者
・
志
筑
忠
雄
（
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
六
）
に
オ
ラ
ン

ダ
天
文
学
を
学
び
、
中
国
や
オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
・
商
船
を
見
学
し
、
さ
ら
に
は
中

国
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
と
交
流
す
る
機
会
を
得
た
。
長
崎
に
お
け
る
蘭
学
学
習
や
、

様
々
な
援
助
の
た
め
の
手
配
に
は
、
林
述
斎
、
そ
し
て
幕
府
若
年
寄
・
堀
田
正
敦

の
助
力
が
あ
っ
た
。
正
敦
は
大
槻
玄
沢
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
蘭
学
を
興
隆
し
た
一

方
で
、
日
露
紛
争
時
に
は
蝦
夷
地
に
赴
く
な
ど
蘭
学
史
、
対
外
交
渉
史
に
お
い
て

も
功
績
が
あ
る
。
加
え
て
、
鳥
類
図
鑑
『
観
文
禽
譜
』
を
著
す
な
ど
、
国
内
外
の

学
問
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
蘭
学
の
有
用
性
を
い
ち
早
く
理
解
し
て
い
た
正
敦

は
、
昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
も
優
秀
な
人
材
で
あ
っ
た
仙
台
藩
出
身
の
平
泉
を

教
育
す
る
目
的
で
、
長
崎
で
の
遊
学
を
援
助
し
た
と
さ
れ
る
。
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎

来
航
を
現
地
で
経
験
し
た
平
泉
は
、
自
身
の
見
聞
集
『
経
世
体
要
』
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
は
今
後
日
本
の
脅
威
と
な
る
可
能
性
に
言
及
し
、
海
防
の
重
要
性
を
提
示

し
た（

（4
（

。
ま
た
、
蝦
夷
地
や
仙
台
を
含
む
奥
州
の
用
地
に
鎮
守
を
設
置
し
防
衛
す
る

と
い
っ
た
対
外
論
を
展
開
し
た
。
具
体
的
な
防
衛
策
と
し
て
、
戦
艦
に
よ
る
往
来

の
船
舶
の
監
視
を
挙
げ
る
が
、
平
泉
は
西
洋
の
火
器
へ
の
対
抗
策
と
し
て
城
堡
の
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そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
障
壁
画
と
同
様
に
略
図
が
『
講
堂
小
誌
』
に
収
載
さ
れ

（
図
16
）、
仙
台
市
博
物
館
に
副
本
と
さ
れ
る
作
品
が
所
蔵
さ
れ
る（
図
17
）。ま
た
、

原
本
と
み
ら
れ
る
個
人
蔵
の
作
品
が
大
林
昭
雄
氏
の
論
考
に
掲
載
さ
れ
る
（
図

18
）。「
大
舜
命
契
図
」
は
『
書
経
』
舜
典
の
「
帝
曰
く
、
契
、
百
姓
親
し
ま
ず
、

五
品
遜
は
ず
。
汝
司
徒
と
作
な
り
、
敬
て
五
教
を
敷
き
、
寛
に
在
れ
と
。」
を
典

拠
と
す
る（

（5
（

。
皇
帝
で
あ
る
舜
が
、
家
臣
た
ち
に
世
を
治
め
る
た
め
の
指
示
を
下
す

場
面
で
あ
る
。
舜
は
、
家
臣
の
一
人
・
契
に
対
し
、
教
育
を
司
る
司
徒
と
い
う
役

職
を
与
え
、
五
教
（
五
常
五
倫
）
を
民
衆
へ
広
め
る
よ
う
命
じ
た
。
君
主
の
命
に

よ
り
教
育
を
推
進
す
る
と
い
う
逸
話
は
、
養
賢
堂
に
お
け
る
学
制
改
革
の
在
り
方

に
も
通
ず
る
。

改
革
実
行
期
の
藩
主
で
あ
っ
た
十
代
・
斉
宗
は
、
講
堂
が
落
成
し
て
二
年
後
の

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
に
逝
去
し
た
。「
大
舜
命
契
画
幅
記
」
に
よ
れ
ば
、

生
前
の
斉
宗
は
、
自
ら
賛
を
施
し
た
「
大
舜
命
契
図
」
を
視
学
所
の
床
の
間
に
掛

け
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
程
な
く
し
て
逝
去
し
た
た
め
、
取
り
止
め
と

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
を
継
い
だ
十
一
代
藩
主
・
斉
義
（
一
七
九
八
〜

一
八
二
八
）
の
意
向
で
実
現
し
た
と
い
う（

（5
（

。
以
下
、
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
を
掲

示
す
る
。講

堂
成
る
の
明
年
十
二
月
、
英
山
公
肇
め
て
講
堂
に
涖
み
、
大
い
に
学
官

を
饗
す
。
厥
の
明
年
四
月
、
公
即
世
す
。
国
相
川
口
邑
主
遠
藤
元
長
、
公
の

遺
旨
を
奉
じ
、（
中
略
）
大
舜
契
に
命
ず
る
の
画
幅
を
視
学
所
の
正
壁
に
掲

げ
し
む
。
進
み
て
画
幅
の
前
に
至
り
て
北
面
し
、
扶
服
し
拝
し
畢
り
て
位
に

復
す
。
乃
ち
凡
そ
列
に
在
る
者
を
諭
し
て
曰
く
、
あ
あ
爾
衆
官
と
諸
生
、
予

明
に
汝
ら
に
告
ぐ
。
先
公
、
政
を
為
す
に
仁
に
拠
り
、
既
に
己
に
学
を
興

し
、
画
を
洋
（
東
東
洋
）
に
命
じ
舜
と
契
と
を
絵
す
。
そ
の
誥
誡
の
語
、
躬

図17 東東洋「大舜命契図」
仙台市博物館蔵

図16 「大舜命契図」『養賢堂学制』図18 東東洋「大舜命契図」
個人蔵
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斉
宗
が
養
賢
堂
を
訪
れ
た
記
録
は
無
い
。
さ
ら
に
文
政
元
年
冬
に
記
さ
れ
た
「
邦

君
視
学
所
画
記
」
に
は
、「
大
舜
命
契
図
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
無
い
う
え
、
障

壁
画
の
意
義
を
説
明
す
る
際
に
舜
の
治
世
に
対
す
る
特
別
な
言
及
も
み
ら
れ
な

い
。
こ
こ
か
ら
、
斉
宗
が
初
め
て
養
賢
堂
を
訪
れ
た
際
に
「
大
舜
命
契
画
幅
記
」

の
制
作
を
命
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
作
品
の
制
作
時
期
は
文
政
元
年

十
二
月
以
降
、
斉
宗
が
賛
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
文
政
二
年
に
入
っ
て
か
ら

と
推
測
で
き
る
。

一
方
、
謡
曲
「
立
教
」
に
は
、「
大
舜
命
契
画
幅
記
」
の
出
来
事
が
平
泉
の
一

人
称
と
い
う
形
式
で
述
べ
ら
れ
る（

（5
（

。

此
君
世
に
ま
し
ま
す
の
時
、
大
舜
契
に
仰
せ
し
図
に
本
文
を
題
し
給
ひ
、

学
館
に
掛
よ
と
仰
あ
り
し
か
、
幾
程
な
く
隠
れ
さ
せ
給
ひ
て
候
程
に
、
し
は

し
其
事
や
み
て
候
か
、
嗣
君
紹
述
の
御
志
い
や
深
く
、
廃
れ
た
る
を
も
挙
げ

行
わ
れ
候
折
か
ら
、
今
日
吉
日
に
て
候
へ
は
、
先
君
の
御
筆
を
学
館
に
掛
奉

り
、
深
き
思
召
を
も
人
々
に
し
ら
せ
は
や
と
存
候
、
か
け
ま
く
も
賢
き
君
か

仰
言
、
し
は
し
や
め
を
く
日
数
立
、
は
や
二
年
に
成
り
に
け
り
、（
中
略
）

実
有
難
き
御
事
か
な
と
、
立
よ
り
御
筆
を
受
け
と
り
て
、
視
学
所
の
正
面
に

こ
そ
か
ヽ
か
け
け
れ
、
い
か
に
人
々
御
覧
候
へ
、
此
御
筆
の
文
に
い
わ
く
、

敬
て
五
教
敷
寛
に
あ
れ
と
の
御
事
な
り
、
是
昔
大
舜
契
に
仰
せ
て
宣
ひ
し
文

な
り
、
先
君
御
筆
を
染
給
し
も
、
す
な
は
ち
同
じ
御
心
な
り
、（
中
略
）

実
や
虞
舜
の
御
代
こ
そ
は
、
〳
〵
、
五
倫
の
を
し
へ
明
ら
か
に
、
道
有
る

御
代
や
鳳
凰
の
、
い
た
れ
る
徳
を
後
の
世
の
今
に
い
た
り
て
仰
く
ら
ん
、
か

く
治
ま
れ
る
御
代
な
れ
は
、
民
の
和
ら
く
を
し
へ
と
て
、
舜
の
作
れ
る
韶
の

楽
、
類
ひ
も
名
に
そ
聞
の
み
か
今
も
御
国
に
伝
わ
れ
る
、
五
常
楽
は
是
な
れ

や
、
今
も
を
し
へ
の
普
く
て
、
国
と
み
民
も
饒
か
な
ら
は
舜
の
御
代
に
も
劣

親
し
て
之
に
書
く
。
掲
げ
て
以
て
学
館
諸
生
を
観
る
に
、
ま
た
な
お
大
舜
の

契
に
命
ず
る
が
ご
と
き
な
り
。
則
ち
公
の
自
ら
期
す
る
所
以
は
、
以
て
人
に

望
む
所
と
与
に
す
、
盛
意
昭
昭
た
る
や
此
の
如
し
。
あ
あ
公
、
大
志
を
抱
き

て
果
た
さ
ず
、
中
道
に
し
て
即
世
す
。
昊
天
、
何
ぞ
恵
ま
れ
ず
や
。
然
り
と

雖
も
、
嗣
君
は
仁
孝
に
し
て
紹
述
茲
に
在
り
。
爾
衆
官
と
諸
生
、
往
勉
な
る

か
な
。
大
舜
の
契
に
命
ず
る
、
清
準
（
大
槻
平
泉
）
そ
れ
こ
れ
を
推
明
す
。

清
準
、
拝
し
て
稽
首
し
、
そ
の
義
を
推
明
し
て
曰
く
、
人
の
道
あ
る
や
、
居

然
と
し
て
飽
暖
に
甘
ん
じ
、
教
以
て
之
を
検
べ
る
無
し
。
飛
走
な
ん
ぞ
選
ば

ん
。
惟
だ
舜
之
を
惻
み
、
契
を
し
て
司
徒
と
為
さ
し
む
。
こ
れ
に
命
じ
て
曰

く
、
敬
て
五
教
を
敷
き
寛
に
在
れ
、
と
。
こ
れ
舜
の
天
明
に
則
り
て
人
倫
を

教
え
る
所
以
な
り
。

（
大
槻
平
泉
「
大
舜
命
契
画
幅
記
」『
講
堂
小
誌
』）

「
大
舜
命
契
画
幅
記
」
が
記
さ
れ
た
文
政
二
年
十
二
月
、
斉
宗
の
遺
旨
を
遂
げ

る
に
あ
た
っ
て
、
内
務
長
官
の
中
村
景
房
、
学
頭
、
副
学
頭
と
学
職
百
三
十
人
あ

ま
り
、
生
徒
数
百
人
あ
ま
り
が
講
堂
に
集
ま
っ
た
。そ
し
て
学
頭
の
平
泉
に
よ
り
、

前
述
し
た
「
大
舜
命
契
図
」
の
画
題
の
意
義
と
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
斉
宗
の
藩

校
教
育
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。
平
泉
は
、
聖
人
可
学
論
に
基
づ
い
た
教
育
観

に
つ
い
て
言
及
し
、
人
々
を
教
化
で
き
る
か
ど
う
か
の
責
任
は
平
泉
を
含
む
学
職

に
あ
る
と
し
て
、
藩
校
教
育
に
対
す
る
覚
悟
を
表
明
し
た
。

本
作
品
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
、
講
堂
障
壁
画
制
作
の
後
で
あ
り
、
文
化
十
四

年
（
一
八
一
七
）
の
制
作
と
す
る
説
が
あ
る（

（5
（

。『
六
代
治
家
記
録
』
巻
六
十
六
英

山
公
七
文
政
元
年
十
二
月
十
三
日
の
条
に
は
、「
養
賢
堂
ヘ
営
築
始
テ
臨
ス
奉
行

以
下
大
槻
民
治
（
平
泉
）
等
へ
酒
饌
ヲ
賜
フ
畢
テ
民
治
礼
記
ヲ
講
ズ
」
と
あ
り
、

落
成
し
た
講
堂
を
斉
宗
が
訪
れ
た
の
は
文
政
元
年
十
二
月
が
初
め
て
で
あ
っ
た
と

わ
か
る（

（5
（

。
そ
の
二
日
後
、
平
泉
ら
の
講
堂
落
成
に
対
す
る
功
を
賞
し
た
の
ち
に
、
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事
で
あ
り
、「
泮
林
」
は
講
堂
落
成
時
の
祭
事
に
基
づ
い
て
い
る（

（5
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の

謡
曲
に
お
い
て
も
講
堂
や
障
壁
画
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
る
が
、「
立
教
」
を
除
い

て
舜
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。
つ
ま
り
、
平
泉
が
舜
の
時
代
を
理
想
と
す
る
思
想

は
「
大
舜
命
契
図
」
の
制
作
以
降
に
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
前
述
の
通
り
、「
大

舜
命
契
図
」
は
、
文
政
二
年
十
二
月
か
ら
視
学
所
の
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
、
障
壁

画
と
一
体
と
な
っ
た
。
斉
宗
の
死
を
契
機
と
し
て
、
視
学
所
の
空
間
は
、
新
た
に

舜
の
治
世
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
大
舜
命
契
図
」
は
皇
帝
が
家
臣
へ
教
育
の
推
進
を
命
じ
る
と
い
う
逸
話
を
表

現
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。「
先
君
御
筆
を
染
給
し
も
、
す
な
は
ち
同
じ
御
心
な
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
斉
宗
も
舜
と
同
様
に
、
教
育
に
よ
っ
て
国
を
太
平
に
し
て
欲
し

い
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
国
と
は
仙
台
藩
で
あ
り
、
五
教
を
広
め

る
人
物
で
あ
る
契
は
養
賢
堂
の
学
頭
・
平
泉
と
な
る
。
斉
宗
は
、
実
用
的
な
人
材

の
教
育
に
よ
っ
て
、
藩
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
を
目
指
す
武
士
た
ち
、
加
え
て

教
育
の
中
心
に
位
置
す
る
養
賢
堂
の
長
で
あ
っ
た
平
泉
の
姿
を
契
に
重
ね
た
。
斉

宗
の
「
敬
敷
五
教
在
寛
」
と
い
う
言
葉
が
賛
を
通
し
て
平
泉
に
送
ら
れ
る
こ
と
で
、

「
大
舜
命
契
」
の
逸
話
が
改
革
を
経
た
養
賢
堂
に
お
い
て
再
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

亡
き
斉
宗
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
大
舜
命
契
図
」
は
、
養
賢
堂
の
藩
士
た
ち
に

と
り
、
教
育
・
政
治
へ
の
姿
勢
を
よ
り
強
固
に
す
る
作
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

仙
台
藩
校
・
養
賢
堂
の
障
壁
画
の
意
義
に
つ
い
て
、「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
を

中
心
に
再
検
討
を
行
っ
た
。
養
賢
堂
障
壁
画
は
、
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
、

講
堂
が
焼
失
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、『
講
堂
小
誌
』
等
の
関
連
史
料
に
よ
り
、
製

作
背
景
が
判
明
す
る
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
障
壁
画
に
現
れ

る
ま
し
、
い
さ
さ
ら
は
と
て
も
猶
、
其
舜
の
世
の
例
に
て
、
五
常
楽
を
舞
ふ

へ
し
や
、
有
難
の
折
か
ら
や
、
〳
〵
、
教
へ
も
楽
も
舜
の
世
の
、
其
有
様
を

今
爰
に
、
う
つ
す
や
是
も
世
の
鏡
、
幾
千
代
か
け
て
照
ら
す
ら
ん
、
仰
く
も

愚
か
か
ヽ
る
世
に
、
す
め
る
や
い
つ
こ
道
の
く
は
、
実
民
草
も
ゆ
た
か
に
て

恵
み
普
ね
き
我
君
の
、
栄
行
末
を
猶
頼
む
、
此
音
楽
の
調
子
こ
そ
、
民
の
和

ら
く
基
ひ
な
れ
〳
〵

（『
養
賢
堂
学
制
』「
立
教
」）

作
品
の
製
作
経
緯
に
つ
い
て
は
「
大
舜
命
契
画
記
」
と
共
通
し
て
い
る
が
、
人

の
道
理
を
五
常
五
倫
と
し
て
説
明
し
、
四
季
の
運
行
を
天
の
教
え
の
現
れ
と
す
る

な
ど
、
障
壁
画
に
も
現
れ
た
朱
子
学
的
な
思
想
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
「
立
教
」

で
は
、
平
泉
は
舜
の
時
代
に
は
鳳
凰
が
現
れ
る
程
の
徳
が
行
き
渡
っ
て
お
り
、
仙

台
藩
も
劣
ら
な
い
と
述
べ
る
。
加
え
て
平
泉
は
日
本
に
伝
わ
る
五
常
楽
は
、
舜
が

作
っ
た
と
さ
れ
る
楽
曲
・
簫
韶
と
解
釈
す
る
。『
書
経
』
皋
陶
謨
に
よ
れ
ば
簫
韶

は
「
簫
韶
九
成
し
て
、
鳳
凰
来
儀
す（

（5
（

。」
と
あ
り
、
鳳
凰
を
呼
ぶ
ほ
ど
の
徳
を
秘

め
た
楽
曲
で
あ
っ
た
。
儒
教
に
お
け
る
楽
と
は
礼
楽
刑
政
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

り
、
民
心
を
和
ら
げ
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
手
段
で
あ
る（

（5
（

。
よ
っ
て
五
常
楽
は
、

舜
の
時
代
に
お
け
る
徳
を
仙
台
藩
に
伝
え
る
た
め
に
視
学
所
に
お
い
て
演
奏
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
泉
は
「
立
教
」
に
お
い
て
、
仙
台
藩
の
理

想
の
姿
と
し
て
舜
の
治
世
を
想
定
し
た
と
わ
か
る
。

「
邦
君
視
学
所
画
記
」
に
は
、
教
育
に
よ
っ
て
世
界
の
理
を
体
得
し
、
民
衆
を

強
化
し
て
ゆ
く
過
程
と
、
文
物
が
盛
ん
と
な
っ
た
結
果
と
し
て
現
れ
た
鳳
凰
が
障

壁
画
の
画
題
に
用
い
ら
れ
た
と
あ
っ
た
。
古
代
の
治
世
を
理
想
と
す
る
姿
勢
は

あ
っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
王
の
名
前
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。『
講
堂

小
誌
』
所
収
の
謡
曲
に
は
、「
立
教
」
の
ほ
か
に
「
視
学
」、「
泮
林
」
が
あ
る
。「
視

学
」
の
内
容
は
斉
宗
が
文
政
元
年
十
二
月
に
初
め
て
養
賢
堂
を
訪
れ
た
際
の
出
来
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な
い
。
本
研
究
を
進
展
さ
せ
る
に
は
、
引
き
続
き
諸
藩
の
御
用
絵
師
の
画
業
に
つ

い
て
、
研
究
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
本

稿
で
言
及
し
た
妙
法
院
蔵
「
真
仁
法
親
王
像
」
を
中
心
と
し
て
、
東
洋
の
画
家
像

に
迫
り
た
い
。

【
註
】

（
1
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
載
す
る
。
濱
田
直
嗣
「
東
東
洋
と
養
賢
堂
」（『
仙
台
郷

土
研
究
』復
刊
第
十
三
巻
一
号

仙
台
郷
土
研
究
会

一
九
八
八
）、寺
澤
慎
吾「
研
究
ノ
ー

ト

東
東
洋
筆
「
河
図
図
」
に
つ
い
て
の
考
察
―
養
賢
堂
学
頭
・
大
槻
平
泉
の
講
堂
建
築

と
絵
師
・
東
東
洋
の
画
用
に
お
け
る
位
置
付
け
―
」（
松
浦
清
・
真
貝
寿
明
編
『
天
文
文

化
学
序
説
―
分
野
横
断
的
に
み
る
歴
史
と
科
学
―
』（
思
文
閣
出
版

二
〇
二
二
））。

（
2
）
『
大
條
孫
三
郎
道
徳
と
伊
達
宗
亮
：
幕
末
を
生
き
た
仙
台
藩
士
の
生
涯
：
企
画
展
』（
山

元
町
歴
史
民
俗
資
料
館

二
〇
〇
九
）
三
〜
六
頁
。

（
3
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
載
す
る
。
大
林
昭
雄
『
東
東
洋
全
傳
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
林
出
版

一
九
八
八
）、
三
浦
三
吾
『
近
代
美
術
の
鑑
賞
Ⅰ 

東
東
洋
』（
仙
北
印
刷
セ

ン
タ
ー

一
九
九
三
）、
内
山
淳
一
「
仙
台
四
大
画
家
―
東
洋
・
曲
玉
・
梅
関
・
伊
州
―
」

（
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
仙
台
市
史

特
別
編
三

美
術
工
芸
』
仙
台
市

一
九
九
六
）、
三
浦
三
吾
『
京
都
・
妙
法
院
写
生
派
絵
師

仙
台
藩
東
東
洋
』（
仙
北
印
刷

セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
四
）、
杉
本
欣
久
『
研
究
成
果
報
告
書

東
北
画
人
基
礎
資
料
集
』

（
二
〇
二
二
）。

（
4
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
載
す
る
。
渋
沢
栄
一
『
楽
翁
公
傳
』（
岩
波
書
店

一
九
三
七
）、衣
笠
安
喜「
折
衷
学
派
と
教
学
統
制
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史

第
十
二（
近

世
四
）』（
岩
波
書
店

一
九
六
三
）。

（
5
）
『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
六
月
二
日
条
（
京
都
大
学
貴
重
資

料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
四
〇
三
頁
）。

（
6
）
養
賢
堂
に
関
す
る
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
『
仙
台
市
史

通
史
編
五
近
世
三
』（
仙
台
市

二
〇
〇
四
）、
佐
藤
賢
一
『
国
宝
大
崎
八
幡
宮

仙
台
・

江
戸
学
叢
書
三
六

仙
台
藩
の
和
算
』（
大
崎
八
幡
宮

仙
台
・
江
戸
実
行
委
員
会

二
〇
一
四
）。

（
7
）
『
経
世
体
要
』
は
『
仙
台
叢
書
二
』（
仙
台
叢
書
刊
行
会

一
九
二
三
）
一
三
九
〜

二
〇
八
頁
、「
家
譜
書
出
」（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）
は
、
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
『
仙
台

市
史

資
料
編
二
近
世
一
』（
仙
台
市

一
九
九
六
）
三
五
四
〜
三
六
〇
頁
に
収
録
さ
れ
る
。

な
お
、
大
槻
平
泉
に
関
す
る
研
究
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
鵜
飼
幸
子
「
養
賢
堂
の
学

制
改
革
に
つ
い
て
―
桜
田
欽
斎
、
志
村
篤
治
の
反
論
を
中
心
に
―
」（『
仙
台
市
博
物
館
調

た
依
頼
者
・
大
槻
平
泉
の
思
想
を
解
釈
し
、
当
時
の
社
会
状
況
と
の
関
連
を
示
す

と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
平
泉
の
朱
子
学
者
と
し
て
の
思
想
は
、
仙
台
藩
内
部
の

諸
問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
学
制
改
革
と
直
接
関
係
し
て
い
た
。
朱
子
学
的
思
想

に
厳
密
に
基
づ
い
た
障
壁
画
は
武
士
へ
の
鑑
戒
で
あ
る
と
同
時
に
、
天
下
太
平
の

到
来
を
願
う
吉
祥
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
他
に
類
を
見
な
い
特
殊
性
を

有
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
人
材
教
育
に
よ
る
経
世
済
民
で
あ
り
、
寛
政
異

学
の
禁
か
ら
続
く
政
治
思
想
を
継
承
し
て
い
た
。
十
代
藩
主
・
斉
宗
が
「
大
舜
命

契
図
」
の
制
作
を
命
じ
た
事
実
も
、
儒
学
を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
養
賢
堂

の
障
壁
画
は
、
文
化
文
政
年
間
に
お
け
る
政
治
教
育
思
想
の
あ
り
方
を
物
語
る
事

例
と
い
え
る
。

十
八
世
紀
後
半
に
は
、
松
平
定
信
に
よ
り
古
画
や
古
像
の
模
写
、
尚
古
的
文
献

の
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
絵
画
そ
の
も
の
の
意
義
が
意
識
さ
れ
た
。
養

賢
堂
の
絵
画
は
、
政
治
・
教
育
を
巡
る
一
連
の
思
想
の
中
で
絵
画
が
役
割
を
果
た

し
た
一
例
と
も
い
え
る
。
本
稿
に
お
け
る
研
究
手
法
が
必
ず
し
も
有
用
と
は
限
ら

な
い
が
、
他
藩
に
お
け
る
絵
画
の
製
作
事
業
を
個
別
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
、
近

世
後
期
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
絵
画
の
意
義
に
つ
い
て
、
政
治
史
・
思
想
史
的

な
観
点
か
ら
成
果
を
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
文
化
文
政
年
間
に
お
け
る
絵
画
の
意
義
の
再
考
は
、
画
家
研
究
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。
障
壁
画
の
作
者
・
東
東
洋
に
関
し
て
も
、
仙
台
四
大
家
の
一
人

と
し
て
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
東
洋
は
、「
法
眼
」

と
し
て
の
僧
位
を
得
て
お
り
、
京
都
に
お
い
て
門
跡
寺
院
や
中
宮
御
所
に
出
入
り

で
き
る
ほ
ど
の
画
家
で
あ
っ
た
。
御
用
絵
師
と
し
て
制
作
を
任
命
さ
れ
る
要
因
と

し
て
、
経
歴
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
加
え
て
、
朱
子

学
を
典
拠
と
す
る
障
壁
画
を
制
作
す
る
た
め
に
は
相
応
の
教
養
が
求
め
ら
れ
る

が
、
御
用
絵
師
に
求
め
ら
れ
る
教
養
の
度
合
い
と
実
情
に
関
し
て
も
明
ら
か
で
は
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査
研
究
報
告
書
』
二
号

一
九
八
二
）、
王
一
兵
「
堀
田
正
敦
と
仙
台
藩
の
学
制
改
革
―
洋

学
の
導
入
と
そ
の
要
因
―
―
」（
東
北
大
学
博
士
論
文

二
〇
二
〇
）。

（
8
）
『
仙
台
叢
書
』
巻
一
八
（
仙
台
叢
書
刊
行
会

一
九
三
六
）
所
収
、一
四
七
〜
一
五
一
頁
。

（
9
）
小
井
川
百
合
子
「
蔵
書
目
録
に
み
る
仙
台
藩
の
文
化
活
動
」（
朝
倉
治
彦
監
修
・
小
井

川
百
合
子
編
集
解
説
『
蔵
書
目
録
に
み
る
仙
台
藩
の
出
版
文
化

第
一
巻

書
誌
書
目
シ

リ
ー
ズ
八
〇
』（
ゆ
ま
に
書
房

二
〇
〇
六
）。

（
10
）
大
槻
平
泉
『
講
堂
小
誌
』（
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』
一
八
九
二
）。
上
記
所
収
の

引
用
資
料
「
立
教
」、「
講
堂
制
度
」、「
大
舜
命
契
画
幅
記
」
の
翻
刻
及
び
書
き
下
し
は
、

筆
者
に
よ
る
。

（
11
）
小
倉
強
監
修
『
実
測
図
仙
臺
及
び
近
郊
の
古
建
築
』（
北
匠
会

一
七
九
三
）。

（
12
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
載
す
る
。
鈴
木
由
次
郎
『
全
釈
漢
文
体
系
第
九
巻

易

経
上
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
）、
同
『
全
釈
漢
文
体
系
第
十
巻

易
経
下
』（
集
英
社
、

一
九
七
四
）、
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
『
重
修

緯
書
集
成

巻
六
』（
明
徳
出
版
、

一
九
七
八
）、
小
野
沢
精
一
、
福
永
光
司
、
山
井
湧
編
『
気
の
思
想
―
中
国
に
お
け
る
自

然
観
と
人
間
観
の
展
開
―
』（
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
〇
）、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の

新
研
究
』（
創
文
社

二
〇
〇
四
）。
ま
た
、
以
下
の
『
朱
子
語
類
』、『
大
学
章
句
』
格
物

補
伝
の
書
き
下
し
は
、
吾
妻
氏
の
論
考
に
よ
る
。

（
13
）
朱
熹
の
理
気
論
に
つ
い
て
、
気
は
天
地
間
の
自
然
現
象
を
引
き
起
こ
す
の
み
な
ら
ず
、

人
間
や
生
物
の
身
体
、
そ
れ
ら
の
五
感
等
の
諸
機
能
、
さ
ら
に
は
感
情
・
思
考
・
欲
望
な

ど
の
心
の
動
き
を
も
司
る
。
朱
熹
の
理
気
哲
学
に
お
い
て
は
、
世
界
に
存
在
す
る
事
物
は

全
て
理
と
気
に
よ
っ
て
成
立
し
存
在
す
る
。
事
物
の
物
質
の
面
は
気
に
よ
っ
て
出
来
上
が

り
、
そ
の
前
提
と
し
て
事
物
の
在
り
方
を
規
定
す
る
根
拠
・
原
理
・
法
則
が
理
で
あ
っ
た
。

朱
子
学
に
お
け
る
理
に
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
根
本
原
理
で
あ
り
、「
所
以
然
の
故
（
そ
の

よ
う
で
あ
る
原
因
）」
と
「
所
当
然
の
則
（
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
法
則
）」
と
説
明
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
事
物
の
存
在
の
根
拠
、
事
物
を
事
物
た
ら
し
め
る
本
質
的
な
要
件
と
、
事
物
の

あ
る
べ
き
理
想
的
な
在
り
方
を
指
す
。
理
は
、
一
年
を
通
じ
た
四
季
の
巡
り
や
、
水
が
高

所
か
ら
低
所
へ
流
れ
る
と
い
っ
た
自
然
現
象
の
法
則
の
み
な
ら
ず
、
鳥
が
空
を
飛
ぶ
、
魚

が
水
の
中
を
泳
ぐ
な
ど
の
生
物
の
在
り
方
や
本
質
を
も
規
定
す
る
。
そ
し
て
人
間
に
つ
い

て
述
べ
る
な
ら
ば
、
理
は
人
間
と
し
て
の
正
し
い
在
り
方
や
振
る
舞
い
、
道
徳
の
法
則
を

も
指
す
。
脚
註
に
つ
い
て
は
、
註
（
12
）
前
掲
論
考
を
参
考
と
し
た
。

（
14
）
辻
本
雅
史
『
近
世
教
育
思
想
史
の
研
究
―
日
本
に
お
け
る
「
公
教
育
」
思
想
の
源
流
―
』

（
思
文
閣
出
版

一
九
九
〇
）。

（
15
）
格
物
窮
理
に
お
け
る
博
学
の
重
要
性
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

蓋
し
こ
れ
道
理
該
は
ざ
る
所
無
く
、
在
ら
ざ
る
所
無
し
。
且
つ
礼
楽
射
御
書
数

の
如
く
、
許
多
の
周
旋
文
章
品
節
の
繁
の
升
降
、
豈
に
妙
道
精
義
有
ら
ん
や
。

只
だ
是
理
会
を
要
し
、
熟
時
を
得
て
理
会
す
る
も
、
道
理
便
ち
上
面
に
有
り
。

又
た
律
暦
、
刑
法
、
天
文
、
地
理
、
軍
旅
、
官
職
の
類
の
如
く
、
都
て
理
会
を

要
す
。（
中
略
）
若
し
只
だ
こ
の
些
子
を
守
り
、
那
裏
に
定
在
す
る
を
捉
り
、

許
多
把
り
都
て
閑
事
に
做
り
、
便
ち
都
て
了
る
事
無
し
。
此
の
如
く
、
只
だ
門

内
の
事
を
得
て
理
会
し
、
門
外
の
事
便
ち
了
る
を
得
ず
。
聖
人
教
人
の
博
学
を

要
す
る
所
以
な
り
。
二
字
力
説
す
。

（『
朱
子
語
類
』
巻
一
一
七
）

六
芸
や
礼
儀
作
法
の
振
る
舞
い
の
細
則
に
は
奥
深
い
意
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

律
暦
・
刑
法
と
い
っ
た
門
外
の
事
柄
ま
で
全
て
理
解
し
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
理
解

し
て
自
分
の
も
の
と
な
っ
た
時
初
め
て
、
道
理
を
得
る
。
よ
っ
て
、
聖
人
は
博
学
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
帰
納
的
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
全
体
の
理
に
至
る
に
は
、
博
学

多
識
に
よ
る
知
識
の
集
積
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
た
だ
博
学
で
あ
れ

ば
十
分
で
は
な
く
「
只
是
だ
一
以
て
之
を
貫
く
こ
と
」
が
無
け
れ
ば
聖
人
に
は
至
れ
な
い

と
も
朱
熹
は
述
べ
る
。
脚
註
に
つ
い
て
は
、
註
（
12
）
吾
妻
氏
の
論
考
を
参
考
と
し
た
。

（
16
）
元
の
授
時
暦
は
、
元
代
に
五
年
を
か
け
て
作
成
さ
れ
、
至
元
十
七
年
（
一
一
七
〇
）
に

完
成
し
た
。
制
作
に
最
も
貢
献
し
た
郭
守
敬（
一
二
三
一
〜
一
三
一
六
）、王
恂（
一
二
三
五

〜
一
二
八
一
）、許
衡（
一
二
〇
九
〜
一
二
八
一
）の
三
人
は
朱
子
学
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ

た
。
特
に
許
衡
は
、
元
代
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
で
あ
り
、
暦
理
に
精
通
し
て
い
た
と
い

う
。
先
行
研
究
に
は
、「
授
時
改
暦
は
、
元
初
の
朱
子
学
派
が
そ
の
俊
秀
を
結
集
し
て
遂

行
し
た
、
集
団
的
事
項
で
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
授
時
暦
の
画
期
性
は

朱
子
学
の
理
念
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
。

『
本
草
綱
目
』
五
十
二
巻
は
、
医
業
の
家
系
出
会
っ
た
李
時
珍
（
一
五
一
八
〜
一
五
九
三
）

が
二
十
七
年
を
か
け
、万
暦
六
年
（
一
五
六
八
）
に
完
成
さ
せ
た
。
同
書
の
凡
例
で
は
、「
医

家
の
薬
品
と
雖
も
、
其
の
性
理
を
孝
釈
す
る
は
、
実
に
我
が
儒
の
格
物
の
学
に
し
て
」
と

本
草
研
究
を
「
格
物
の
学
」
と
呼
ん
で
お
り
、草
部
に
は
「
医
者
の
貴
き
は
格
物
に
在
り
」

と
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
医
学
や
本
草
学
が
明
確
に
格
物
窮
理
の
学
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
と
わ
か
る
。
最
後
に
、
中
国
伝
統
科
学
を
代
表
す
る
産
業
技
術
書
『
天
工
開
物
』
で

あ
る
。
著
者
の
宋
応
星
（
一
五
七
八
〜
？
）
は
、
同
書
の
序
文
に
お
い
て
、
出
版
を
援
助

し
た
涂
紹
煃
（
一
五
八
二
〜
一
六
四
五
）
に
つ
い
て
、「
誠
意
、
天
を
動
か
し
、
心
霊
、

物
を
格
す
」
と
評
し
て
お
り
、
格
物
窮
理
と
の
関
係
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
中

国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
功
績
は
格
物
窮
理
を
踏
ま
え
た
方
法
論
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

た
。『
天
工
開
物
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
農
政
全
書
』、『
崇
禎
暦
書
』
な
ど
科
学
技
術
書

の
思
想
背
景
に
、
格
物
説
に
支
え
ら
れ
た
実
学
尊
重
の
精
神
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
も
存

在
す
る
。
脚
注
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。

山
田
慶
児
『
授
時
暦
の
道
―
中
国
中
世
の
科
学
と
国
家
』（
み
す
ず
書
房

一
九
八
〇
）
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（
勉
誠
出
版

二
〇
一
八
）。

（
32
）
註
（
1
）
寺
澤
氏
論
考
。

（
33
）
註
（
3
）
杉
本
欣
久
『
研
究
成
果
報
告
書

東
北
画
人
基
礎
資
料
集
』（
二
〇
二
二
）。

そ
れ
四
時
の
運
、
梅
に
お
い
て
顕
れ
、
松
に
お
い
て
貫
く
。
品
物
、
そ
の
中
に
流
形
す
。

五
性
、
な
ん
ぞ
択
ば
ん
。
人
物
も
み
な
同
じ
。
こ
れ
を
以
て
蜂
蟻
微
蟲
、
な
お
君
臣
あ
り
。

威
虣
、
虎
の
ご
と
し
。
父
子
最
も
親
し
。
雎
鳩
翎
禽
、
撃
し
て
ま
さ
に
別
れ
ん
と
す
。
聚

り
て
相
衛
る
。
且
つ
そ
れ
鹿
と
黄
鳥
は
友
道
を
嘉
爾
す
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
達
観
す
。
仁

義
礼
智
そ
の
排
、
行
を
成
す
。
た
だ
信
は
左
右
を
兼
ね
、
こ
こ
に
五
常
を
存
せ
り
。
そ
れ

民
庶
物
類
の
蕃
は
、
林
々
と
し
て
生
じ
、
総
々
と
し
て
居
る
。
物
を
開
き
て
そ
の
務
を
成

す
、
孰
か
よ
く
こ
れ
を
裁
せ
ん
。
蒼
頡
出
て
文
字
起
り
、
道
芸
こ
こ
に
お
い
て
紀
す
。
い

ま
そ
れ
鳶
魚
上
下
み
な
道
と
照
然
た
り
。
教
え
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
な
り
。
然
り
と
雖

も
そ
の
象
は
泛
然
と
し
て
、
天
も
ま
た
図
書
を
以
て
観
る
。
而
し
て
民
生
終
日
、
言
は
こ

こ
を
離
れ
ざ
る
な
り
。
そ
れ
然
る
の
ち
文
物
盛
明
し
、
鳳
を
取
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
こ
の

画
を
為
す
は
、
固
よ
り
旨
趣
あ
り
。
教
え
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
な
り
。
然
し
て
興
学
、

主
る
と
こ
ろ
、
孰
れ
か
こ
こ
に
在
る
と
曰
ふ
。
必
ず
教
法
あ
る
と
曰
ふ
。
そ
れ
教
法
の
詳

の
ご
と
き
は
以
て
他
日
を
竣
つ
。

（
大
槻
平
泉
『
講
堂
小
誌
』「
邦
君
視
学
所
画
記
」）

（
34
）
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』（
八
五
三
）
序
文

夫
画
は
教
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
神
変
を
窮
め
幽
微
を
測
り
、
六
籍
と
功
を
同
じ
く

し
、
四
時
と
並
び
運
り
、
天
然
に
発
し
、
述
作
に
繇
る
に
非
ず
。
古
先
聖
王
、
命
を
受
け

籙
に
応
ず
れ
ば
、
則
ち
亀
字
は
霊
を
効
し
て
龍
図
は
宝
を
呈
す
る
あ
り
。
巣
燧
よ
り
以
来

み
な
こ
の
瑞
あ
り
。
迹
は
瑤
牒
に
映
じ
、
事
は
金
冊
に
伝
わ
る
。
庖
犠
（
伏
犠
）
氏
、
滎

河
の
中
よ
り
発
し
て
、
典
籍
・
画
図
萌
し
、
軒
轅
（
黄
帝
）
氏
、
温
洛
の
中
よ
り
得
て
、

史
皇
・
蒼
頡
状
す
。
奎
に
は
芒
角
あ
り
て
下
は
辞
章
を
主
る
。
頡
は
四
目
を
有
し
、
仰
い

で
垂
象
を
観
る
。
因
り
て
鳥
亀
の
跡
を
な
ら
べ
、
遂
に
書
字
の
形
を
定
む
。
是
の
時
、
書

画
は
体
を
同
じ
く
し
て
、
未
だ
分
れ
ず
、
象
制
は
肇
め
創
せ
ら
れ
て
猶
略
な
り
。
以
て
其

の
意
を
伝
ふ
る
無
し
、
故
に
書
あ
り
。
以
て
其
の
形
を
し
め
す
無
し
、
故
に
画
あ
り
。
天

地
、
聖
人
の
意
な
り
。

（
張
彦
遠
著
、
長
廣
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』、
東
洋
文
庫
、
一
九
八
五
）。

（
35
）
大
槻
平
泉
『
講
堂
小
誌
』（
写
本

宮
城
県
図
書
館
蔵
）。

（
36
）
石
川
忠
久
『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
二

詩
経
下
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
〇
）。
書
き
下

し
も
上
記
を
参
考
と
し
た
。

（
37
）
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』「
立
教
」（
一
八
九
二

宮
城
県
図
書
館
蔵
）。

国
つ
光
も
増
鏡
、
〳
〵
、
て
ら
す
を
し
へ
の
あ
ま
ね
き
、
抑
是
は
東
国
方
国
主
の
老
臣

元
長
也
、
扠
も
先
君
は
賢
明
の
徳
ま
し
〳
〵
て
、
常
に
賤
か
業
ま
て
も
御
心
を
留
め
給
ひ

し
程
に
、
民
の
竈
も
賑
ひ
て
候
、
去
程
に
を
し
へ
の
道
の
も
み
ち
の
く
に
、
い
つ
ま
て
草

二
三
九
頁
、註
（
12
）
前
掲
吾
妻
氏
論
考
三
八
〇
頁
、薮
内
清
訳
『
天
工
開
物
』（
平
凡
社
・

東
洋
文
庫

一
九
六
九
）、
薮
内
清
「
天
工
開
物
」
に
つ
い
て
（
薮
内
清
編
『
天
工
開
物

の
研
究
』（
恒
星
社

一
九
五
三
所
収
））。

（
17
）
註
（
4
）
に
同
じ
。

（
18
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
す
。
渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』（
東
京
大
学

出
版
会

一
九
八
五
）、
頼
祺
一
『
近
世
朱
子
学
派
の
研
究
』（
渓
水
社

一
九
八
六
）。

（
19
）
松
平
定
信
『
花
月
草
紙
』（『
日
本
随
筆
大
成

新
装
版
〈
第
三
期
〉
一
』（
吉
川
弘
文

館

一
九
九
五
））。

（
20
）
註
（
12
）
に
同
じ
。
ま
た
、
引
用
文
献
『
易
経
』、『
尚
書
（
書
経
）』、『
論
語
』、『
礼
記
』

の
書
き
下
し
は
、
以
下
を
参
考
と
し
た
。

吉
田
賢
抗
『
新
釈
漢
文
体
系
一

論
語
』（
明
治
書
院

一
九
六
〇
）、
竹
内
照
夫
『
新

釈
漢
文
大
系
二
八

礼
記
上
』（
明
治
書
院

一
九
七
一
）、
鈴
木
由
次
郎
『
全
釈
漢
文
体

系
第
九
巻

易
経
上
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
）、
同
『
全
釈
漢
文
体
系
第
十
巻

易
経
下
』

（
集
英
社
、
一
九
七
四
）、
加
藤
常
賢
『
新
釈
漢
文
大
系
二
五

書
経
上
』（
明
治
書
院

一
九
八
五
）。
書
き
下
し
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（
21
）
高
仁
徳 「
メ
デ
ィ
ア
の
観
点
か
ら
み
た
河
図
洛
書
論
争
」（『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』

二
号

二
〇
一
八
）。

引
用
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
と
し
、
筆
者
が
書
き
下
し
を
行
っ
た
。
孔
安
国
注

『
尚
書
』（
十
三
経
注
疏
本
、
芸
文
印
書
館

一
九
七
九
）、
班
固
『
漢
書
』（
中
華
書
局

一
九
六
二
）。

（
22
）
鄭
玄
撰
『
鄭
氏
周
易
注
』（
芸
文
印
書
館

一
九
六
七
）。
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

（
23
）
栗
原
圭
介
『
新
釈
漢
文
体
系
一
一
三

大
戴
礼
記
』（
明
治
書
院

一
九
九
一
）
書
き

下
し
は
上
記
を
参
考
と
し
た
。

（
24
）
朱
熹
撰
『
易
学
啓
蒙
』（
中
文
出
版
社

一
九
七
五
）。
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。
以

下
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（
25
）
小
島
憲
之
、木
下
正
俊
、東
野
治
之
校
注
訳
『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
巻
六
（
小

学
館

一
九
九
四
）。

（
26
）
註
（
1
）
寺
澤
氏
論
考
。

（
27
）
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
』（
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
八
七
）、『
皇
室
の
至
宝
六

御
物

障
屏
・
調
度
Ⅰ 

』（
毎
日
新
聞
社
・
至
宝
委
員
会
事
務
局

一
九
九
二
）。

（
28
）
柴
野
彦
助
『
負
文
亀
』（
書
写
年
不
明

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）。

（
29
）
註
（
1
）
寺
澤
氏
論
考
。

（
30
）
大
槻
平
泉
「
河
洛
精
蘊
」、『
平
泉
著
書
序
目
』（
成
立
年
不
明

宮
城
県
図
書
館
蔵
）

所
収
。
翻
刻
及
び
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

（
31
）
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。
川
原
秀
城
「
律
暦
淵
源
と
河
図
洛
書
」（『
中
国
研
究
集

刊
』
十
六
号

一
九
九
五
）、
川
原
秀
城
『
数
と
易
の
中
国
思
想
史
―
術
数
学
と
は
何
か
』
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の
雨
露
と
、
潤
ふ
恵
み
を
国
人
も
仰
奉
理
候
処
に
、
は
か
ら
す
も
君
世
を
去
り
給
ひ
、
深

き
思
召
も
空
し
く
な
り
給
ひ
て
候
程
に
、
左
な
か
ら
双
涙
袂
を
湿
し
て
候
、
此
君
世
に
ま

し
ま
す
の
時
、
大
舜
契
に
仰
せ
し
図
に
本
文
を
題
し
給
ひ
、
学
館
に
掛
よ
と
仰
あ
り
し
か
、

幾
程
な
く
隠
れ
さ
せ
給
ひ
て
候
程
に
、
し
は
し
其
事
や
み
て
候
か
、
嗣
君
紹
述
の
御
志
い

や
深
く
、
廃
れ
た
る
を
も
挙
げ
行
わ
れ
候
折
か
ら
、
今
日
吉
日
に
て
候
へ
は
、
先
君
の
御

筆
を
学
館
に
掛
奉
り
、
深
き
思
召
を
も
人
々
に
し
ら
せ
は
や
と
存
候
、
か
け
ま
く
も
賢
き

君
か
仰
言
、
し
は
し
や
め
を
く
日
数
立
、
は
や
二
年
に
成
り
に
け
り
、
時
を
経
て
猶
た
み

草
も
道
の
く
の
、
〳
〵
、
雨
露
繁
き
青
葉
山
、
か
ヽ
る
恵
み
の
広
瀬
川
、
深
き
は
あ
ふ
せ

の
言
の
葉
を
、
し
は
し
か
け
て
そ
仰
き
み
ん
、
〳
〵
、
恵
あ
る
、
代
に
あ
ふ
坂
の
道
広
く
、

行
く
も
帰
る
も
、
君
仰
〳
〵
、
是
は
此
学
校
の
長
と
し
て
、
明
暮
経
書
を
講
す
る
者
に
て

候
、
夫
治
ま
る
御
代
の
し
る
し
と
て
、
聖
の
道
は
誰
と
て
も
、
学
は
ぬ
者
は
な
か
り
け
り
、

殊
更
け
ふ
は
先
の
代
の
、
君
書
ま
せ
る
筆
の
跡
、
此
講
堂
に
か
け
ん
た
め
、
国
老
来
た
り

給
ふ
に
よ
り
、
百
余
人
の
学
官
を
始
と
し
て
数
百
人
の
諸
生
に
い
た
る
迄
お
ひ
し
ら
れ
此

君
の
、
〳
〵
、
を
し
へ
を
四
方
に
敷
し
ま
の
国
の
中
に
も
道
の
く
の
、
黄
金
の
花
は
山
の

み
か
、
道
の
光
も
名
に
高
き
、
〳
〵
、
い
か
に
学
督
に
申
へ
き
事
の
候
、
是
こ
そ
深
き
思

召
に
よ
り
、
学
館
に
掛
よ
と
仰
せ
給
ひ
し
御
筆
に
て
候
、
は
や
〳
〵
、
是
を
か
ヽ
け
ら
れ

候
へ
、
実
有
難
き
御
事
か
な
と
、
立
よ
り
御
筆
を
受
け
と
り
て
、
視
学
所
の
正
面
に
こ
そ

か
ヽ
か
け
け
れ
、
い
か
に
人
々
御
覧
候
へ
、
此
御
筆
の
文
に
い
わ
く
、
敬
て
五
教
敷
寛
に

あ
れ
と
の
御
事
な
り
、
是
昔
大
舜
契
に
仰
背
て
宣
皮
ひ
し
文
な
り
、
先
君
御
筆
を
染
給
し

も
、
す
な
は
ち
同
じ
御
心
な
り
、
恵
み
の
程
を
仰
き
給
へ
、
実
に
五
教
は
五
倫
の
を
し
へ
、

五
品
の
道
の
其
趣
意
を
、
委
し
く
示
し
て
聞
せ
給
へ
、
我
ら
不
肖
に
て
候
へ
と
も
、
兼
て

教
職
を
も
承
り
候
間
、
荒
増
演
説
い
た
し
候
へ
し
、
抑
五
教
と
い
つ
は
人
倫
を
五
品
に
分

け
し
教
へ
な
り
、
五
品
は
遁
れ
ぬ
身
の
つ
い
て
に
て
候
程
に
、
親
義
別
序
信
五
ツ
の
別
ち

を
立
て
ら
れ
て
候
、
人
と
し
て
五
倫
の
道
を
失
ふ
と
き
は
、
人
の
形
に
叶
は
ね
は
、
聖
人

是
を
憐
ひ
給
ひ
、
仮
初
な
ら
ぬ
事
そ
と
て
、
い
か
に
も
民
を
い
た
は
り
給
ひ
、
此
教
へ
を

示
さ
れ
た
る
と
こ
そ
承
て
候
へ
、
聞
は
い
よ
い
よ
有
か
た
や
扠
々
人
倫
の
を
し
へ
と
は
、

聖
人
の
作
為
に
立
ら
れ
た
る
、
教
へ
な
る
か
や
不
審
な
り
、
い
や
〳
〵
聖
人
の
作
為
に
あ

ら
す
、
則
ち
人
々
身
に
そ
な
は
る
、
五
常
に
本
づ
く
教
へ
な
り
、
然
ら
ば
五
常
の
基
本
は
、

如
何
な
る
謂
れ
に
あ
る
や
ら
ん
、
五
常
は
外
の
物
な
ら
す
、
則
ち
天
よ
り
賜
り
た
る
、
性

と
は
是
を
申
な
り
扠
々
性
と
い
ふ
事
は
、
人
の
有
生
の
其
初
、
天
に
受
け
た
る
道
理
な
り
、

道
理
に
悪
は
な
き
も
の
を
、
善
と
悪
と
の
交
ち
る
と
は
愚
か
な
り
け
る
二
人
云
ひ
事
か
な

同
上
実
有
難
や
人
の
身
に
、
か
ヽ
か
る
教
へ
の
な
か
り
せ
は
、
五
倫
の
道
も
乱
れ
な
ん
、

さ
れ
は
唐
土
我
が
朝
と
、
国
は
か
わ
れ
と
む
か
し
よ
り
、
聖
の
を
し
へ
隔
て
な
く
、
治
る

道
そ
あ
り
か
た
き
、
夫
聖
人
の
を
し
へ
と
い
つ
は
久
堅
の
、
天
よ
り
出
し
道
な
れ
は
、
五

倫
を
離
る
ヽ
、
事
あ
ら
し
、
然
れ
は
人
の
生
る
ヽ
始
に
は
、
天
よ
り
人
の
璽
と
し
て
、
五

常
の
性
を
賜
ふ
と
か
や
、
さ
れ
は
人
々
身
に
は
み
な
、
五
ツ
の
つ
い
て
あ
る
そ
か
し
、
元

是
五
行
の
相
生
な
れ
は
、
五
常
に
本
つ
く
、
を
し
へ
な
り
、
抑
人
倫
の
夫
婦
は
五
倫
の
始

な
り
、
智
の
別
ち
あ
る
別
の
道
、
又
そ
れ
よ
り
は
父
子
の
親
互
に
見
捨
ぬ
仁
な
れ
や
、
父

子
よ
り
分
る
兄
弟
の
序
て
の
道
は
礼
そ
と
よ
、
扠
長
幼
の
礼
あ
れ
は
、
道
を
学
ふ
や
朋
友

の
、
互
ひ
に
た
す
け
た
す
く
る
は
、
実
ま
す
あ
る
信
そ
か
し
、
学
へ
は
仕
ふ
君
臣
の
義
は

義
の
性
の
は
た
ら
き
な
り
、
然
れ
と
も
生
れ
き
に
き
け
る
始
よ
り
身
に
そ
な
は
る
も
し
ら

さ
れ
は
、
聖
人
教
へ
を
立
て
ら
れ
た
り
、
を
し
へ
と
い
ふ
は
人
の
み
か
、
天
に
も
四
季
の

教
へ
あ
り
、
ま
つ
始
に
は
梅
か
え
に
、
来
ゐ
る
鶯
鳴
し
よ
り
柳
桜
の
色
ふ
か
き
、
春
過
夏

に
な
り
ぬ
れ
は
木
々
の
梢
は
深
緑
、
空
に
鳴
な
る
郭
公
、
過
れ
は
や
か
て
萩
の
葉
に
、
秋

を
し
ら
す
る
風
の
音
、
花
の
い
ろ
〳
〵
、
虫
の
声
、
菊
も
も
み
ち
も
過
往
け
は
、
雪
は
梢

の
花
と
見
る
つ
ら
ヽ
は
玉
の
軒
な
れ
や
、
是
目
前
の
天
の
道
、
時
に
た
か
は
ぬ
教
へ
に
て
、

天
は
物
を
云
さ
れ
と
も
、
四
時
行
れ
百
物
生
る
、
実
久
堅
の
天
の
道
、
尽
く
せ
ぬ
を
し
へ

な
り
け
り
や
、
ま
し
て
仁
義
を
保
つ
身
は
、
四
肢
の
わ
さ
ま
て
具
れ
は
、
生
き
と
し
い
け

る
年
月
は
、
人
の
璽
し
を
失
な
は
て
守
る
そ
道
の
か
な
め
な
る
、
実
や
虞
舜
の
御
代
こ
そ

は
、
〳
〵
、
五
倫
の
を
し
へ
明
ら
か
に
、
道
有
る
御
代
や
鳳
凰
の
、
い
た
れ
る
徳
を
後
の

世
の
今
に
い
た
り
て
仰
く
ら
ん
、
か
く
治
ま
れ
る
御
代
な
れ
は
、
民
の
和
ら
く
を
し
へ
と

て
、
舜
の
作
れ
る
韶
の
楽
、
類
ひ
も
名
に
そ
聞
の
み
か
今
も
御
国
に
伝
わ
れ
る
、
五
常
楽

は
是
な
れ
や
、
今
も
を
し
へ
の
普
く
て
、
国
と
み
民
も
饒
か
な
ら
は
舜
の
御
代
に
も
劣
る

ま
し
、
い
さ
さ
ら
は
と
て
も
猶
、
其
舜
の
世
の
例
に
て
、
五
常
楽
を
舞
ふ
へ
し
や
、
有
難

の
折
か
ら
や
、
〳
〵
、
教
へ
も
楽
も
舜
の
世
の
、
其
有
様
を
今
爰
に
、
う
つ
す
や
是
も
世

の
鏡
、
幾
千
代
か
け
て
照
ら
す
ら
ん
、
仰
く
も
愚
か
か
ヽ
る
世
に
、
す
め
る
や
い
つ
こ
道

の
く
は
、
実
民
草
も
ゆ
た
か
に
て
恵
み
普
ね
き
我
君
の
、
栄
行
末
を
猶
頼
む
、
此
音
楽

の
調
子
こ
そ
、
民
の
和
ら
く
基
ひ
な
れ
〳
〵
、

（
38
）
安
藤
昌
益
著
、
安
永
寿
延
編
『
稿
本 

自
然
真
営
道

大
序
・
法
世
物
語
・
良
演
哲
論
』

（
平
凡
社

一
九
八
一
）。

（
39
）
楠
山
春
樹
『
新
釈
漢
文
体
系
五
四

淮
南
子
上
』（
明
治
書
院

一
九
七
九
）。

（
40
）
今
井
宇
三
郎
、
堀
池
信
夫
、
間
嶋
淳
一
『
新
釈
漢
文
体
系
六
三

易
経
下
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
八
）。

（
41
）
以
下
、
参
考
と
し
た
文
献
を
記
す
。
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
編
『
重
修

緯
書
集
成

巻
四
上
』（
明
徳
出
版

一
九
八
八
）、
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
編
『
重
修

緯
書
集
成

巻
五
』（
明
徳
出
版

一
九
九
二
）。

（
42
）
註
（
36
）
に
同
じ
。

（
43
）
張
英
、
王
士
禎
ほ
か
『
淵
鑑
類
函
』（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
二
）。『
荀
子
』、『
韓

詩
外
伝
』
等
の
所
収
史
料
の
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

（
44
）
春
秋
緯
の
一
種
『
春
秋
孔
演
図
』（
前
漢
）
に
は
、「
丹
穴
に
生
き
、
梧
桐
に
あ
ら
ざ
れ

ば
棲
ま
ず
、
竹
実
に
あ
ら
ざ
れ
ば
食
わ
ず
、
醴
泉
に
あ
ら
ざ
れ
ば
飲
ま
ず
。」（
書
き
下
し

は
筆
者
に
よ
る
。）
と
あ
る
。
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吉
而
以
享
、
桀
紂
瓦
二
礫
之
一
、
是
以
擲
而
棄
レ
之
、
徳
臭
業
堕
、
日
凶
而
以
廃
、
堯
舜
人

之
所
レ
希
也
、
桀
紂
人
之
所
レ
賤
也
、
徳
比
二
桀
紂
一
孰
不
レ
恥
也
、
然
桀
紂
人
也
、
猶
是

倫
也
、
人
而
不
レ
能
下
拡
二
其
道
一
而
充
中
其
用
上
、
是
不
レ
如
二
飛
走
一
也
、
飛
走
蠢
然
一
物
耳
、

然
為
下
其
日
損
二
生
物
一
以
自
鞠
上
、
故
各
循
レ
性
趨
レ
事
以
自
竭
、
今
人
日
損
二
生
物
一
倍
二

蓗
飛
走
一
、
而
不
レ
思
二
效
報
一
何
為
可
乎
、
是
以
君
子
貴
レ
有
レ
学
也
、
夫
天
既
錫
レ
人
以
二

至
宝
一
矣
、
其
為
レ
宝
也
、
極
大
至
真
、
霊
妙
莫
レ
測
、
善
充
レ
之
与
二
天
地
一
参
、
苟
不
レ

充
与
二
瓦
礫
一
、
無
二
以
異
一
也
、
瓦
礫
物
也
、
頑
然
無
情
者
也
、
其
処
二
於
世
一
也
、
不
レ

糜
二
半
粟
一
、
不
レ
爛
二
寸
帛
一
、
而
有
二
瓦
礫
之
用
一
也
、
今
学
二
于
此
一
者
、
道
義
弗
レ
明
、

網
常
弗
レ
惇
、
為
レ
子
不
孝
、
為
レ
臣
不
忠
、
小
長
之
序
不
レ
慎
、
朋
友
之
信
不
レ
守
、
不
二

供
レ
職
而
竭
一
レ
力
、
不
二
仗
レ
義
而
效
一
レ
死
、
唯
食
レ
粟
衣
レ
帛
而
己
、
是
瓦
礫
之
不
レ
若
也
、

其
責
在
二
学
子
一
、
先
君
之
盛
意
如
レ
此
其
昭
昭
也
、
而
職
二
乎
教
導
一
者
、
不
レ
能
下
遵
二

奉
盛
美
一
而
賛
中
揚
教
化
上
、
是
使
二
夫
昭
昭
者
反
冥
冥
一
也
、
孰
曰
三
能
将
二
順
之
一
、
故
俾

下
学
レ
于
レ
此
者
、
能
明
二
道
義
一
、
能
惇
二
網
常
一
、
能
為
レ
子
孝
、
能
為
レ
臣
忠
、
能
慎
二
少

長
之
序
一
、
能
守
二
朋
友
之
信
一
、
能
供
レ
職
而
竭
レ
力
、
仗
レ
義
效
レ
死
、
凡
言
之
与
レ
行
、

皆
能
反
二
桀
紂
一
而
学
二
堯
舜
一
、
又
能
随
二
天
賦
一
各
尽
二
其
分
一
、
与
二
瓦
礫
飛
走
頑
然
蠢

然
者
一
大
異
上
、
而
参
二
化
育
之
功
一
有
レ
資
者
、
必
頼
二
循
循
善
誘
之
勤
一
焉
、
其
責
在
二
準

等
一
、
説
命
曰
、
后
克
聖
臣
不
レ
命
二
其
承
一
、
而
況
盛
意
若
レ
斯
昭
昭
乎
、
雖
レ
以
二
準
之

庸
劣
一
、
陶
二
鎔
人
材
一
、
使
三
天
下
後
世
称
二
多
士
所
在
一
、
朝
日
済
済
、
野
日
赳
赳
、
而

鳴
二
盛
於
家
国
一
者
、
其
任
大
其
道
遠
、
而
不
レ
得
レ
辞
、
願
竭
二
駑
鈍
一
、
弗
レ
斃
弗
レ
止
、

然
至
二
於
其
成
以
否
一
、
則
在
二

嗣
君
与
レ
国
相
紹
述
如
何
一
爾
、
非
三
準
所
二
得
而
専
一
也
、

於
是
衆
官
諸
生
羅
拝
而
退
、
此
在
二
画
中
一
而
関
繁
之
尤
鉅
者
、
故
準
退
而
特
詳
二
書
之
一
、

実
文
政
之
二
年
也
、

（
大
槻
平
泉
「
大
舜
命
契
画
幅
記
」
文
政
二
年
）

（
52
）
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。
註
（
3
）
大
林
昭
雄
『
東
東
洋
全
傳
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
林
出
版

一
九
八
八
）、
三
浦
三
吾
『
近
代
美
術
の
鑑
賞
Ⅰ 

東
東
洋
』（
仙
北
印
刷
セ

ン
タ
ー

一
九
九
三
）。

（
53
）
國
分
豐
章
・
森
廣
胖
・
作
並
清
亮
編
『
六
代
治
家
記
録
』（
写
本

宮
城
県
図
書
館
蔵

一
八
七
四
）。

（
54
）
註
（
34
）
に
同
じ
。

（
55
）
註
（
47
）
に
同
じ
。

（
56
）
竹
内
照
夫
『
新
釈
漢
文
大
系
二
八

礼
記
中
』（
明
治
書
院

一
九
八
七
）。

『
礼
記
』
楽
記
篇
に
は
、「
故
に
礼
以
て
其
の
志
を
道
き
、
楽
以
て
其
の
声
を
和
ら
げ
、

政
以
て
其
の
行
を
一
西
、
刑
以
て
其
の
姦
を
防
ぐ
。
礼
楽
刑
政
、
其
の
極
一
な
り
。
民
心

を
同
じ
く
し
て
治
道
に
出
る
所
以
な
り
。」
と
あ
る
。
書
き
下
し
も
上
記
を
参
考
と
し
た
。

（
57
）
「
泮
林
」
の
全
文
は
註
（
3
）
杉
本
氏
論
考
に
記
載
さ
れ
る
。

な
お
丹
穴
は
、
南
方
に
あ
り
、
太
陽
の
真
下
に
位
置
す
る
山
と
考
え
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、

鳳
凰
図
に
描
か
れ
た
山
水
は
丹
穴
で
あ
り
、
視
学
所
の
南
方
に
描
か
れ
た
根
拠
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）
『
古
事
類
苑
』
動
物
部
（
吉
川
弘
文
館

一
九
八
五
）
九
九
〇
～
一
頁
。

（
46
）
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
仙
台
市
史

通
史
編
五
近
世
三
』（
仙
台
市

二
〇
〇
四
）。

（
47
）
以
下
、
堀
田
正
敦
に
つ
い
て
参
考
と
し
た
文
献
を
記
す
。

鈴
木
道
男
「
堀
田
正
敦
周
辺
の
博
物
研
究
と
松
平
定
信
：
堀
田
正
敦
の 

『
觀
文
禽
譜
』

（
五
）」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
巻
六

一
九
九
八
）

王
一
兵
「
堀
田
正
敦
と
仙
台
藩
の
学
制
改
革
―
―
洋
学
の
導
入
と
そ
の
要
因
―
―
」（
東

北
大
学
博
士
論
文

二
〇
二
〇
）。

（
48
）
大
槻
平
泉
『
経
世
体
要
』（
文
化
三
年
、
一
八
〇
六
）、『
仙
台
叢
書
』
二
（
仙
台
叢
書

刊
行
会

一
九
二
三
）。

（
49
）
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
文
化
五
年
、大
槻
清
準
『
鯨
史
稿
』
成
立
の
政
治
的
背
景
」（『
西

南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
二
五
巻
二
号

二
〇
一
一
）。

（
50
）
加
藤
常
賢
『
新
釈
漢
文
大
系
二
五

書
経
上
』（
明
治
書
院

一
九
八
五
）。

（
51
）
「
大
舜
命
画
幅
記
」
の
全
文
を
記
す
。

講
堂
成
之
明
年
十
二
月
、
英
山
公
肇
涖
一
講
堂
二
、
大
饗
二
学
官
一
、
厥
明
年
四
月
、

公
即
世
、
国
相
川
口
邑
主
遠
藤
元
長
奉
二

公
遺
旨
一
、
是
歳
十
二
月
癸
巳
、
朝
率
二
内
務

長
官
村
景
房
一
、
大
会
二
講
堂
一
、
学
督
大
槻
清
準
、
左
右
副
学
大
内
定
盛
千
葉
彝
胤
、
曁

学
職
一
百
三
十
余
員
、
諸
生
数
百
人
咸
臻
、
国
相
位
二
于
学
室
東
北
隅
一
西
而
、
令
レ
掲
二

大
舜
命
レ
契
画
幅
於
視
学
所
之
正
壁
一
、
進
至
二
画
幅
前
一
北
面
、
扶
服
拝
畢
復
レ
位
、
乃
諭

二
凡
在
レ
列
者
一
曰
、
嗟
爾
衆
官
暨
諸
生
予
明
告
レ
汝
、
先
公
為
レ
政
拠
レ
仁
、
既
己
興
レ
学
、

命
二
画
洋
一
絵
二
舜
与
一
レ
契
、
其
誥
誡
語
躬
親
書
レ
之
、
掲
以
観
二
学
官
諸
生
一
、
亦
猶
二
大

舜
命
一
レ
契
也
、
則

公
之
所
二
以
自
期
一
、
与
レ
所
三
以
望
二
於
人
一
、
盛
意
昭
昭
也
如
レ
此
、

嗚
呼

公
抱
二
大
志
一
而
不
レ
果
、
中
道
即
世
、
昊
天
何
不
レ
恵
、
雖
レ
然
、
嗣
君
仁
孝
紹

述
在
レ
茲
、
爾
衆
官
暨
諸
生
往
勉
哉
、
大
舜
命
レ
契
清
準
其
推
二
明
之
一
、
清
準
拝
稽
首
、

推
二
明
其
義
一
曰
、
人
之
有
レ
道
也
、
居
然
甘
二
飽
暖
一
、
無
二
教
以
検
一
レ
之
、
飛
走
何
撰
、

惟
舜
惻
レ
之
、
令
三
契
為
二
司
徒
一
、
命
レ
之
曰
、
敬
敷
二
五
教
一
在
レ
寛
、
此
舜
之
所
下
以
則
二

天
明
一
而
教
中
人
倫
上
也
、
夏
殷
而
下
、
方
始
建
レ
学
以
教
レ
之
、
是
故
所
レ
貴
二
乎
興
学
一
者
、

以
俾
下
人
各
明
二
道
義
一
、
惇
中
網
常
上
、
為
レ
子
孝
、
為
レ
臣
忠
、
少
長
慎
レ
序
、
朋
友
守
レ
信
、

供
レ
職
竭
レ
力
、
仗
レ
義
效
レ
死
也
、
苟
欲
下
外
二
乎
此
一
以
為
上
レ
学
、
非
レ
道
也
非
レ
教
也
、

非
下

先
公
望
二
於
人
一
之
意
上
也
、
先
公
抱
二
聡
明
之
資
、
蘊
二
道
義
於
内
一
、
故
其
発
二

於
心
一
也
、
其
決
レ
志
浩
然
、
其
処
レ
事
沛
然
、
是
以

先
公
興
レ
学
不
レ
見
二
其
艱
一
、
直

与
二
三
代
一
同
二
其
帰
一
、
先
公
之
所
二
以
自
期
一
可
レ
知
己
、
於
レ
是
又
推
其
望
二
於
人
一
蓋

曰
、
人
不
レ
可
レ
不
レ
学
、
学
則
明
矣
、
進
而
入
二
堯
舜
之
域
一
、
不
レ
学
昏
矣
、
陥
而
為
二

桀
紂
之
流
一
、
蓋
人
性
之
善
、
堯
舜
至
二
宝
之
一
、
是
以
韞
而
有
レ
之
、
徳
盛
而
業
広
、
日
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【
図
版
出
典
】

図
1
：「
河
図
図
」
東
東
洋
筆

一
幅

紙
本
淡
彩

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
一
五
七
・

○
×
六
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

仙
台
市
博
物
館
（
仙
台
市
博
物
館
編
『
仙
台
の
絵
師

東
東
洋 

ほ
の
ぼ
の
絵
画
の
世
界 

特
別
展 

生
誕
二
五
〇
年
記
念
』（
仙
台
市
博
物
館

二
〇
〇
五
）

図
2
―
１
：「
洛
書
図
」
東
東
洋
筆

二
幅

紙
本
淡
彩

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
各

一
七
〇
・
○
×
七
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

山
元
町
教
育
委
員
会
（
仙
台
市
博
物
館
編

『
仙
台
の
絵
師
東
東
洋 

ほ
の
ぼ
の
絵
画
の
世
界 

特
別
展 

生
誕
二
五
〇
年
記
念
』（
仙
台
市

博
物
館

二
〇
〇
五
）

図
2
―
２
：（
図
２
―
１
）
に
同
じ
。

図
３
：「
真
仁
法
親
王
像
」
東
東
洋
筆

一
幅

絹
本
着
色

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
妙
法

院
蔵

図
４
：「
講
堂
全
局
図
」（
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』
一
八
九
二
）

図
５
：「
視
学
所
全
図
」（
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』
一
八
九
二
）

図
６
―
１
：
視
学
所
の
ス
ケ
ッ
チ
（
小
倉
強
監
修
『
実
測
図
仙
臺
及
び
近
郊
の
古
建
築
』
北
匠

会

一
九
七
三
）

図
６
―
２
：
学
室
の
ス
ケ
ッ
チ
（
同
右
）

図
７
―
１
：「
視
学
所
再
現
図
・
北
面
」（
杉
本
欣
久
『
研
究
成
果
報
告
書

東
北
画
人
基
礎
資

料
集
』
二
〇
二
二
）
再
現
図
は
、「
邦
君
視
学
所
画
記
」
の
記
述
に
基
づ
き
、「
河
図
図
」

「
洛
書
図
」
の
ほ
か
『
養
賢
堂
学
制
』
所
収
の
「
視
学
所
画
縮
図
」
等
を
用
い
て
、
杉
本

氏
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
７
―
２
：「
視
学
所
再
現
図
・
南
面
」
図
版
出
典
及
び
再
現
図
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

右
に
同
じ
。

図
８
：「
龍
馬
」『
三
才
図
会
』
王
圻
纂
集

万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
９
：「
龍
馬
」『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
平
住
周
道
著
・
橘
守
国
画

享
保
四
年
（
一
七
〇
九
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
10
：「
龍
馬
蒔
絵
筮
器
」（
部
分
）
一
具

江
戸
時
代

十
八
世
紀
「
龍
馬
蒔
絵
筮
器
」（
部

分
）
一
具

江
戸
時
代

十
八
世
紀
（『
日
本
近
世
の
馬
の
意
匠
』（
財
団
法
人
馬
事
文

化
財
団
・
馬
の
博
物
館

一
九
九
四
）

図
11
：「
神
亀
」『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
平
住
周
道
著
・
橘
守
国
画

享
保
四
年
（
一
七
〇
九
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
12
：「
負
文
亀
図
」（
部
分
）
住
吉
弘
貫
（
梥
本
武
雄
模
写
）
一
面

絹
本
着
色

昭
和

四
十
八
年
（
一
九
六
七
）
二
四
四
・
五
×
二
六
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

京
都
御
所
紫

宸
殿
（『
皇
室
の
至
宝
六

御
物

障
屏
・
調
度
Ⅰ 

』（
毎
日
新
聞
社
・
至
宝
委
員
会
事

務
局

一
九
九
二
））

図
13
：「
緑
毛
亀
」『
和
漢
三
才
図
会
』
寺
島
良
安
尚
順
編

江
戸
時
代

国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
14
：「
神
亀
図
」
原
在
中
筆

一
幅

絹
本
墨
画

個
人
蔵

江
戸
後
期

図
15
：「
講
堂
諸
属
配
当
図
」（
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』
一
八
九
二
）

図
16
：「
大
舜
命
契
図
」（
大
槻
平
泉
『
養
賢
堂
学
制
』
一
八
九
二
）

図
17
：「
大
舜
命
契
図
」東
東
洋
筆

一
幅

絹
本
墨
画

一
三
二
・
〇
×
五
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

仙
台
市
博
物
館
（
仙
台
市
博
物
館
編
『
仙
台
の
絵
師
東
東
洋 

ほ
の
ぼ
の
絵
画
の

世
界 

特
別
展 

生
誕
二
五
〇
年
記
念
』（
仙
台
市
博
物
館

二
〇
〇
五
））

図
18
：「
大
舜
命
契
図
」
東
東
洋
筆

一
幅

絹
本
彩
色

個
人
蔵
（
大
林
昭
雄
『
東
東
洋
全

傳
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
林
出
版

一
九
八
八
））

【
附
記
】

本
稿
は
令
和
五
年
一
月
に
東
北
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、
長
岡
龍
作
教
授
お
よ
び
本
誌
査
読
者
の
先
生
方
よ
り
、
多
大
な
る

ご
指
導
、
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
作
品
調
査
、
写
真
掲
載
に
関
し
て
、
妙
法
院
の
大
道
観

健
氏
の
お
手
を
煩
わ
せ
、
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
深
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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【
査
読
総
評
】（
五
十
音
順
）

・
二
十
三
年
度
に
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
、

現
代
人
に
と
っ
て
は
縁
遠
く
な
っ
た
儒
教
思
想
に
基
づ
き
、
仙
台
藩
校
・
養
賢
堂

の
視
学
所
に
描
か
れ
た
「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
の
制
作
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
。

日
本
に
お
い
て
同
様
の
画
題
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
逆
に
そ
れ
が
描
か
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
の
理
念
的
思
想
を
込
め
た
作
品
と
み
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
背
中
や
甲
羅
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
図
象
の
解
釈
自
体
が
非
常
に
複
雑
で

あ
り
、
さ
ら
に
背
後
に
あ
る
易
に
基
づ
い
た
陰
陽
五
行
、
四
象
八
卦
な
ど
の
数
理

思
想
を
理
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
説
明
し
た
著
書
や
論
文
を
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
朱
子
学
の
思
想
に
基
づ
き
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
計
画
さ
れ
た
建
造
物
や
障
壁
画
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
、
驚
く
べ

き
事
実
で
あ
り
、
現
在
ま
で
本
図
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。『
易
経
』
や
「
河
図
洛
書
」
に
関
す
る
資
料
に
加
え
、
本
図
の
企
画

者
で
あ
っ
た
大
槻
平
泉
関
係
の
資
料
を
精
読
し
、
障
壁
画
に
み
る
鑑
戒
性
と
吉
祥

性
両
面
の
解
釈
も
浅
薄
な
議
論
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
点
を
高
く
評
価
し
た
い
。

一
般
的
に
、
図
像
の
抽
象
的
な
解
釈
論
や
影
響
関
係
論
は
け
っ
き
ょ
く
曖
昧
な

堂
々
巡
り
に
終
始
す
る
の
が
関
の
山
で
、
前
進
や
進
展
の
み
ら
れ
な
い
研
究
状
況

を
歯
痒
く
思
う
識
者
も
多
い
と
推
察
す
る
。
本
稿
の
方
法
論
は
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
も
一
石
を
投
じ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
る
。

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

准
教
授 

杉
本
欣
久
）

・
本
論
考
は
、
東
東
洋
筆
「
河
図
図
」「
洛
書
図
」
を
は
じ
め
と
し
た
養
賢
堂
障

壁
画
の
制
作
背
景
や
意
義
に
つ
い
て
新
た
な
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
。
先
行
研
究

で
も
、
漠
然
と
儒
学
思
想
と
そ
れ
を
負
う
養
賢
堂
学
頭
・
大
槻
平
泉
と
の
関
係
で

語
ら
れ
て
は
は
い
た
が
、
本
論
考
で
は
、
寛
政
異
学
の
禁
以
降
正
統
と
さ
れ
た
朱

子
学
、
特
に
格
物
窮
理
の
考
え
方
な
ど
に
基
づ
い
て
、
養
賢
堂
講
堂
の
建
築
と
障

壁
画
が
制
作
さ
れ
、
さ
ら
に
実
学
を
重
視
し
学
生
を
教
化
す
る
点
で
も
そ
の
場
に

描
か
れ
た
意
義
が
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に
論
述
し
て
い
る
。
制
作
当
時
の
政
治
や
学

問
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
作
品
理
解
を
深
め
た
こ
と
は
高
く
評

価
さ
れ
る
。
河
図
洛
書
や
朱
子
学
に
つ
い
て
の
記
述
は
や
や
難
解
で
、
内
容
の
正

否
判
断
も
難
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
他
分
野
と
い
え
る
思
想
理
解
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
自
体
は
評
価
に
値
し
よ
う
。

た
だ
し
、
河
図
洛
書
を
始
め
、
あ
ま
り
多
く
の
絵
画
化
の
先
行
作
例
を
見
い
出

せ
な
い
画
題
だ
け
に
、
平
泉
か
ら
画
題
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
図
様
に
つ
い

て
は
絵
師
に
任
さ
れ
た
部
分
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
師
の
関

与
の
状
況
ま
で
考
察
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、よ
り
深
化
し
た
議
論
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
仙
台
市
博
物
館

学
芸
員

寺
澤
慎
吾
）

・
本
論
は
、
東
東
洋
に
よ
る
「
河
図
図
」
と
「
洛
書
図
」
が
仙
台
藩
藩
校
の
養
賢

堂
の
障
壁
画
と
し
て
飾
ら
れ
た
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
図
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
二
年
に
発
表
さ
れ
た
寺
澤
慎
吾
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
ノ
ー
ト
が
あ

る
が
、
本
論
は
そ
れ
を
深
化
さ
れ
た
も
の
で
、
新
知
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
養
賢
堂
に
関
す
る
基
本
的
史
料
お
よ
び
そ
の
出
典
と
な
る
儒
教
経
典
か

ら
、
失
わ
れ
た
養
賢
堂
の
障
壁
画
の
そ
れ
ぞ
れ
の
画
題
の
意
味
を
丁
寧
に
解
き
ほ

ぐ
し
、
そ
の
制
作
意
図
と
し
て
「
鑑
戒
」
と
「
吉
祥
」
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
す

る
。
ま
た
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
仙
台
藩
の
状
況
を
分

析
し
、
障
壁
画
が
示
唆
す
る
政
治
的
教
育
の
在
り
方
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

本
論
文
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
本
作
品
制
作
に
関
与
し
た
大
槻

平
泉
、
仙
台
藩
主
の
伊
達
斉
宗
ら
の
在
り
方
を
朱
子
学
の
視
点
か
ら
具
体
的
に
提

示
し
た
意
欲
的
な
研
究
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
本
論
は
、
仙
台
藩
の
障
壁
画
と

い
う
一
事
例
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
手
法
は
、
近
世
後
期
に
展

開
し
た
儒
教
的
な
主
題
を
持
つ
他
の
藩
校
の
障
壁
画
に
も
適
応
で
き
る
重
要
な
成

果
を
持
つ
。
今
後
の
著
者
の
さ
ら
な
る
展
開
に
期
待
し
た
い
。

（
筑
波
大
学
芸
術
系

准
教
授

水
野
裕
史
）




